

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●あるてら







「これは特別な契約だと思ってくれて構いません」

　奇抜なスーツを着こなす男はまず、そう切り出した。

「最初にお伝えした通り、僕が見るのは《覚醒者》としての評価ではありません。あくまでキミ個人の行動と結果。こちらからお願いすることは滅めつ多たにありませんし、あえてノルマを設けるつもりもない。キミはキミの裁量により、あくまで自発的に動き、僕たちに貢献してくれればそれでいい」

　ピエロみたいな顔をしたオッサンはさらにこう続ける。

「役に立ってくれている限り、無力な高校生でしかないキミに特別な権限を与えることを約束します。後は好きに使ってください」

　にっこりと笑う怪しさしかない男が嘘うそを吐ついていないということは、見ているだけで俺には分かった。

「？　どうしました、不服ですか？」

「いえ正直、俺の要望が通るとは思っていなかったので」

　そう言ったら笑われた。

「面白いことを言いますね、提案してきたのはキミなのに」

「止められる可能性も考えていた」

「ならキミは賭けに勝ったということです、おめでとう。……と言いたいところですが、単に僕へ話を持ち掛けた時点で、キミには人を見る目があった。それだけのことです」

　飄ひよう々ひようと語る男は、自らの目を指差しながら、俺の行動をそう評価した。

「……ひとつ聞いてもいいですか？」

「どうぞ」

「カリバーンのエージェントであるあなたが、こうして俺の企たくらみを全て知って、それでも加担してくれるのはなぜですか？」

「加担はしていません。あくまで自分が有用だと思う提案に乗っただけです」

「見て見ぬふりをすると？　それが犯罪行為であったとしても？」

　ジッと視線を向ける俺の前で、男は不敵に笑う。

「キミの言葉を借りるとすれば、僕が──いえ僕たちが注視すべきは、あくまでも『非日常』の趨すう勢せいだ。その為ために『日常』で何が起こったとしても、それは些さ細さいなことでしかない」

　嘘うそは言っていない。この男は本気でそう考えている。

「壊れてますね」

　だからニヤリと笑って、そう言ってやった。

　すると男は微笑ほほえみながら自らコメカミを指差した。

「ええ、そうですよ。僕はここが壊れているんです。キミと同じようにね」

　その通りだ。

　だから、俺はこの大人を選んだのだ。

　自分はもはや正常ではいられない。

　耐え難い絶望の中で、それでも人として正しくあることができなかった。

　どうしても許せないことがあるから。どうしても成し遂げなければならないことがあるから。

　それは正しくあってはできないから、だから俺は壊れた。

　間違うために壊れたのだ。

　──一歩離れた場所から、そんな自分を俯ふ瞰かんする、もう一人の自分がいる。

　彼は俺を見て言うのだ。

　なんと醜い化け物なのだろう。

　身体からだが壊れ、心は荒すさみ、魂すら穢けがれたその姿は、まるで怪物だ。

　存在していいはずがない。

　そんな風に蔑む彼がいて、そんな風に蔑まれても心が動かない俺がいる。

　だから思うのだ。

　もはや自分は壊れているのだと。

　そんな俺に向かって、壊れている男は最後にこう言った。

「キミの非日常かのうせいに期待しています。そしてキミの素晴らしき日ぜつ常ぼうに幸多からんことを」

　道化師が口にするには実に笑えない冗談だと思った。







　覚悟を持ってここにいる。全てを賭すべくここにいる。

　たまたま手にした『非日常』を利用して、認められない『日常』に終止符を打つために、俺は戦う決意をし、その為ためにこうして生き長らえている。

　──だからなのかもしれない。

『日うん常めい』と『非も日し常も』の間で彷徨さまよいながら、自分にとっての正しさを必死に見つけようと抗あらがう美しい彼女から目が離せないのは。









プロローグ







　　　『良家のお嬢様の場合』






「ご、ごきげんよう、真ま白しら様」

　放課後、校舎廊下を歩いていた妃ひい泉ずみ真白は、そう声を掛けられた。

　真白に声を掛けてきたのは２人の女子生徒。緊張した面持ちと寄り添うような姿から、２人で勇気を振り絞って挨拶をしてきたというのは、真白には容易に想像できた。

　だから微笑を浮かべた真白は、そんな１年生の２人に足を向ける。

　まさか真白が近づいてくるとは思わなかった２人は、緊張と興奮でややパニック状態。

　そんな彼女たちに真白は尋ねた。

「今の『ごきげんよう』は『さようならのごきげんよう』かしら？」

　真白の質問の意図に気付いたのだろう。２人は「あっ」とした表情を浮かべた。

「挨拶が全て『ごきげんよう』なのは中等部まで。高等部からは普通に使い分けるようにしましょうね」

　微笑ほほえんだ真白に一瞬見み惚とれていた２人だったが、すぐに頭を下げる。

「も、申し訳ありません！　真ま白しら様を前につい緊張してしまいまして！」

「最初は慣れませんものね。私も高等部に入った頃は苦労しました」

「ま、真白様もですか！」

「初等部からずっと『ごきげんよう』でしたのに、急に普通の挨拶に戻せと言われても戸惑ってしまいますわよね」

「はい！　はい！」

「でもあなたたちも、この春から由緒ある妃ひい泉ずみ女学園・高等部の生徒になったのですから、これからはきちんと直していきましょうね」

　真白の物腰柔らかい指摘に、２人はすぐに背筋を伸ばした。

「ご、ご指導、ありがとうございました！」

　素直な子たちなのだろう。

　そんな彼女たちに真白は、どこか親近感を覚えた。

　だからというわけではないが、真白は片方の子の制服の裾を直し、もう片方の子の髪の毛をそっと撫なでる。

「もう放課後ですが、我が女学園の生徒として、いつ誰に見られても恥ずかしくない姿を心掛けましょうね」

　真白がそう微笑ほほえみかけた途端、プルプルと震え出した２人が、突然号泣し始めた。
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「ありがとうございます！　真ま白しら様に直していただいた制服は我が家の家宝にします！」

「私！　この髪、もう一生洗いません！」

　感極まったといった感じの後輩２人は、そのままむせび泣きながら走り去っていった。

「廊下は走ってはダメですよ」

　そう注意するも、その時にはすでに後輩２人の姿は見えなくなっていた。

「ふふっ。相も変わらず人気者ですね、真白さん」

　聞き覚えのある声に振り返った真白は、「くすくす」と楽しそうに近づいてくる１人の女子生徒に向かって困った表情を浮かべる。

「買いかぶりすぎですよ、イチカさん」

「そんなことはないでしょう。容姿端麗、品行方正、文武両道。血筋も由緒正しき生粋のお嬢様。その眩まばゆい姿に誰もが見み惚とれ、微笑ほほえみを向けられただけで卒倒し、立ち去る背中に向かって手を合わせて拝む者さえいる始末。まさに妃ひい泉ずみ真白は、我が妃泉女学園に降臨された女神様。私もその人気にあやかりたいものです」

　３年生になってからのクラスメイトの仰々しい物言いに、真白は少し頬ほおを膨らませ不機嫌さを強調する。

「そこまで言われると嫌いや味みに聞こえます」

「お嫌でしたか？」

「いいえ。イチカさんがそういう方だと分かっていますから」

「それはようございました」

　真白たちはそのまま２人並んで廊下を歩き出す。

「イチカさんはこれから生徒会室ですか？」

「これでも生徒会長ですから。ホントやることが多くて辟へき易えきしてしまいます」

「全校生徒を背し負よって立つ立場の方がそんなことを言ってはいけませんよ」

「愚痴くらい聞いてくれてもいいじゃないですか。だいたい誰のせいで私が生徒会長をやっていると思っているんですか？」

　彼女は真白を指差し、さらに続ける。

「真白さんが立候補してくださっていれば、それこそ満場一致の生徒会長が誕生し、私は適当な役職でのんびりできましたのに」

「その文句は、もう何度も聞きました」

「少なくとも私が生徒会長を辞めるその時まで、真白さんに対して文句を言う権利があると私は思っていますから。……ああでも、もし真白さんが生徒会長になっていたら、残りの役員の椅子を懸けた血みどろの抗争が勃発していたでしょうから、結果的には、こうなってラッキーだったのかもしれませんね」

　そう軽快に笑う相手に対して、真白はふと思ったことを尋ねる。

「イチカさんは生徒会長になりたかったわけではないのですか？」

「そこまで高望みはしていませんでした。私としては生徒会に入れるだけでよかったので」

「それはまたどうして？」

「よくある話です。ウチの母親は教育熱心なところがありまして。なんとかお嬢様学園に放り込んだ庶民の娘に、さらにもう１つくらい分かりやすい箔はく付けが欲しかったようで」

「では生徒会長になって、お母様はさぞお喜びになられたのではないですか？」

「それはもちろん。まるで自分のことのように諸もろ手てを挙げて大喜び。ご褒美だと言って、妹と一緒に高級フレンチに連れて行ってくれました。それからというもの、誰彼構わず自慢するもので、正直見ていて恥ずかしいくらいです」

「ご家族仲なか睦むつまじく素敵なことではないですか」

　微笑ほほえんでみせる真ま白しらの言葉に、彼女はどこか気恥ずかしそうだった。

「そういう真白さんのお家うちはどうなんですか？」

「私の家、ですか？」

「最近エスカレーター組の子から聞いたのですが。真白さんが初等部でも中等部でも学校行事に積極的に参加されなかった理由が、お家の方針だったと伺いまして」

「はい、その通りです」

　真白は変わらぬ笑顔で、ただそうとだけ肯定する。

　すると彼女は戸惑った表情で言葉を詰まらせた。

　きっとそれは、多くの学友たちと同じような常識的な価値観を持つ彼女にとっては、予想外の反応だったのだろう。

「……そ、それでも真白さんほどの人徳があれば周囲の生徒だけでなく、先生方からも推薦があってもおかしくないと思いまして」

　それとなく話の方向をズラした相手に向かって、真白は変わらず微笑む。

「きちんと事情をお伝えしてお断りすれば、皆さん分かってくれますから」

　そんな真白の言葉に「なるほど」とどこか悪い笑みを浮かべながら、彼女は小さく呟つぶやく。

「……いくら模範的な優等生に面倒な仕事を押し付けたくても、自らの職が無くなるリスクを冒すような教師はいなかったわけですか」

「？　何かおっしゃいましたか、イチカさん？」

「いえいえ単なる独り言です。それにしても残念です。真白さんならきっと素晴らしい生徒会長になられたでしょうに」

「私には分不相応な役職です。私自身、率先して動けるタイプの人間ではありませんから」

「ご謙遜を」

「本当ですよ」

　話をしながら廊下を歩く２人は、すれ違う他の生徒たちから「さようなら」と声を掛けられ、真ま白しらたちはそのたびに「さようなら」と微笑ほほえみ返す。

「真白さん、なんだか変わりましたよね」

　隣を歩く彼女がそんなことを言い出した。

「……そうでしょうか？」

「以前までと違って、どこか親しみやすい笑顔になった気がします」

「これまでは違いましたか？」

「そうですね。昔はそれこそ女神様だったけれど、今はアイドルくらいの感覚ですかね」

「……なんだか難しい喩たとえですね」

「要は距離の問題です。以前は決して触れてはならない近寄りがたい存在だったお方が、今は思い切って挨拶をしたり隣に並んで歩いてみたりできるんじゃないかと思える存在になった、というところですかね」

「大げさです。私は何も変わっていませんよ」

「でも周りから見ていた私たちからすれば真白さんは変わったように見えますよ」

　隣を歩く彼女は悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべながら、右手の人差し指を真白に向けて伸ばしてきた。そして綺き麗れいな指先が真白の頬ほおに軽く触れる。

「もうイチカさん、急に人の顔を指で触ってはいけませんよ」

　触れられた頬を押さえながら注意する真白の前で、彼女は真白に触れた指を振る。

「もし以前までなら、私はこの罪深い人差し指を切り落として謝罪しなければならないほどの罪悪感に見舞われたでしょう。でも今は精々、偉業を達成したこの指を称たたえ、人気のない場所で舐なめ回まわすくらいです」

「舐め回すんですか!?」

　思わず驚いてしまった真白のリアクションを見て、クスクスと笑い出した。

「単なる物の喩えですよ。本気にしないでください。……まあつまりは、それくらい変わったように感じていますというお話です」

「変わった……ですか」

　そんな物思いにふける真白の顔を覗のぞき込こむ。

「何か心当たりがおありですか？」

「そうですね。……強いて言えば、これまで関わったことのない方々とお話しする機会が増えたからでしょうか？」

「ああ確か。有名企業からオファーがあって学校公認で社会交流されていらっしゃるんでしたね」

「簡単なお手伝いをさせていただいているだけです」

「でもそれは、俗に言うアルバイトですよね？　あー羨ましい！　私も一度はそういうことをやってみたいものです」

「生徒会長が校則違反を口にしてはいけませんよ」

「生徒会長にだって自らの願望を口にする権利くらいはあるんですよ」

　そんな会話に花を咲かせていた２人だったが、自然と階段のところで足を止める。

「では私は生徒会室に向かいますので。よろしければいつでも遊びにいらしてください。真ま白しらさんなら大歓迎です」

「機会があればぜひ」

「それではごきげんよう、真白さん。また明日」

　わざと間違いを口にする彼女に向かって、真白は変わらず微笑ほほえむ。

「さようなら、イチカさん。また明日」

　階段を下り、下げ駄た箱ばこで靴を履き替えた真白が校舎を出ると、送迎用の自家用車が止まっているのが見えた。

　真白が近づくと、運転手が降りてきて、後部座席の扉を開ける。

「ご苦労様です」

　真白が乗り込んだところで、運転手が口を開いた。

「当主様よりご伝言がございます」

　真白がピクリと反応する。

「お父様はなんと？」

「明日よりしばらくの間、放課後の予定は全て空けておくようにとのことです」

　理由は？

　思わずそう尋ねようして、すぐに止やめた。

　運転手はただ言こと伝づてを命令されただけで、父の考えを知るはずがない。

「分かりました」

　いつもながらの唐突な命令に対して、真白はそれ以外の返答を持ち合わせていない。

　扉を閉めた運転手が席へと戻る間、憂鬱な気持ちを抱えた真白は、まるで何かを求めるようにカバンから取り出したスマホに目を向ける。

「本日はいかがしましょう？」

　運転席からの質問に、スマホを操作していた真白は答える。

「……アズルドへ。先方から連絡がありました」

「かしこまりました」

　車はゆっくりと動き出した。

　窓の外に流れる景色を眺めながら、真白は先ほどクラスメイトが口にしていた言葉を思い出していた。

　──真白さん、なんだか変わりましたよね。

　どうやら周囲からは自分は変わったように見えているらしい。

　だが残念ながら、真ま白しらにはその実感が全くない。

　何か新しくできるようになったわけでもなければ、何を成したわけでもない。

　相も変わらず妃ひい泉ずみ真白という決められた『日うん常めい』を、ただなぞるように生きているだけだと思っている。

　どこか感傷的な気分になりながら窓の外に目を向ける。

　信号で停車した自家用車の窓の外は、人の往来のある大通りが交わる十字路。

　そんな通りにある、白い看板の洋菓子屋が目に留まった。

「……そういえば、ここだったわね」

　妃泉真白は見えてはいけなかった存在を見てしまった８ヶ月前のことを思い出す。





　　　＊＊＊






　街中の風景でなんとなく目を引く建物というものがある。

　日々の中で目にする分かりやすい存在は、記号として使われることが多い。

　大通りの十字路にある白い看板の洋菓子屋などは、まさにうってつけである。

　人々の待ち合わせ場所や道案内の指標として使われることもあれば、真白のように日常のルーティンの一環として使う者もいる。

「あと５分ほどで学校に到着するわね」「そろそろ今日の習い事の準備を始めなくちゃ」

　学校への送り迎えの際、車の窓から目にするたびに、真白は自然とそんなことを考えるようになっていた。

　──だからその日も、自然と刷り込まれた日課のように窓の外に目を向けた。

　しかしそこで真白の目に留まったのは、日常の中に紛れ込んだ異物だった。

「！」

　信号で停車した車の後部座席から窓の外を眺めていた真白は、思わず息を飲んだ。

　いつもの白い看板の洋菓子屋の前に、なんとも目を引く奇妙な男が立っていたからだ。

　着ているのは風変わりなスーツ。顔は冗談みたいな化粧をしており、どこかピエロを彷ほう彿ふつとさせる。

　そしてなにより問題なのは、男がその手に大振りのナイフを握っていることだった。

　握ったナイフをユラユラ揺らしながら、通りを歩く人間を品定めするように眺め、微かすかな笑みを浮かべている。

　それは異様な光景だった。

　通りを歩く誰もがそんな男を目にして一瞬驚き、けれどすぐに何事もなかったかのように目を逸そらし通り過ぎていく。危険な武器を見せびらかす男と関わらないように。

　そんな光景を目の当たりにして、真白の口は自然と動いた。

「今すぐに警察に電話してください！」

　突然、後部座席で声を上げた真ま白しらの言葉に、運転手は慌てた様子で振り返る。

「い、いかがされました、真白お嬢様！」

「刃物を持った男が人通りの中にいます！　急いでください！」

「か、かしこまりました！」

　運転手は疑いもしなかった。

　真白がくだらない冗談を言えるような人間ではないことが分かっていたからだ。

　すぐに警察に電話を掛けながら、運転手も窓の外に目を向ける。

「お嬢様、暴漢はどちらに!?」

「あの男です！　ほら、あそこナイフを持っている！」

「……ナイフ、ですか？」

　運転手が目を細め、キョロキョロとしている。

「あの男です！　白い看板の洋菓子屋の前にいる！」

「……申し訳ありません、どうにも私には見当たらず。……あっ、警察ですか、刃物を持った暴漢がいるというのですが、特徴は……その……」

　伝えるべき対象を見つけられず、窓の外に視線を彷徨さまよわせる運転手を見かねた真白は、「貸してください」とスマホを引ったくる。

「もしもし、今から男の特徴を伝えます。白と黒の奇抜なスーツ。顔はピエロのような化粧をしています。その手にはナイフを握っていて。はい、そうです。ナイフです！　大振りのナイフ！　誰か襲われたら大変です！　今すぐに誰か寄よ越こしてください！　急いで！」

　真白の緊張が伝わったのだろう運転手は、信号が変わると同時にハンドルを握る。

「お嬢様。すぐにこの場を離れます！」

　スマホの向こうのオペレーターに場所の説明をする真白は、ずっと男を見ていた。

　変わらず獲物を探すように周囲を見回していた男だったが、不意に耳元に手を伸ばしたかと思うと、

　──ギロリとこちらに顔を向けた。

「！」

　真白は思わず息を飲んだ。

　道を走る何台もの車の中。しかもスモークガラスでこちらは見えないはずなのに、男は迷うことなく真白を凝視したように見えたからだ。

　走り去る車の中、男が見えなくなっても真白の心臓が早鐘のように鳴り響いていた。

　ニヤリと笑う男の顔が真白の脳裏から離れなかった。







　なぜ自分はあのような行動を取ったのか？

　突然の出来事の中で自身が咄とつ嗟さに取った行動について振り返った時、理由らしい理由が思い浮かばない。

　ただ当然だと思うことをしただけ。それに尽きる。

　なら、その当然をもう少し深く紐ひも解といてみたら何が見えてくるだろうか？

　その根源にあるのは、純粋な正義感？

　否いな。

　真ま白しらが行きついた答えは、環境と教育、だった。

　そうするのが当たり前だから。そうするように教えられたから。

　だから無自覚に反射的に、人はそのように行動するのだ。

　もし文化も考え方も違う国の人間であったなら？　それこそ赤子のように何の知識も持っていない人間だったなら？　果たして同じ行動が取れるだろうか？

　であるならば極論、人の行動とは『事前に刷り込まれた正しいガイドラインに則のつとった行動』でしかないということになる。

　その人間の行動には、これまでの人生が反映される。

　何を学び、何を教えられ、何を経験してきたか。

　価値観から人柄、所作に至るまで、そこにはその人間の本質が反映される。

　だからこそ妃ひい泉ずみ家の人間として正しく育てられた自分が、その意思に反して間違った選択をすることなど決してない。

　それが妃泉真白の当然である。




「妃泉さん、いいかしら？」

　思いがけぬ出来事があった翌日の昼休み、わざわざ教室までやってきた担任教師が、真白に理事長室へ行くようにと言いにきた。

　二つ返事で承諾した真白は、慣れた足取りで学園にある理事長室へと向かった。

　扉をノックし「失礼します」と声を掛けて入室すると、叔お父じである理事長が満面の笑みで真白を出迎えた。

「お手柄だったね、真白君」

　そうして叔父が教えてくれたのは、昨日の顛てん末まつだった。

　真白の通報により不審者は無事に捕らえられ、危険な事件を未然に防ぐことができたと警察からわざわざ学園に連絡があったとのことらしい。

「学園の理事長としてだけでなく、叔父としても鼻が高いよ」

　よほど褒められたのか、叔父はかなり上機嫌だった。

「妃ひい泉ずみ家の人間として、この学園の生徒として当然のことをしたまでです」

　警察にそれとなく素性を伝えていたこともあり、叔お父じの満足を得る結果を出せたようだ。

「流石さすがは真ま白しら君だ。きっと兄さんもお喜びだろう」

　ふと妃泉家当主である父親の冷たい顔が脳裏に浮かぶ。

　そんな真白の表情は、次の叔父の言葉で戸惑いに変わった。

「ついては今後の防犯対策のために、先方が真白君の話を聞きたいそうだ」

「私の話を、ですか？　そうは言われましても、私はただ通報しただけですし、改まって警察にお話しできることは……」

「兄さんの許可もとってある。さっそく今日の放課後に顔を出してくれ」

　上機嫌の叔父は、真白の言葉を遮り、そう話を締めくくった。

「かしこまりました」

　真白は恭しく頭を下げる。

　父親の承諾があるのなら、それは真白にとっての決定事項だ。







　放課後、真白を乗せた車が向かった先は、森もり浜はま市中央区の中心部だった。

「行先は警察署ではないのですか？」

「お嬢様にお話を聞きたいのは、森浜市の再開発事業におけるセキュリティシステムを担当している警備会社なのだそうです」

　行先を知る運転手の言葉で、真白はある程度の事情を察する。

　つまり今回の件はアマツヒ絡みということらしい。




　──アマツヒ。

　この森浜市を作り変えた大企業の名前である。

　巨大資本を有する外資系企業であるアマツヒが日本の単なる地方都市の再開発に乗り出したのは、今からおよそ10年前。

　真白が聞いた話では、当時、経営戦略的に何の価値もない極東の小さな地方都市に、突如巨額の投資を始めたアマツヒの奇行は、それなりの騒ぎとなったらしい。

　そんな世間の批判を意に介さず推し進められた大規模な再開発は、たった10年で、なんの変哲もない一地方都市を文字通り、作り変えた。

　今では人口50万人以上が暮らす政令指定都市となった森浜市。その象徴であり中枢に、かつての面影はない。

　車の外に見えるのは、規則正しく整然と並ぶビル群。

　一切の無駄なく洗練され過ぎた街並みが、真白の目の前に広がっている。

　そんな10年前に始まったアマツヒによる森もり浜はま市再開発事業は、地元の名士である妃ひい泉ずみ家でも当然大騒ぎになった。

　当時幼かった真ま白しらには詳細が知らされることはなかったが、アマツヒはかなり強引な手段を取ったらしい。

　金にモノを言わせた買収工作。再開発を後押しする政治的圧力。

　結果的に、土地に根付く権力を有していた妃泉家をはじめとした地元の名士たちのほとんどが、森浜市再開発から締め出される形となったらしい。

　そんな過去があるからこそ妃泉家はアマツヒに良い感情を持っていない。だが同時に決して無視できない存在として目の前に居座り続けている。




　真白を乗せた車は、指定されたビルに到着。

　車を降りた真白を出迎えたのは、背の高いパンツスーツの凛り々りしい女性だった。

「ご足労いただきありがとうございます。本日ご案内させていただく藤ふじ麻まと申します」

　案内役を名乗る藤麻は、真白を連れてビルの中を進みながら簡単な説明をしてくれた。

　ある程度予想していた通り、ここはアマツヒ関連の警備会社であり、森浜市全般におけるあらゆる防犯セキュリティを一手に担っている会社であるらしい。

　地元警察とも協力体制にあり、随分と密接な関係にあることも感じ取ることができる。

　自分がこうして呼ばれたのも、それが要因なのだろう。

「昨日の通報が皆さまのお役に立てたのは嬉うれしいのですが、正直、藤麻さんたちにお話できることがあるかどうか」

「忌き憚たんのないご意見をお聞かせいただければ、それで十分ですから」

　笑みを浮かべる藤麻の案内で乗り込んだエレベーターが微かすかな振動と共に動き出す。

「ところで妃泉さん。つかぬことをお聞きしますが、近頃奇妙なモノを見た、なんてことはありませんか？」

　随分と曖昧な問いかけに、真白は首を傾かしげる。

「……奇妙というのは、先日のような危険人物ということでしょうか？」

「ええ、まあそのような」

「特に思い当たりませんが……」

「そうですか」

　藤麻の質問の意図が分からぬままエレベーターが目的の階層に到着する。

　そして真白が通されたのは、窓の外の景色を一望できる応接室だった。

　眼下に広がる中央区の街並みとそこから広がる森浜市の光景は、まさに圧巻の一言だ。

「まもなく担当者が参りますので、ソファに掛けてお待ちください」

「分かりました」

「私も同席させていただきます。真ま白しらさんの身の安全はこの命に代えても必ずお守りします。ですから何があっても動じずにご安心ください」

　藤ふじ麻まの随分と仰々しい物言いに、真白は眉を顰ひそめる。

　その意味を真白が問おうとしたところで、応接室の扉がノックされ、そのまま誰かが入ってきた。

「どうもお待たせしました」

「！」

　そして部屋に入ってきた男に、真白は目を見開き、思わず立ち上がる。

　現れたのは、昨日、街中でナイフを持っていた例の男だった。

「安心してください、妃ひい泉ずみさん。見た目はアレですが、一応信用できる人間です」

　真白を安心させるように藤麻が優しく声を掛けてくるが、真白の胸中は穏やかではない。

「藤麻くん。フォローになっていませんよ」

「でしたら郁いく人とさん。指定のスーツを着るようにしてください」

「それはできない相談です。僕は藤麻くんたちのように、自分のアイデンティティを没個性の中に埋もれさせる趣味は持ち合わせていませんから」

　そう口にする男は、真白の向かいの席に腰を下ろすと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「戸惑わせてしまって申し訳ありません、妃泉真白さん。まずは自己紹介をさせていただきます。僕の名前は住すみノの江え郁いく人と。この会社での肩書きは特務警備部・課長補佐になります」
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　住ノ江はポケットから取り出した名刺を、真ま白しらに向けて翳かざして見せた。

　そんな真白の目の前で、名刺はひっくり返される。

「ただ本職は──秘密結社カリバーンのエージェントをしております。ちなみにエージェントナンバーは『Ⅱ』になります」

　名刺の裏側には、今、住ノ江が口にした肩書きが書かれていた。

「……秘密、結社ですか？」

「ええ、世界の平和を守るために人知れず暗躍する組織です」

　何かの冗談だろうか？

　話がまったく理解できない真白に向かって、住ノ江は続ける。

「色々とお話ししたいことがあるのですが、まず先に昨日の件についての説明をさせてください。結論から言うと、僕がしていたのは定期的に行っている釣りの１つなんです」

「釣り？」

「獲物は特別な能力に目覚めてしまった若者。真白さん、あなたみたいなね」

　それから住ノ江郁人が語り出した内容は、真白にとっては、あまりにも荒唐無稽な内容だった。

　森もり浜はま市において実まことしやかに囁ささやかれる若者の神隠し。

　それは事実であり、《偽ぎじ獣ゆう》と呼ばれる化け物たちが原因であるらしい。

　そんな《偽獣》たちによって引き起こされる偽ぎ世せ界かい事件に対応すべく結成されたのが、秘密結社カリバーン。

　住ノ江の説明はそこからも続き、森浜市の裏に《虚無》と呼ばれる空間があること。《覚醒者》と呼ばれる若者たちは現在50名以上に達し、クランと呼ばれる複数のコミュニティが形成されていること。《偽世界戦争》という人類滅亡の可能性すら示唆し始めた。

　そんな話を聞かされたところで、到底信じられる話ではない。

　疑う真白の前で、住ノ江は《覚醒者》の能力とやらでナイフを生み出し、そして消してみせた。

　それは《偽装》と呼ばれる能力であり、他の現象同様一般人には見えないらしい。

「これが見えるということは《覚醒者》になったという証拠です」

　住ノ江だけでなく、藤ふじ麻ままでもが拳銃を出してみせた。

　本当に自分たちにしか見えないのだろうか？

　そう疑う真白だったが、ここで昨日の出来事の違和感に思い当たった。

　街中で通り過ぎる人たちから目を逸そらされていた住ノ江だが、その理由が単に奇抜な格かつ好こうをしていたからだとしたら？

　逆に考えて、それだけ目立つ男がナイフを持っていたら誰でもすぐに気が付くし、もっと大騒ぎになってもおかしくなかっただろう。

　それこそ、一目見ただけで真ま白しらがそのことに気付いたように。

　騒ぐ真白につられて警察に電話をした運転手も、結局ナイフを持った暴漢が誰なのかが分かっていなかった。

　つまり本当に見えていなかったのだ。

　住すみノの江えの持っていたナイフは、あの時、真白以外の誰にも。

　もしそうであるならば、なるほど確かに『釣り』である。

《覚醒者》にしか見えないナイフを持った住ノ江が『餌』であり、通報を受ける警察が『浮き』の役目。そうしてまんまと真白は釣り上げられたらしい。

「私たちは、近年増加する偽ぎ世せ界かい事件に対応すべく、《覚醒者》となった若者たちに協力をお願いしています。現在、多くの覚醒者諸君の協力を得て、森もり浜はま市で発生し続ける偽世界事件に対応できるシステムは構築できています。真白さんにも是非協力いただきたい。もちろん強制ではありません。可能な範囲で結構ですので、ぜひお力をお借りしたい」

　格かつ好こうはともかく、真摯で熱意の籠もった住ノ江の説明に、真白は考える。

「……ひとつ確認させていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「なんでしょう？」

「つまり、一連の偽世界事件は、私たち《覚醒者》以外は認知できない事象であり、世間一般からするとそれは存在しない出来事ということでしょうか？」

「その通りです」

　郁いく人との回答を聞き、真白の結論を出した。




「お断りいたします」




　誰もが見み惚とれるような笑みを浮かべ、真白はそう答えた。

　背後で藤ふじ麻まが動いたのが分かった。おそらく驚いたのだろう。

　しかし目の前の男は、微笑ほほえんだまま全く微動だにしなかった。

「なぜ？　というのを今後の参考までにお聞きしてもよろしいですか？」

　８ヶ月前、初めて『非日常』の存在を知った妃ひい泉ずみ真白はまるで女神のような微笑みで協力を断った。

　そして「なぜ？」という問いに対してこう答えた。

「理由がないからです」





　　　＊＊＊






「あーはっはっはっ！」

　高笑いを響かせる真ま白しらは飛び掛かってきた狼おおかみ型の《偽ぎじ獣ゆう》に勢いよく手て斧おのを振り下ろす。

　それだけで、真っ二つにされながら地面に叩たたきつけられた《偽獣》だったモノの残骸は奇妙な痙けい攣れんと共に黒い灰となって消えていく。

《偽ぎ世せ界かい》の中で、真白は《偽獣》相手に暴れまわる。

　自らが手にする《偽装》から伝わってくる肉を切り裂く感触が、真白の脳を刺激する。

「あーやっぱいいわ！　これが気持ちよくて、たまらない！」

　そう叫びながら、真白はとめどなく襲い来る《偽獣》たちを、次々と両手に現れる様々な武器で捌さばいていく。

　ナイフも悪くない。滑らかに肉を裂く感触がダイレクトに手から伝わり、切り口から飛び散る赤い液体が宙に広がる光景は、視覚的にも華やかだ。

　拳銃は相手を仕留めるには便利だが、刺激としてはやや物足りない。ただスタイリッシュに立ち回ることで、そんな自分に酔いしれることができる点では評価している。あと相手の口に銃口を突っ込んで引き金を引くのが楽しい。綺き麗れいな花火を見ることができるから。

　最近のお気に入りは大型ハンマーだ。スレッジハンマーと呼ばれる柄の長い両手で構える大型ハンマー。これを全力で振るった一撃によって相手の骨が砕ける音は、意外にも可か愛わいらしく、手から響いてくる余韻は独創的で、他にない刺激をくれる。

　だが一番はやはり手斧だ。

　切り裂くと叩き割るが同時に楽しめるお得武器。両手で持って振り回してよし、投とう擲てきしてもよし、多少切れ味が悪くなってもなんのその。強引にパワーでねじ込めるし、もっといえば微妙に引っかかるような切れ味の変化は、まるで味変のように飽きさせない。

　これほど多彩に堪能できる武器はそうないだろう。

「あひゃ、あひゃ、あひゃひゃひゃ!!」

　腹の底から高笑いをし続ける真白は、両手に次々と生み出す《偽装》を存分に振るいながら《偽獣》たちを屠ほふっていく。

　刺激を変えたくなったら、手にした武器を放り捨て、新しいモノを作り出す。

「もっとだ！　もっと掛かってこい！　私に殺されにこい！」

《偽獣》たちの素敵なところは、いくらでも湧いてくるところだ。種類も豊富。現実世界に存在する生物を模写し、掛け合わせたような化け物たちは、毎回、真白を飽きさせない。

　動かなくなったら黒い灰になって消えるのも、後腐れがなくていい。

　たまらない。ずっと戦っていられる。無限にやっていたい。

『おーい、真白。そろそろ帰るぞー』

　耳に付けたイヤフォンから何か聞こえたような気がしたが、知らない。無視する。

「オラオラオラ！」

『だから、おい……』

「最高さいこうサイコー！」

『人の話を聞けって言ってんだろうが！　この戦闘狂！』

　襲い来る《偽ぎじ獣ゆう》たちの中で暴れまわる悪魔のように残虐な笑みを浮かべる真白は、なぜ自分がこの場所にいる意味について考える。

　理由は単純明快。

　ここではまったく別の自分になれるからだ。







　妃ひい泉ずみ真ま白しらの『日うん常めい』は変わっていない。18年間生きてきて何一つ変わってない。

　もしそんな真白に変化があったとするのならば、その人生に『非も日し常も』が加わったことだろう。




　──妃泉真白は今まさに、バッドエンドに至る道の最さ中なかにいるのだ。









第一話







　　　１．灰はい空ぞら瑠る宇う　と　手のかかる３人のチームメンバー






　妃泉真白は傍若無人である。

《偽ぎ世せ界かい》では《偽獣》相手に武器を振り回す戦闘狂にして殺さつ戮りく者。

　思うがままに行動し、好き勝手に暴れまわる。

　他人の言うことには耳を貸さず、自分のやりたいようにしか行動しない。

　──それが《覚醒者》という『非日常』における妃泉真白の姿である。







「それで？　なんだよ、偽世界事件を片付けた後に、わざわざアジトに連れてきてまで話があるっていうのは？」

　不遜な態度でこちらを睨にらんでくるのは、黒髪をなびかせた見目麗しい美少女。

　その所作一つ一つにはどことなく気品すら感じるも、今は椅子に寄りかかるようにしてふんぞり返り、こちらに見下すような瞳を向けてくる。

「今日の遊びは終わったんだ。私はさっさと帰りたいんだよ」

　これほどまでの美少女に不機嫌さを向けられたら、気の弱い人間なら萎縮して言いなりになるか、心が折れて押し黙ってしまっても仕方はないだろう。

　だが残念ながら、俺はそんな繊細な心は持ち合わせていない。

「それでもこうして付いてきたってことは、俺が言いたいことが分かっているんじゃないのか？」

「もったいぶった言い方するなよ、瑠る宇う助すけ。私に言いたいことがあるならはっきり言え」

　今日の真ま白しらはいつにも増して高圧的で、誰の目から見ても不機嫌なのがよく分かる。

　場所は、覚醒者クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のアジトにある一室。

『Ｂ．Ｅ．』のアジトは、森もり浜はま市北区の中心街・観み瓶かめ坂ざかの郊外にある放置された廃工場だ。

　高い塀で囲まれ、入口の鉄柵には「立入禁止」の文字。夕日の中で不気味に映え、カラスの鳴き声が似合う怪しい建物だが、中に入れば、そこは整理整頓された快適空間。

　そんなアジトの一室が、俺たちチームＡｓｈアツシユに与えられたチームルームとなっている。

　備え付けの備品として、テーブルとイス、壁際にロッカー、ホワイトボードがあり、最近購入されたソファも１つ置いてある。

「流石さすがに今日のはやり過ぎだ。少しは自重しろ」

「知らねぇな。最初から言っているだろ。私は好き勝手にやるってな」

　そんなチームルームにて現在行われているのは、チームリーダーである俺こと灰はい空ぞら瑠宇による妃ひい泉ずみ真白への説教であるはずなのだが、当の真白には反省の色が一切ない。

　先ほどウチのチーム４人で対応した偽ぎ世せ界かい事件は、《偽世界》から意識を失った被害者を現実世界こちらがわに連れ戻すことに無事成功。

　被害者を材料に作られた《偽世界》は、そこに通じる『穴』と共に消失したのを確認した。

　救い出した被害者もカリバーンエージェントであるピエロなオッサンに引き渡したことで、見事完遂することができた。

　ただその最さ中なか、襲い来る《偽ぎじ獣ゆう》相手に暴れる手が止まらなくなった真白は、いつまで経たっても戦いを止やめようとしなかった。

　最終的には、文字通り首根っこを掴つかんで引ひき摺ずって帰ってきたくらいだ。

「今日の真白ちゃん。絶好調だったからな～」

「いつも以上に荒々しかったですね」

　近くの椅子に腰かけ、俺たちのやり取りを見ながら話をしているのは、残りのチームメンバーである雉子きぎす優ゆ良ら希ぎと狛こま芽め献こんだ。

　２人は俺たちのやり取りを横目にペチャクチャ喋しやべっている。

「それにしても瑠宇って、真白ちゃんに説教したりするんですね。なんだか新鮮に見えるんですけど、こういうことって結構あるんですか、献こん先輩？」

　帽子とマスクが特徴的な雉子きぎす優ゆ良ら希ぎは、最近チームに入った新参者。

　覚醒者歴は３ヶ月ほどの新人ではあるが、《覚醒者》の重要な能力である《偽装》において『魔法』再現という、これまで誰もできなかった偉業を達成してみせた、俗にいう天才だ（ただ本人はそう評価されることをとにかく嫌っている）。

　ついでに極度の人見知り。あとおそらく不登校児（今年の春から高校１年生のはずだが、学校に行っている気配を感じられない）。

　最近は、チームメンバーである献と真ま白しらとも徐々に打ち解け、普通に話せるようになってきており、年上の真白のことを「真白ちゃん」呼ばわりし始めるなど、謎の積極性も見受けられる。

　そんな雉子に「献先輩」と呼ばれた、一見すればゆるふわな眼鏡女子が首を傾かしげる。

「ここまでのものは、私もあまり見たことがありませんね。基本的に瑠る宇うクンは真白さんのことは放任していますし、指示を出すより自分が合わせた方が手っ取り早いと思っている節がありますから」

「ならこの説教の意味は？」

「たぶん何かしらのパフォーマンスではないでしょうか？」

「パフォーマンス、ですか？」

「瑠宇クンは普段から周囲に対してぶっきらぼうな態度を取っているように見えて、実は他人の心境の変化にかなり敏感です。きっと私たちには分からない真白さんの何かが見えていて、それをどうにかするつもりなのだと思いますよ」

「流石さすがは献先輩。瑠宇の解説をさせたら右に出る者はいませんね！」

「伊だ達てにストーカーしてませんから」

　自らそう自白する（というかむしろ宣言している）犯罪者予備軍というか歴れつきとした犯罪者の名前が、狛こま芽め献。

　そんな献と俺は、《覚醒者》という『非日常』においてはこうして同じチームを組む仲間であるだけでなく、『日常』においても同じ高校に通う高校２年生の同級生でもある。

　覚醒者歴も１年と俺に次いで長い。

　そんな献に対して俺は、ストーカーであることを差し引いても、若干の苦手意識を持っている。献が俺のことを事あるごとに分析してくるからだ。しかもそれがあながち間違っていないから始末が悪い。

　ちなみにそんな話をしている２人の会話は、俺に聞こえているくらいなので、当然目の前に座っている真白にも筒抜けだ。

「それでどうなんだよ、瑠る宇う助すけ？　こんな私に何か言いたいことでもあるのかよ」

　真白は妙に警戒心が強くなっていた。明かにそこにいる２人のせいだ。正直やり辛づらいというか、コイツら、超邪魔なんですけど。

　そんな不機嫌そうな真ま白しらを前にして、思わずため息を吐つく俺は、首の右側に手を当てる。

「別に深い意味はない。単に真白にはもうちょっと協力してほしいんだよ」

「どういう風の吹き回しだよ？　今までそんなこと、口にしたこともなかったじゃねぇか」

「いや、言ったことあるけど？　それなりの回数」

「知らない、覚えてないから」

　真顔で指摘する俺に、真白がそっぽを向いた。

「とにかくだ。これまでは俺と献こん、真白の３人でやってきて、その辺はなあなあでもやれていた。だけど新しいチームメンバーも加わったことだし、そろそろチームとしてのまとまりが欲しいと思ってるんだよ」

「知ったことかよ。私はやりたいようにしかやるつもりはない」

「そこを頼むよ」

「絶対に嫌だ」

　意固地な態度を崩す気配がない。そんな予想通りの相手の反応に、俺は表情を伏せる。

「……正直さ、このチームのリーダーやっててしんどいんだわ」

　いきなり凹へこみ出した俺に、真白はちょっと慌て始めた。

「な、なんだよ、瑠る宇う助すけ。急に重たい空気出しやがって」

「まず唯一の前衛アタッカーである真白、お前の遅刻癖がヒドイ。担当になった偽ぎ世せ界かい事件にいざ対応しようと思っても、真白が来るか来ないか分からないから計画を立てようがない。来たら来たでこっちの言うことを聞かないから常に行き当たりばったり。せめてそれくらいは改善してほしいんだが？」

　そんな俺の真摯な物言いに、真白は先程までのオラついた姿勢を正すと俺の目を見てこう言った。

「瑠宇助。そもそも前提条件が間違っている。私はこれまで遅刻したことはない」

　真白は真顔で真まっ直すぐな瞳で言い切った。

「だからお前はどうして毎回毎回そう言い張るんだよ！　明らかに嘘うそじゃねぇか！」

　キレ気味に吠ほえる俺の前で、真白は態度を崩さない。

「私は嘘も吐いたことがない」

「だからなんなんだよ、その変な言いがかりみたいなのは！　なんのこだわり!?　だいたい今日だって集合時間から１時間以上遅刻して、俺たちが偽世界探索を終えて被害者を『繭』から引っ張り出す直前にやってきたじゃねぇか！　明らかに遅刻だろうが！」

「大事な場面に間に合ったから遅刻してない」

「その理屈がおかしんだよ！」

「アレだよ、アレ。こう……なんていうか……あっ、そうそう、ピンチを見計らって登場みたいな演出みたいな？」

「『あっ、そうそう』って言っちゃってんじゃねぇか、あと『みたいな、みたいな？』じゃねぇから！」

「とにかくだ、瑠る宇う助すけ。私が好き勝手やっていることは認めるが、改善するつもりはない。そして遅刻はしていない」

「だからなんでそれを真顔で堂々と宣言できるんだよ！　なんでブレないんだよ！　しょうもないこだわり見せやがって！　そういう部分をどうにかしない限り、お前はウチのチームの問題児１号なんだよ！」

「ああそうだな。私は問題児だな。だからなんだ？」

「ホントね！　指を差されようが、問題児呼ばわりされようがまったく動じないし！　ホントたくましいですよね、真ま白しらさん！」

「まあ……それが私のいいところみたいな」

「なに恥ずかしがって照れてんだよ！　褒めてねぇから！　モジモジすんな！」

　見てくれがいいからそういう仕草無駄に可愛かわいいんだよ、お前は！

「とにかくだ！　真白、お前は自他共に認める問題児だ。……だがな、ウチのチームの問題児は真白だけじゃないんだよ。……ウチのチームには献こんがいる」

　そんな絞り出すような俺の声に、真白がなんとなく視線を逸そらす。

「まあ、おコマに関しては、その……頑張れ」

　同情された。素直に同情された。

「献先輩、あんなこと言われてますよ」

「それだけ瑠宇クンが私のことを気にしてくれているということですね。嬉うれしい限りです」

　にこやかに笑う献。

　ホントね。どうやったらこの天敵ストーカーにダメージを与えられるんだろうね？　何をやっても効かないんですわ。むしろ回復するんですよ、彼女。

「とにかく俺はそんな２人相手に頑張ってきた。自分で自分を褒めてやりたいくらいだ」

「瑠宇助、自意識過剰」

「瑠宇クン、もうちょっと自己分析した方がいいと思いますよ」

　エグイんですよ。ホントこの２人エグイんですよ。

「……まあ俺のことはいったん措おいておくとして、そんな俺たちチームＡｓｈアツシユに新たなメンバーが加わったわけだ」

「なんだ？　雉子きぎすのこともボロクソに言うつもりか？」

　ニヤニヤ笑う真白の言葉を聞き、チラリとそちらと見たら、献と一緒にこちらを観戦している雉子と目が合った。

　すると突如身構え、「やるのかコンチクショウ」と目で訴えかけてくる。

「雉子きぎすは期待の新人だ」

　俺と目が合う雉子が「へっ？」と変な声で鳴いた。

「直ひた向むきに努力する姿は素直に称賛に値する。興味を持ったことに取り組む姿勢は見習うべきことも多い。その結果、雉子が手にした『魔法』という力は素晴らしいの一言だ」

　言葉を並べる俺の視線の先で、雉子が恥ずかしそうにあたふたしている。

「よかったですね、優ゆ良ら希ぎさん。瑠る宇うクンに褒められて」

「そ、そんなことないですよ。えへ、えへへへ」

　そして俺は再び真ま白しらに目を向ける。

「そんな不登校児魔法使いのお守りまで加わって、俺はもう一杯いっぱいだ」

　途端に雉子の変な笑みが固まった。そして無言で立ち上がった。

「とにかくこんなお前たちと一緒に行動するのはしんどい……」

　げし、げしげし。

「その負担を減らすためには、もうちょっと協力を……」

　げし、げし、げし。

「だからつまり……」

　げしげしげし。

「あーもう、今こっちで話してんだから、無言で近づいてきて、人の足に蹴り入れ続けるのやめろ！」

「だって瑠宇がイジワルしたんだもん！　さっきのわざとでしょ！　わざと上げて落としたでしょ！」

「ぷんすか」とむくれる雉子が、わざわざ人の傍そばまでやってきて無言で蹴りを入れ続けながら、俺を睨にらむ。

「真実だろ！　違うっていうなら反論してみろ！」

「むーっ」

　頬ほおを膨らまして不機嫌そうな雉子に、俺は頬をひく付かせる。

「そういうところだよ、そういうところ。そうやって不機嫌な顔したら、俺がお前の心を盗み見て、なんでも察してくれるって思ってるだろ？　そういう横着しようとすんな」

「そ、そんなこと思ってないもん！」

「目を逸そらすな！　ごまかしも下手か！」

「瑠宇のイジワル！」

「はいはい、優良希さん。瑠宇クンは今大事な話をしてるので、あちらに行きましょうね」

　そうして献こんに優しく引っ張られていく雉子から、改めて真白に視線を戻す。

「とにかく俺はこんな労働環境を改善したいんだよ。だからもうちょっと協力してくれ」

　そんな俺の真摯な頼みを聞いて真白は大きく頷うなずいた。




「絶対に嫌だ」




　胸を張って堂々と拒否された。

「こんなに俺が困っているっていうのに！　助けてくれないとはお前は鬼か！　悪魔か！」

「むしろそんな瑠る宇う助すけを見るのは超楽しい。『いえーい、ざまーぁ』と思っている」

「テメェ、覚えていろよ！」

「忘れたー、もう忘れたー」

　歯をむき出しにして怒る俺とゲラゲラと笑う真ま白しら。

　その様子を見ていた雉子きぎすが何かに気付く。

「献こん先輩。なんだか真白ちゃんの機嫌、良くなってませんか？」

「しっ、ですよ。雉子さん。それは内緒」

　微かすかに聞こえてきた話し声は、どうやら「ゲラゲラ」と笑っている性悪お嬢様には聞こえなかったようだ。

「せいぜい頑張ってくれよ、リーダー」

「もういい。真白には頼まねぇよ」

「まあまあそう言うなって。私も鬼でも悪魔でもないからな。瑠宇助の誠意次第じゃ聞いてやるかもしれねぇぞ」

　席を立って、わざわざこちらまでやってきた真白が俺の肩に手をのせる。

「とりあえずのどが渇いたから飲み物買ってこい、瑠宇助。いつものヤツな」

「人をパシリに使おうとしやがって！　……ったく、分かったよ！　買ってくればいんだろ！　買ってくれば！」

　仕方なく席から立ち上がった俺は、そのまま部屋を出てアジトの廊下を歩く。

　向かった先はアジトの玄関ホールにある自販機コーナー。

　目的の飲み物を探していると、誰かが近づいてくる気配があった。

「流石さすがといったところですね」

　聞き慣れた声にそちらを見ると献が立っていた。

「何しにきた？」

「あっ、私はそのお茶で。あと優ゆ良ら希ぎさんはオレンジジュースだそうです」

「集たかりに来たんかい」

「荷物持ちのお手伝いにきただけです」

「……そういうことにしておいてやる」

　ボタンを押してスマホを翳かざすを４回繰り返し、人数分の飲み物を購入。

　自分のコーヒー以外は献に押し付け歩き出す。

「ところで、さっきのアレにはどういう意味があるんですか？」

　隣を歩く献こんが尋ねてくる。

「アレって？」

「真ま白しらさんの機嫌を良くした理由が知りたいなと思いまして」

「チームの空気を改善しようとする、俺の偉い行動だ」

「それはそうですが、今やる意味が分からなくて」

「……」

「これが事前準備なら、まだ分かります。事に当たる前にチームの士気を高めて任務に挑む。でも私たちは、つい先ほど担当していた偽ぎ世せ界かい事件を終えたばかりです」

「アフターケアってことでいいんじゃないか？」

「確かに今日の真白さんは私や優ゆ良ら希ぎさんから見ても明らかに機嫌が悪かったです。でもそれは別に今日の偽世界事件で何かがあったからではなく、最初から不機嫌でした」

「要は俺の行いについては、アフターケアという言葉は不適切であり該当しないと言いたいわけか」

「真白さんの機嫌は、放っておいたって一晩寝れば治っているかもしれません。現にこれまでだって真白さんが機嫌悪そうにしていることは何度もありました」

「つまり何が言いたいんだ？」

「なんで今回に限って瑠る宇うクンはそんなことをしたのでしょうか？　……いえ、今回だけではないかもしれませんね。今回、私がたまたま気付いた、瑠宇クンの真白さんに対するケアの真意はどこにあるのかなと」

　そう自分の意見を並べた献に向かって俺はそっけなく答える。

「単なる気まぐれだ」

「そうですか、秘密ですか」

　どことなく楽しそうに口元を緩める献が、俺の顔をジッと見てくる。

「……なんだよ？」

「いえ、瑠宇クンには一体何が見えているのかなと思いまして」

　そう口にした献は、視線を前に戻しながら続ける。

「私たち《覚醒者》は普通の人には見えない偽世界事件と戦っています。それはきっと私たちにしか気付けなくて、私たちにしかどうにかできないことだからです」

「……」

「だったらそんな私たち《覚醒者》にも見えない、他人の心を盗み見ることができる瑠宇クンには、いったい何が見えて、どんなことをしているんでしょうね？」

　そんな献の言う通り、俺は普通の人間より、他人のことが良く見える。

　理由はほんの３年前に殺されかけて死にきれなかった結果、奇妙な後遺症が残ってしまったためだ。

　その結果、俺は他人の心を盗み見ることができるようになった。

「そんなに俺が何をやっているのか知りたいか？」

　自身のストーカーに尋ねると、当のストーカーが「うふふ」と笑う。

「知りたいですけど、教えてほしいわけではありません。ああでも、もし瑠る宇うクンが私に聞いてほしいというなら話は別です」

　そうして献こんが俺の耳元で囁ささやく。

「もしそうしたくなったら、私と瑠宇クンの２人きり、誰もいない場所で、私にだけこっそり教えてください」

　くすぐったくなるような言葉を囁く献に向かって、肩をすくめてこう返す。

「忘れなかったら覚えておくよ」

「そうしてください。……というわけで、私はこれまでと変わらず、こっそり暴くことを心掛けます」

「なんで、こっそりなんだ？」

「瑠宇クンの秘密を知るのは私だけで十分ですから。それに暴いたことを瑠宇クンにすら悟らせず、ひとり満足するのも乙なモノだと思いませんか？」

　献が口にしたシチュエーションを想像してみて、思うことはただ１つ。

「……分かっていたけど、献。お前ってなかなかにヤバいヤツだよな」

「瑠宇クンと並び立つために日夜努力していますから」

　いや、俺なんてとっくのとうに抜き去って独走状態だと思うんですけど。

　そんなやり取りをしながらチームルームに戻った俺と献は、意外な来客に目を見開いた。

「よう」

　どこか緊張した面持ちの真ま白しらと、そんな真白の背中に隠れる雉子きぎすと対たい峙じしていたのは、俺たちが所属する『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のクランマスター・真まか鏡がみ焔ほむらだった。





　　　２．クランマスター真鏡焔から指令






「思ったんだが、お前たちって典型的な家族構成しているよな」

　ソファにふんぞり返る焔さんが、俺たち４人を見回しながら、なんだか変なことを言い出した。

「なんですか、家族構成って？」

「そのままの意味だよ。お前たちを見てたら、よく映画とかでありそうな家族配役に当てはめられると思ってな」

　なんとなく顔を見合わせる俺たち４人。

　そんな中、献こんが「面白いですね」と微笑ほほえむ。

「ちなみに焔ほむらさん。もしそうなった場合、いったい誰が母親役になるのでしょうか？　具体的には誰が父親役の配偶者に見えるのかが、私としてはとても気になるのですが」

「……狛こま芽め、顔が近い。あとなんか怖い」

　朗らかな笑顔で焔さんに詰め寄る献の目は血走っていて、若干鼻息が荒い。

「まあ確かにちょっと気になるかも」

「なんとなく想像は付くけどな」

　雉子きぎすと真ま白しらもどこかそわそわしている。

「母親役は決まっている」

　そして焔さんは、俺たちの中の１人を指差した。

「灰はい空ぞらだ」

「「「「はい？」」」」

　献と雉子と真白だけでなく、予想外に指差された俺も変な声を出してしまった。

「えっ？　俺が……母親役なんすか？」

「ちなみに妃ひい泉ずみが反抗期真っただ中の長女。雉子は幼稚園児の次女だな」

　そんな配役を聞き、なんとなく２人の姿を想像してみる。

　台所に立つ母親（俺）が、リビングのソファでスマホを弄いじっている長女（真白）に注意するが、返事は「うるせぇ」しか返ってこない。そしてまだ幼い次女（雉子）は「ねぇお母さん、聞いて聞いて」ときゃっきゃしながら足に引っ付いてくる。

「……ぴったりだな」

「ぴったりじゃねぇよ！」「ぴったりじゃないもん！」

　思わず声が漏れた俺に対して、２人が掴つかみかかる勢いで迫ってくる。

「誰が反抗期の長女だ！」

「わ、私、幼稚園児じゃないもん！」

「俺に文句を言うな。言い出したのは焔さんだ」

「でも！」

「だって！」

「ほらそういう、とりあえず灰空にワガママ言うところとか。それがなんだか家で母親に構ってほしい娘のそれに見えるんだよな」

　焔さんの指摘に２人が押し黙り、悔しそうにやっぱり俺を睨にらんでくる。

　そんな中、ひとり蚊か帳やの外にされ、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた献が、ここでようやく口を開いた。

「つまり、私が父親ということですね！」

　献はやや興奮した面持ちで焔さんに食いつく。

「ま、まあ、そうだな。その、アレだ。とりあえず家で家族のことをニコニコしながら見ているだけの人畜無害というか、何の役にも立っていない父親な」

　想像してみる。

　いつも俺たち（母親と娘２人）のやり取りを、ニコニコしながら眺めているだけで一切口を挟んでこない父親（献こん）。

　……それって普段、俺と雉子きぎすや真ま白しらのやり取りをニコニコしながら見ている献となんら変わらないのではないだろうか？

「マジか！　バッチリ合ってやがる！」

　思いのほか的確な配役に、思わず驚きよう愕がくしてしまう。

　こうして俺たちチームＡｓｈアツシユのメンバー４人は、疑似家族構成が成立しているということが発覚したのであった。

「最高ですね、皆さん」

「納得できねぇ！」「異議アリ！」

　目を輝かす父親（献）に、食って掛かる娘たち２人（真白・雉子）。

「だいたいおコマ！　お前父親だぞ！　性別逆にされて、しかもオッサンにされてんだぞ！　悔しくないのかよ、女子高生として！」

　思春期女子の正論パンチを繰り出す、真白の一撃。

「瑠る宇うクンの配偶者役であること以上に喜ばしいことはありませんから」

　だがそんな一撃を顔面に食らっても微動だにしない中年オッサン役の女子高生。

「配偶者って……そうかもしれないが男にされてオッサンだぞ！」

「おしべとめしべが逆になっただけじゃないですか。私にとって性別なんて所詮は記号でしかありません。瑠宇クンの隣にいられるなら私はまったく気にしませんよ」

　微笑ほほえむ献に、たじろぐ真白。

　というかなんだか献が人として大きく見える。

　何を言われようと自分の価値観を曲げず、人の繋つながり・愛の形について説いてみせるその姿からは貫かん禄ろくすら感じる。

　なんだか不思議。献のことがちょっとカッコよく見えてきたんだけど？

　……まあそういった感想を持てるとしたら、それはあくまで俺自身が関係なかったからの話だけどね。勝手に性別変えられて、しかも何をやってもストーカーから逃げられないという事実を突きつけられている身の上としては正直勘弁してほしいです。

「それに私は情けない父親ですが、それはあくまでも普段の話です」

　自分の胸に手を置き、そう語る献はなんだか配役になりきっている。

「いざって時は頼りになる父親だって言いたいのか？」

　そんな俺の質問に、献は愛らしく微笑む。

「普段は頼りない夫ですが、ベッドの上では亭主関白でいこうと思います」

「……」

　なんだかエグイ追加設定を言い出した。

「普段は奥さんの尻に敷かれていますが、ベッドの上では奥さんの尻を叩たたいています」

「さらに生々しい描写をぶち込んできやがった」

「ぶっちゃけ、女体化した瑠る宇うクンを想像してちょっと興奮しています」

　献こんの暴走が止まらない。どうやら疑似家族設定がとんでもない怪物を生み出してしまったようだ。

　これには娘たちもドン引きだ。

「おコマ、正直キモい」

「献先輩の言うことって、時々難しくてよく分からないです」

　マジで引いている真ま白しらと、ちょっとよく分かっていない感じの雉子きぎす。

　２人の反応がそれぞれの配役にあたる、年頃の娘のリアクションと年端も行かない幼女のリアクションとも合致している。

　そんなカオスな状況に、俺は冷静に告げた。

「……とりあえず、献。そういうこと言うのはやめろ」

「恥ずかしがるなよ、母さん！」

　リアクションまで中年オッサンのそれと化した変態メガネ女の口を、俺は強制的に塞ぐことにしたのだった。

　閑話休題。

「それで焔ほむらさん。俺たちを呼び出すんじゃなくて、こうして出向いてもらったのは、別に楽しいお喋しやべりをしにきたってわけじゃないですよね？」

　献の口元に『喋るの禁止』と書かれたマスクを強引に付けて黙らせた俺は、改めてチームＡｓｈアツシユのルームにやってきたクランマスターに理由を尋ねた。

　すると焔さんは、俺の目を見て、こう言った。

「『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のケツモチであるチームＡｓｈに、引き継いでほしい偽ぎ世せ界かい事件がある」

「お断りします」

　俺は即答した。

「詳細をまとめた資料については、後でＣａｉｎカインのチャットに送るが、軽く概要だけ説明しておく」

「だからお断りします」

「今回の偽世界事件が発覚したのは３日前……」

　ダメだ。このクランマスターは俺の意見聞く気が全然ねぇ。

　そんな俺の服をクイクイ引っ張ったのは、次女の幼稚園児……じゃなくて雉子。

「ねぇねぇ、瑠宇。なんでそんなに嫌がってんの？」

「焔ほむらさんの今の話の入り方を聞いただろ？　『新しい偽ぎ世せ界かい事件をやれ』じゃなくて『引き継げ』って言ったんだ」

「……ああ確かにそうだったかも」

「これがどういう意味だか分かるか？　つまり他のチームが降参した何かメンドクサイ偽世界事件ってことだ」

「あー、なるほど」

「しかも焔さんがわざわざ出向いてきたんだ。絶対に面倒事に……」

　そこで「バン!!」とテーブルが思いっきり叩たたかれた。

「人が説明している時にくっ喋ちやべってんじゃねぇよ」

　ウチのクランマスターの本気の睨にらみに、俺は背筋を伸ばして押し黙り、雉子きぎすは人の背中に隠れてカタカタし始めた。

「すみません、焔さん。もう一度お願いします」

　そうして改めて概要を説明してくれた焔さんの話を要約するとこうだ。

　３日前、『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のナワバリである森もり浜はま市北区内で新たな『穴』を発見、偽世界事件の発生が確認された。

　クランマスターである焔さんは、他の偽世界事件同様にクラン所属チームの中から担当チームを決定。

　事件の担当になったのはチームＴの田た中なかたちであったらしい。

　新人研修を終え、そのまま『Ｂ．Ｅ．』に残ることになった笹ささ宮みやさんが正式加入し４人になったチームＴはこの事件にあたっていた。

　そして調査の結果、とある問題が発生したのだそうだ。

「なんですか、問題って？」




「被害者がいないんだそうだ」




　焔さんが口にした問題点に俺たちは顔を見合わせる。

　森浜市の裏側に存在する《虚無》と呼ばれる空間。

　その中に《偽世界》が生まれる仕組みは至ってシンプルだ。

《偽ぎじ獣ゆう》たちが、現実世界にいる若者を『穴』を作って《虚無》側へと誘い込み、そんな被害者を使って《偽世界》を構築する。

　その際、被害者は『繭』と呼ばれる安置装置の中で眠り続け、文字通り《偽世界》を維持するための人柱として守られる。

　つまりどの《偽世界》にも必ず１人、『繭』に囚とらわれた被害者がいる。

　１人の被害者によって生み出されるのは１つの《偽世界》。だからこそ、俺たちが被害者を助け出せば、中核を失った《偽ぎ世せ界かい》はおのずと崩壊することになる。

　つまり《偽世界》である以上、被害者が存在しないなんてことはありえない。

　と、そこまで考えたところで、ようやく気付く。

「焔ほむらさん、今の発言は語弊があるんじゃないんですか？　それって要は被害者がいないんじゃなくて、どれだけ探しても被害者が囚とらわれている『繭』が見つからないってことじゃないんですか？」

　俺の指摘に、焔さんが楽しそうに嗤わらう。

「たしかにそうとも言うな」

「まぎらわしい言い方しないでください」

「やる気の出ない連中にやる気を出させようと、ちょっと外け連れん味みを盛っただけだ」

「それで誰がやる気になるんですか」

「……なんだ、つまんないの」

　背中の方からそんな声が聞こえてきた。どうやらしっかり興味を惹ひかれた子（幼稚園児）がいたらしい。

　そんな俺たちに向かって焔さんは続ける。

「当然、田た中なかたちもやることはやったそうだ。チームＴの４人で２日かけて《偽世界》を隅から隅までじっくり探した。それでも繭がどこにも見当たらない。だから今日になって臨時でソロ覚醒者を雇って大々的な調査までしたそうだ。だがやはり発見できなかった。この状況に、事態を重く見た田中からさっき相談を受けてな。この偽世界事件をチームＴから引き取ることにした」

「それでお鉢が回ってきたのがウチってことですか」

　経緯は分かった。

　と、ここで「キュッキュ」と音が聞こえてきた。

　何かと思ったら、マスクをされて喋しやべらないようにしてる献こんがホワイトボードに何か書いていた。

『奇妙！　被害者のいない偽世界事件は実在した！』

　妙な煽あおり文句を書き始めた献。どうやら盛り上げようとしているらしい。

　いや、そんなので盛り上がるヤツなんて……。

「いいですね、献先輩！　なんだかとってもワクワクしてきました！」

　いや、いたね。そういうのに目を輝かせる子がウチのチームに。

『チームＡｓｈアツシユ、出動！　謎に迫る！』

　出会った当初も秘密結社って言葉で興奮していた雉子きぎすは、どうにもこの手の話が好きなようで、嬉き々きとしてペンを手にしてホワイトボードに書き始めた。

　そんなホワイトボードに落書きを始めた２人を無視して、焔さんに質問する。

「焔ほむらさんの意見としても見落としはないと？」

「ないだろうな。何せ田た中なかだからな」

「そうですよね、田中ですもんね」

　見た目はどこにでもいそうな平凡な高校生。しかして中身は誠実さと真面目が取柄な好青年、その名も田中。

　そんな田中の仕事に見落としはないだろう。

「つまり、この偽ぎ世せ界かい事件は特殊偽世界事件ってことですか」

「私はそう考えている」

　そんな俺たちの話を聞いていた雉子きぎすが、一緒に落書きしている献こんに尋ねる。

「献先輩。特殊偽世界事件っていうのはなんでしょうか？」

　雉子の質問に、献が雉子の耳元で「こしょこしょ」と何かを伝えている。

「ふむふむ、通常の事件と比較して何かしら特殊な事象が含まれる偽世界事件のことなんですね」

　頷うなずく雉子に少し補足しておく。

「事例は様々だが、分かりやすいところで言えば、強力な偽ぎじ獣ゆうが出現したケース。《偽世界》の環境が非常に悪く、滞在時間が極端に制限されたケース。そういったイレギュラーが絡んでいる偽世界事件の総称だな」

「なるほど、そのまんまだね。もっとカッコイイ名前つければいいのに」

「だそうですよ、焔さん」

　焔さんが雉子をギロリと見る。そして雉子が献の背中に隠れてカタカタ震え出す。

「ご、ご、ごめんなさい。ま、ま、真まか鏡がみさんが名付けたって知らずに……分かりやすくって、いいと……おも、おも、思います」

「いや、私が付けたわけじゃねぇし。というか、なんで私に振るんだよ、灰はい空ぞら」

「そういう名称は元々あったものだからな。もし気に入らなくて変えたいなら、クランマスター通してカリバーンやら他のクラン全てとのすり合わせが必要だ。だから今後そういうクレームについては、全て焔さんに直接言うように」

「な、ないない！　ないないです！　今のままでいいです！」

　献の背中から必死に訴えかける雉子の姿に、釈然としない表情を浮かべる焔さん。

「……何もしてないのにあれだけビビられるのも心外なんだが？」

「雉子はああいう生物だと思ってください」

　そんな人見知り園児だが、好奇心だけは人一倍のようで、献の背中からこっそり顔を出して俺に聞いてくる。

「それでさ、瑠る宇う。その特殊偽世界事件ってやっぱり難しいの？」

「一概には言えないが、ざっくり喩たとえるなら、普通の偽世界事件の難易度が★１なら特殊偽ぎ世せ界かい事件は★３ってところかな？」

「なるほど」と納得した様子の雉子きぎすは、ホワイトボードに★マークを並べ始めた。

　そしていつの間にか完成したホワイトボードを眺めて満足そうな笑みを浮かべる。

「面白そうな偽世界事件だね！」

「面白くない。めんどくさいんだよ」

　そんな俺たちのやり取りを見て、これ以上話すこともないと思ったのだろう。

　焔ほむらさんがソファから腰を上げた。

「じゃあ、そういうことで頼んだぞ」

「焔さん。拒否したいんですけど」

　最後までそう訴え続ける俺に対して、焔さんがイジワルそうな笑みを浮かべる。

「なんだ灰はい空ぞら。クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』の唯一のルールを忘れたのか？」

　そう尋ねられたら、こう答えるしかない。

「クランマスターの命令は絶対です」

「他に質問は？」

「ありません」

　俺の返事に満足したらしい焔さんは、そのまま俺たちのチームルームから出ていった。

「あーもう、さっき担当してた偽世界事件が終わったばかりなのに、また面倒そうなのが回ってきたな」

「でもさ、クランのトップから直々の特別任務って、なんだか燃えるシチュエーションだよね！」

　頭を抱えたい気分の俺とは真逆に、なんとも楽しそうに笑う、雉子。

「……まあ、こうなった以上やるしかないな。……しかも今回は時間もかけられそうにないし、明日からさっそく取り掛かるぞ」

　そう他の３人を見回した直後だった。

「あー、そのことなんだけど……」

「？　なんだよ、真ま白しら」

「用事があって……私はしばらく参加できない」

　珍しく神妙な面持ちの真白の申告に、雉子が驚いた表情をする。

「えっ、そうなの？」

　どうにも気まずそうに目を逸そらす真白。

　そんな真白をジッと見て、俺は頷うなずいた。

「分かった。こっちは適当にやっておくから気にするな」

「その……なんというか悪い」

　まさかの謝罪を口にした真白に、雉子と献こんが驚いた表情を浮かべる。

　だからこそ、俺は思いっきり口角を吊つり上げた。

「おやおや？　真ま白しらさんでも悪いと思うことなんてあるんですな。こりゃ明日は季節外れの大雪かな？」

「べ、別に悪いなんて思ってない！　ただ最低限の筋くらいは通した方がいいと思ったから言っただけだ！」

　そんな真白に言ってやる。

「折せつ角かく筋を通してもらったところ悪いが、いつも遅刻ばっかりで来るか来ないか分からないヤツのことなんて、いちいち勘定に入れてないから安心しろ」

　そんな俺の挑発染みた言葉を聞いた真白は口をへの字に曲げて怒りを爆発させる。

「ふん！　私がいなくて後悔するなよ！　瑠る宇う助すけのアホ！」

　真白お嬢様らしからぬ、なんとも幼稚な捨すて台詞ぜりふを残し、部屋を出ていってしまった。

　そうして静かになったチームルームの中で、雉子きぎすがポツリと呟つぶやく。

「……なんだか今日の真白ちゃん、やっぱりちょっと変だった気がする」

「そうか？　いつもあんなものだろ？」

「学校で何かあったのかな？」

「さあな」

　気のない返事をしながら、自分も帰り支度を始める。

「私さ、真白ちゃんのことをほとんど知らないんだけど、瑠宇たちは知ってるの？」

「別に。あんまり興味ないし」

　俺が口にした言葉に同意するように、献こんも「そうですね」と頷うなずく。

「同じチームなのに？」

「《覚醒者》として同じチームだからなんなんだ？」

　そう俺が尋ね返したら、雉子が口を閉じた。

「俺たちは《覚醒者》という『非日常』でたまたま同じチームになっただけ。それ以上でもそれ以下でもない。相手が『日常』でどういう生き方をしているかなんてことを知って、お前は態度を変えるのか？」

　そう尋ねたら、雉子は何も言い返してこなかった。

「……そうだよね。その通りだ」

　ただどこか達観したような面持ちで、そう納得していた。

　何を考えているかなんてジッと見なくても分かる。

　結局のところ、これまで他人との距離感で一番痛い目に遭ってきたのは、誰でもない雉子本人なのだから。

「きゅきゅ」と音が聞こえてきたので、そちらを見た。

　見るとマスクを付けた献がホワイトボードに『真白さんは不参加』と書き込んでいた。





　　　３．妃ひい泉ずみ真ま白しらの変えられない日常






「遅かったな。こんな時間まで何をしていた？」

　森もり浜はま市の郊外にある妃泉家の屋敷に真白が帰宅すると、リビングに秘書と仕事の打ち合わせをしている父親の姿があった。

　珍しいと思いながらも、真白は姿勢を正す。

「アズルドでの仕事が思ったより延びまして」

「例のアマツヒ系列の会社の手伝いか。首尾はどうだ？」

「誠心誠意、務めさせていただいております」

「本来ならば許しはしないが、向こうたっての希望だから許可をしてやっている。そのことは理解しているな」

　高圧的な父親の物言いに、真白は「はい」と頷うなずく。

「『女子たるもの、必要以上に前に出ず慎つつましやかであるべし』。心得ております」

「しっかり奴やつらとのコネを作っておけ、今後何かの役に立つだろう」

　淡々と語る父親は当然のように主語を抜いている。

　それが「真白の」ではなく「妃泉家の」というのが当然だと思っているからだ。

「かしこまりました」

「言こと伝づては聞いているな」

「はい。しばらく放課後の予定を空けておくようにと伺っております」

　そして手にした会社の書類を捲めくりながら父親が言った。

「お前の婚約者が決まった。近いうちに顔合わせをするからそのつもりでいろ」

　言葉が出てこなかった。

「返事はどうした？」

「かしこまりました」

「話は以上だ」

「……お父様、私から質問させていただいてよろしいでしょうか？」

「許可する」

「相手の方はどなたでしょうか？」

　真白がそう尋ねた途端、父親はどこか煩わしそうに口を開く。

「大井工業の次男坊で、そこそこ使える男だ」

「顔合わせの日取りはいつになるのでしょうか？」

　書類を見ていた父親が顔を上げ、真白を冷たく睨にらんだ。

「聞いていなかったのか？　私は近いうちだと言ったぞ。いつ声が掛かってもいいように準備しておけ、ということだ。その程度も分からんのか？」

　日程は調整中。そしてそれがいつになっても合わせられるように、真ま白しらに常に予定を空けておけと言いたいらしい。

「大変失礼しました。そのようにいたします」

「真白、私を失望させるなよ」

　その言葉が、真白に重く伸のし掛かかったように感じた。

「はい」

「以上だ。下がれ」

　話は終わりだと言わんばかりの父親に向かって一礼した真白はリビングを後にした。







　──脱衣所で服を脱いだ真白は、浴室に足を踏み入れる。

　広い作りの浴室は、真白が妃ひい泉ずみの屋敷の中で落ち着くことのできる数少ない空間のひとつだ。

　椅子に腰を下ろしシャワーを浴びながら、先ほどの父親の話を思い出していた。

　いずれ父親が決めた相手と結婚することは分かっていた。

　政略結婚。妃泉家の立場を盤石にするためだ。真白の兄や姉たちも父親の決めた相手と結婚している。

　全ては妃泉家の為ために。

　濡ぬれた髪をかき上げ、目の前の鏡に映る自分を見る。

「！」

　ふと鏡の中の自分が嗤わらった気がした。

　思わず自分の顔に手を伸ばすも、鏡に映る自分の顔は当然ながら笑っていない。

　だからこそ思った。

　先ほど鏡に映ったのは『非も日し常も』の自分なのだろうと。

《偽ぎ世せ界かい》において傍若無人に振る舞う彼女の眼めには、今の自分はさぞ滑稽に映ることだろう。

　妃泉家の人間として生まれた真白の『日うん常めい』は決まっている。

　自らに課せられた役目に従い、日常を生きている。

　その役目を全うするために、これまで生きてきた。

　だから真白は思っている。

　彼女は私の姿をしているが、私ではない。

　それと同じように私もまた決して彼女ではないのだ。

　身体からだを洗い終え立ち上がった真白は、そのまま広い湯船に足を伸ばす。

[image: ]

　肩までゆっくりと浸つかる真ま白しらは、ゆっくりと目を閉じる。

　そうして記憶を遡るように思い出すのは、８ヶ月前のこと。

　あの日、初めて《偽ぎ世せ界かい》の存在を知った真白は、カリバーンエージェントである住すみノの江え郁いく人との提案を断った。





　　　＊＊＊






「お話は分かりました。それでしたら一度ご見学されませんか？」

「断る」と言った真白の回答に対し、住ノ江郁人はにこやかにそう提案してきた。

「現場を見れば、私が心変わりをするだろうと、そう期待されているのですか？　なら無駄なことです。私は考えを改めるつもりはありません」

　きっぱりとする真白に向かって、住ノ江は笑いながら手を横に振る。

「誤解を与えてしまったのなら申し訳ない。妃ひい泉ずみさんに参加の意思がない以上、僕たちとしても無理強いするつもりは一切ありません。ただその上で、実際に何が起こっているかを見ていただき、それを知覚できない人間に伝えようとすることが如何に無意味であるかというのをご理解いただいた方がいいのではないかと思ったまでのことです」

　住ノ江の提案に、真白は目を細める。

「まるで私が誰かに告げ口をするとでも言いたげですね」

　すると住すみノの江えが驚いたような表情を浮かべた。

「これは意外でした。もし僕が妃ひい泉ずみさんであったなら、当然のようにお家うちの方に報告しますが、本当の妃泉さんは黙ってらっしゃるつもりだったのですか？」

「……」

「これは僕なりの善意ある提案です。ご家族に下手な報告をして妃泉さんに恥を掻かかせてはあまりにも忍びないと思ったまでのこと」

　鷹おう揚ような手振りで、まるでこちらを挑発するようないやらしい物言いだ。

「随分と我が家のことについて詳しいのですね」

「お誘いする相手のことを事前に把握しておくのは、エージェントとして当然ではないでしょうか？」

　まったく悪びれた様子のない住ノ江に、真ま白しらはしばし考え、頷うなずく。

「分かりました。そこまでおっしゃるなら見学させていただきます」

「結構。では参りましょう。ちょうどうってつけの案内役がいますので」

　そこから住ノ江の行動は早かった。

　藤ふじ麻まを使い、ここまで真白を連れてきてくれた運転手に、このまま会社の車で移動するので終わり次第妃泉の屋敷に送り届ける旨を伝えた。

　あっさりと運転手が納得したのは、学園理事長である叔お父じの強い意向があったからなのか、事前に父親の承諾が取れていたからなのか。

　真白と住ノ江が乗り込み、藤麻が運転する黒塗りの車が向かった場所は、森もり浜はま市北区にある廃工場だった。

　不気味な廃工場の前で車を降りた真白が、住ノ江に尋ねる。

「ここに、その《偽ぎ世せ界かい》とやらがあるのですか？」

「いえ、ここは森浜市市内に点在する覚醒者クランの本拠地の１つです」

「……つまりここにいらっしゃる人たちは、全て《覚醒者》の方々ということですか」

　廃工場の敷地を進んでいく住ノ江について建物の中へ入ると、その外見とは裏腹に内部は掃除が行き届き、綺き麗れいに整頓されていた。

「焔ほむらさん。さっき連絡したとおり新人を連れてきました。研修をお願いします」

　案内された部屋にいたのは、赤が特徴的な衣装を纏まとった美女。

　焔と呼ばれたその美女は、真白を一いち瞥べつしてから住ノ江を見る。

「こっちも呼び出しておいたが……本当にあいつに師匠役をさせるのか？」

「ええ、彼でお願いします」

「郁いく人とが指名するのは珍しいな。まあいい。おい、灰はい空ぞら。こっちに来い」

　そして真白の前に姿を現したのは、一人の青年だった。

「どうもこんにちは。灰はい空ぞら瑠る宇うです」

　どこか太ふて々ぶてしい彼の第一印象は、いかにも悪そうな男。

　ただ、着ている制服が地元屈指の有名進学校のモノであったことで、真ま白しらは彼の評価に若干迷った。

「それじゃ、行きますか」

「？　行くとは、どこにですか？」

「《偽ぎ世せ界かい》を見に行くんでしょ？　話は聞いているんで案内しますよ」

　さっさと歩き出した彼に戸惑う真白が住すみノの江えを見ると、「どうぞ安心してついていってください」と手で示してくる。

「待ってください」

　さっさと部屋を出て行ってしまった彼を追いかけるように慌てて部屋を出ると、彼は廊下で真白のことを待ってくれていた。

　追い付いた真白に向かって「こっちです」と行き先を指し示し、隣に並ぶようにして歩き出す。

「名前も聞いても？」

「妃ひい泉ずみ真白です」

「妃泉？」

　彼の視線が真白に向く。

「何か？」

「いや、その制服の女学園と同じ苗字だなと思って」

　どうやらこの制服に見覚えがあるようだった。確かに彼が通う優ゆう成せい高校ほどではないが、お嬢様学園と呼ばれる妃泉女学園の知名度はそれなりにある。

「何か問題でも？」

「いいえ別に」

　そのまま廃工場を出て、彼と並び閑散とした道を歩き出す。

「灰空さん、行先はどちらになるのですか？」

「ここから歩いて10分ほどの場所にある公園です。ちょうどそこに今『穴』があるので、そこで偽世界観光ツアーでもしようかなと」

　おそらく《覚醒者》用語なのだろうが、彼の話はどうにもちんぷんかんぷんだ。

「公園まで歩くのですか？」

「なんならタクシーでも呼びますか、お嬢様？」

　どこか皮肉めいた笑みを浮かべる彼に、真白は頷うなずく。

「ではそうしてください」

　そう足を止めた真白を見て、彼は驚いた表情で目をパチクリさせている。

「……えっ？　本気で言ってます？」

「？　違うのですか？」

「いや、歩きましょうよ。たったの10分だし」

「構いません。では案内してください」

　再び歩き出した真ま白しらに、彼はなんとも言えない表情で並び歩く。

「……妃ひい泉ずみさん、変わってるって言われません？」

「それは初耳です。私はどこか変わっているでしょうか？」

　尋ね返す真白のことを、彼はジッと見てくる。

「へぇ、面白い。本当に言われたことないんだ」

　そしてなぜかひとりで納得した様子。

「……」

　一方でそう言われた真白は、その態度が理解できず、どうにも変な感じがしていた。

「私もお聞きしたいのですが、《覚醒者》の方々はどのような活動をされているのですか？」

　真白がそう尋ねると、彼は色々と教えてくれた。

　攫さらわれた被害者を《偽ぎ世せ界かい》から助け出すべく、《覚醒者》たちはチームを組んで事に当たること。公式クランというモノが５つあり、それぞれにナワバリと呼ばれる担当エリアがあること。さらにＣａｉｎカインと呼ばれる覚醒者専用アプリのことなど。

　事前に住すみノの江えから聞かされた説明もあったが、実体験として語られる彼の説明はどれも分かりやすく理解しやすかった。

「えっ、妃泉さん。スマホ持ってないの？」

「別になくても困るものでもありませんから」

「いや、あって困るものでもないでしょ」

「親の許可が下りません」

「随分と前時代的な親だね」

「ええ、他の方々からも、よくそのように言われます」

　そう真白が笑顔を向けると、彼は「そっか」と何かを察したようにさっさと話題を変えてしまう。

「だけど随分と熱心に聞くんですね。郁いく人とさんの話じゃ、妃泉さんは《覚醒者》をやる気はないんでしょ？」

「どうせなので色々と知っておこうと思いまして」

　彼に向かって真白は微笑ほほえむ。

　すると彼は、「へぇ、そうなんだ」とどこか嬉うれしそうに笑う。

「気になることがあったら、なんでも聞いて。素直に答えるから」

　そんな彼を見て真白は思う。

　どうやら彼は、私が心変わりをして《覚醒者》となることに期待しているようだ。そのために色々と教えてくれようとしているのだろう。

　申し訳ない気持ちもあるが、せいぜい利用させてもらおう。

「逆に俺も聞いていいかな？　妃ひい泉ずみさんが《覚醒者》をやらない理由」

「構いませんよ」

　真ま白しらは、ここに来る前にあった住すみノの江えとのやり取りについて、彼にかいつまんで説明した。

「……なるほど、それで断ったのは『理由がないから』か。それってどういう意味？」

「そのままの意味です」

　あえてはぐらかす真白のことを、彼がジッと見てくる。

「なるほど。本当に自分がやる意味がないと思っているのか」

　またひとりで勝手に納得している彼の態度は、どうにも引っ掛かる。

「もう１つ質問。もし偽ぎ世せ界かい事件が一般人に見えるのなら《覚醒者》をやってもいいということ？」

「そうですね。それなら私がやる意味はあったと思います」

　彼は少し考える。

「つまり社会的評価に繋つながる行動であれば、妃泉さんとしてはやる価値はあった。でもそうではないからやる意味がない……」

　ブツブツと考える彼は、改めて真白に尋ねてくる。

「妃泉さんは目立つのはお好きですか？」

「いいえ」

「好きではない。……いや、目立つ行為がよくないと思っている。……少し違うか。慎つつしむように教えられ、それを守っているってところか」

　ふむふむといった感じで再び納得する彼の態度に、真白は足を止める。

「灰はい空ぞらさん、少しよろしいでしょうか？」

　真白につられて足を止めた彼が振り返る。

「なんですか、妃泉さん？」

「あなたは先ほどから、どうにも私のことを自分勝手に決めつけるような発言をしてらっしゃいますが、そういうのは止やめた方がよろしいと思います。される方は大変不愉快です」

　相手の失礼な態度を真白は指摘する。

　これで彼は反省し、態度を改めるに違いない。

　真白はそう思っていた。

　しかし彼の反応は、真白のまったく予想していなかったモノだった。

「別に合ってるからいいじゃないですか」

　そう答えてさっさと歩き出した。

　その姿に、唖あ然ぜんとしてしまった。

　まさかの反省の色ナシ。それどころか反論してきた。

　慌ててその後を追いながらも、真ま白しらの胸中は穏やかではない。

　なんて無礼な男だろう。

　あまりのことに、きつく言い返そうとも思った。

　だが真白の口から言葉は出てこなかった。

　なぜなら彼の言う通りだったからだ。

　確かに彼は真白を勝手に決めつけるような発言を繰り返した。

　しかしそのどれもが、彼の言う通り、間違ってはいなかったのだ。

　どうにも理解できない状況に、言葉が出てこない真白。

　その様子に気付いたのか、彼は「ああ、ごめん」と真白に歩調を合わせる。

「ここだけの話。実は俺、相手が本当のことを言っているか嘘うそを吐ついているが分かるんだ」

　しれっととんでもないことを言い出した。

「……冗談、ですよね？」

「じゃあ冗談ということにしておいて」

　いよいよもって訳が分からない。

　そんな真白の隣で、彼が手を叩たたいた。

「そうか。主語が違うのか。社会的評価に繋つながる行動によってメリットを受けるのが妃ひい泉ずみさん本人とは限らない。家や学校などの評価が判断基準になっているなら辻つじ褄つまは合う。だから自分がやる理由がないになるのか」

「そうとは限りませんよ」

　真白が咄とつ嗟さにそう口にしたのは、自分の考えを見抜かれたからか、それとも彼が口にしたありえない特技を否定したかったから？

　警戒の色を強めた真白を見て、「ああ大丈夫、大丈夫」と彼は笑いながら手を振る。

「別に深く詮索する気はないから、安心して。それに妃泉さんがやろうとしていることについても邪魔するつもりはない。むしろ出来うる限り情報提供するから」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　捲まくし立たてる彼の言葉に、思わず足を止めて、ストップを掛ける。

「どうしたの、妃泉さん？」

「その……私が何をしようとしていると……」

「えっ？　だから察するに《覚醒者》の内情を知って、どこかにチクるつもりなんでしょ？　この感じだと……たぶん、親とか？」

「そ、それは……」

「あー隠さなくていいよ。それに安心して、このことを誰にも言うつもりは……」

「待って！　一回待ってください！　状況を整理させてください！　灰はい空ぞらさん、先ほどあなたは、私に対して何でも教えてくれるとおっしゃいましたよね？」

「言ったね」

「それは、私を《覚醒者》に勧誘するためでは？」

「勧誘？　しないしない。だって妃ひい泉ずみさん。本当にやる気ないじゃん」

「……そうか。住すみノの江えさんから事前に聞いていたんですね！」

「？　聞くって何を？」

「ですから、私がこの事を親に報告する可能性があると……」

「いいや、聞いてないよ。それってプライベートなことでしょ？　あの人、見た目がアレで、頭の中もアレだけど、そういうところはきちんとしている人だから」

「なら、この状況は説明がつかない！」

「いや、説明はつくさ。もし俺が本当に他人の言葉の真偽を見抜けるならね」

　混乱していた。真ま白しらは激しく混乱していた。

　ただでさえ、《覚醒者》やらカリバーンやら訳の分からない状況に巻き込まれたというのに、ここでさらに嘘うそ発見器みたいな男まで登場して、本格的に訳が分からない。

　とにかく落ち着こうと深く深呼吸をする。

　そうして改めて目の前で、ニヤニヤしている男を睨にらむ。

《偽ぎ世せ界かい》とやらが本当であるか、真白にはまだ分からない。

　でも少なくとも、今目の前にいる男はペテン師だとは思っている。

　他人の言葉の真偽を見分ける？　そんなことできるわけがない。

　この男は嘘吐つきだ。

　そんな程度の低い人間を見過ごすわけにはいかない。

　何かに駆り立てられるように、真白は思考を巡らせる。

　この男を否定する方法を考える。

　そして、とある必勝の策を思いついた。

「なら灰空さん。あなたの言葉が嘘か真まことか試させてください」

「というと？」

「今から私があることを言います。その言葉が本当であるか嘘であるかを見破ってみてください」

　そんな真白の提案に、彼はニヤリと笑う。

「面白そうだ」

　──それはほんの気まぐれだった。

　突如として提示された『ありえない』を否定するための都合良い題材として。

　どうせもう会うこともないであろう他人に向けた、たった一度きりの戯たわ言ごととして。

　妃ひい泉ずみ真ま白しらは、自らの胸に手を置き、その言葉を口にした。




「私、妃泉真白は妃泉家のために行動すること、ひいてはお父様の命令に従い生きることをよしとしていない」




　彼が真白をジッと見つめてきた。

　笑顔を引っ込め、真剣に。

　真白も見つめる、彼がなんと答えるか？

　嘘うそか真まことか？　その通りか違うのか？　イエスかノーか？

　そんな真白の前で、彼は右手を自分の首横に伸ばしたかと思うと不敵に笑った。

「良い性格しているね、妃泉さん。そんなこと考えるなんて」

「……？　なんのことですか？」

「俺が『イエス』と答えようが『ノー』と答えようが妃泉さんは『正解です』と口にする。だけど内心ではこう思うわけだ、『ああ、やっぱりコイツは嘘吐つきだ』ってね」

　彼のその言葉に、真白は目を見開く。

　……まさか、まさか、まさか！

「その言葉は、本当でも嘘でもない。なにせ妃泉さん自身にもその答えが分からないから」

　彼のその視線に心の中を射い貫ぬかれたように、真白は自らの胸元に置いた手を強く握る。

　驚きよう愕がくする真白に向かって、彼は肩を竦すくめてみせる。

「別に、他人の言葉が本当か嘘か分かるだけとは言ってない」

「……灰はい空ぞらさん、あなたまさか……他人の心が、考えていることが分かるんですか？」

「いいえ、他人の心が盗み見れるだけです」

　真白の考えはあながち間違ってはいなかった。

　確かに真白が考えていた通り灰空瑠る宇うという彼は、れっきとした嘘吐きだった。

　そして不用意にも、真白はそんな彼に、自身の葛藤を曝さらけ出してしまったのだ。





　　　＊＊＊






　湯船につかる真白は、当時のことを思い出し苦笑する。

　なぜあの時、自分はあんなにムキになったのだろうか？

　そしてなぜあんな問題を彼に出してしまったのだろう？

「もしかすると、言葉の真偽が分かると言った彼に見破ってほしかったのかもしれない」

　自分でも分からない胸中を彼に見透かしてほしかったのかもしれない。

　だけど、そんな思惑は上う手まくいくわけもなく。

　真ま白しら自身、未いまだにその答えが分からないでいる。

「それにしても、彼は変わらないですね」

　人をおちょくるような態度は出会った頃から変わらない。

　それに嘘うそ吐つきだ。

　今日もそうだった。

　振り返ってみれば分かることがいくつもある。

　彼女であったから見逃していて、私であるからこそ気付けたことがいくつもある。

「本当に変わらない。嘘吐きで、本当の思惑を見せようとしない」

　彼のことを考えていたら、なんだかぼーっとしてきた。

　のぼせてきたのだろうか？

「……」

　天井を見上げ、あの時から続く彼との出来事を思い出し、真白の両手は、自然と自分の体に伸びていてた。

「ホントむかつく野郎だ」




　──妃ひい泉ずみ真白と灰はい空ぞら瑠る宇うは、誰にも言えない秘密の関係にある。









第二話







　　　１．４日目・調査開始






　クランマスターである焔ほむらさんから特殊偽世界事件の引き継ぎ命令を受けた翌日の放課後。

　Ｃａｉｎカインのチャットに送られてきた資料に従い、件くだんの《偽世界》へと続く『穴』のある場所へとやってきた。

「ここか」

　森もり浜はま市北区にある大型ショッピングモール。

　放課後のこの時間、学校帰りの学生たちの姿も見受けられ、中には手を繋つないで歩くカップルの姿もチラホラあった。

「まるで私たちみたいですね、瑠宇クン」

　隣に立つ献こんが微笑ほほえむ。

「別に手も繋いでいないし、ただ一緒に並んで歩いているだけだ」

　狛こま芽め献は俺と同じ高校に通う同級生。もっと言えば同じ中学出身だ。

　共に《覚醒者》として目覚め、それぞれの人生に本来ならありえなかった『非日常』が加わった俺と献こんは、同じチームで共に戦う仲間である。

　しかし『日常』において、俺と献が関わることは全くと言っていいほどない。

　俺たち２人が通うのは森もり浜はま市中央区にある優ゆう成せい高校。地元でも有名な進学校だ。

　そんな高校において、俺たちはクラスも違えば、廊下ですれ違っても挨拶をすることもなく、一定の距離を空けて学校生活を謳おう歌かしている。

　俺たちに接点があることに気付いている人間はほとんどいない。

　そんな俺と献の間には幾つかの取り決めがある。

　俺の承諾がない限り、献は一定以上、俺に近づいてはならないというのもその１つだ。

　この取り決めを守ることで、献がストーカーをすることを俺は許可している。

　実際に俺はそのように振る舞っているし、献もこの状況を受け入れている。

　今日も今日とていつも通り。

　同じチームの仲間として同じ集合場所に向かう時も、俺たちが一緒に行くことはない。

　学校の敷地を出た俺は、ひとり駅に向かって歩き出し、献も献で俺から一定の距離を置いてついてくる。電車に乗る時も同じ。献は隣の車両に乗り込む。

　そんな距離感が俺と献の平常であるのだが、今日は少し違った。

　電車が北区に入り、目的地の最寄り駅に到着し電車を降りたところで、俺が献に近づき声を掛けたのだ。

「少し話したいから一緒に行こう」

「いいですよ」

　献はただそう微笑ほほえみ、俺たちは並んで歩き出した。

　──そうして今に至るわけだ。

「それで瑠る宇うクン。こうして珍しく誘ってくれましたけど、旦那様である私と話したいこととは一体全体なんでしょうか？」

　旦那様？　……って、ああ昨日の焔ほむらさんが言ってた疑似家族設定か。

「気に入ってるのか、それ？」

「はい。夜な夜なベッドの中で苦く悶もんの表情を浮かべる瑠宇クンを屈服させているという設定が気に入っています」

　にこやかに微笑む献の中で、どれだけ黒い設定が膨らんでいるか分からない。

　知らない方がいいことが世の中にはあることをよく知っている俺は、あえてそこには触れず（決して日ひ和よったわけではない）、本題に入る。

「今回の特殊偽世界事件、献はどう考える？」

　意見を求める俺に、献は首を傾かしげる。

「それは『今回の特殊偽世界事件に対する見解』でしょうか？　それとも『焔さんがこの事件を私たちチームＡｓｈアツシユに引き継いだ思惑について』でしょうか？」

　俺の考えを見透かすように、そんな２択を提示してくる。

「もし前者だったら？」

　あえて違う方を尋ねてみた。

「そうですね。特殊と言っても被害者が見つからないだけですし、他にイレギュラーがある様子もない。それこそ『謎が解ければ、普通の偽世界事件となんら変わらない案件』ではないかなと。……瑠る宇うクン的にはどうですか？」

「癪しやくだけど献こんとほとんど同じ意見だ」

「そこは、癪に思うのではなく、心が通じ合っていると喜んでほしいところです」

「次からは気を付けるよ。……それで？　俺の質問の意図が後者だったら？」

　焔ほむらさんの思惑についての見解を尋ねる俺に、献は変わらぬ口調で話し始める。

「私としては、『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のケツモチとして、いつも通り他のチームがやりたがらなさそうな面倒事のお鉢が回ってきただけで、別段おかしなことはないという感覚なのですが、瑠宇クン的にはそうではないと？」

「──探りを入れてきたんじゃないかと考えている」

「探り……ですか？」

「ウチの次女ちゃんのポテンシャルについてだ」

「なるほど。優ゆ良ら希ぎさんの『魔法』ですか。確か先日、蜷局とぐろ原ばらさんがちょっかいを出してきた際に、焔さんには目撃されてしまったと言ってましたね」

　雉子きぎすが《偽装》で『魔法』を使えることを知る《覚醒者》はほとんどいない。

　これは雉子が最初に所属していたクラン『蒼そう森しん風ふう夜や』時代には、まだ独自の『魔法』理論を確立できておらず、脱退後ソロで無申請にあちこちの《偽世界》への侵入を繰り返しいた折に、ようやく再現することに成功したからである。

　加えて本人が極度の人見知りで、他の《覚醒者》たちとまったく交流してこなかったことも手伝って、雉子が『魔法』を使えることを知っているのは、俺たちチームＡｓｈアツシユのメンバー、そして先日の一件において偶然その威力を目撃した焔さんだけだ。

「あの後言われたんだ。『俺が雉子の手綱を握っている限りは何もしない』ってな」

「チームＡｓｈの一員として『Ｂ．Ｅ．』に所属しているならよし。でも、そうでなくなった時、優良希さんに対して焔さんが何かをする可能性がある、ということですか」

「単に動かせる手駒として確保しておきたいって話だと思うけどな。その上で今のうちに手駒のスペックを測っておきたい、そう考えているんじゃないかと思っている」

「今回の特殊偽世界事件は、ちょうどよい物差し、というわけですか」

「おそらくな」

「瑠宇クンは、優良希さんの『魔法』を隠したいんですか？」

　献が隣を歩く俺の表情を窺うかがうように、そんなことを聞いてきた。

「別に。俺がどうこうする話じゃないだろ。あれだけの能力だ。何もしなくたってそのうち明るみに出て騒がれているのは目に見えている」

「なるようになればいいと？」

「ただ雉子きぎすの性格もある。できる限り、本人が望むようにしてやりたいとは思っている」

『魔法』が使えることが覚醒者界かい隈わいで公となり、天才だなんだと騒がれて、雉子が喜ぶとは到底思えない。

「それは私も同感です」

「最近の雉子は随分と楽しそうだし、変わろうとしているようにも見受けられる。だから本音を言えば、あまり周囲に騒いでほしくないんだ」

　そんな俺の話を聞いて驚いたような表情を浮かべる献こんに、俺は続ける。

「だから献には、しばらくの間、雉子のことを気にかけてやってほしい」

　すると献はどこか不機嫌そうな表情を浮かべた。

「心外ですね。それではまるで、私がそう言われなければやらない女だと思われているみたいです」

「俺が言わなくたって、献ならそうすると思ってるよ。それでもあえて頼みたいんだ」

　そんな俺の頼みを聞いて、献が唇を尖とがらせる。

「ちょっと嫉妬してしまいますね、瑠る宇うクンにそんなに想おもわれている優ゆ良ら希ぎさんに」

　冗談めかして言う献に俺は苦笑する。

「頼むよ、旦那様」

「まあ他でもない、私のことを尻に敷く素敵な奥様の頼みですし、心に留めておきます」

　そんな話をしながら俺たちが到着したのは、ショッピングモール内の大型書店。

　ずらりと並ぶ本棚の奥にある参考書コーナーだった。

「相変わらずの妙な光景だな」

　なんの変哲もない日常的な光景の中、普通に人が通るその場所に、俺たち《覚醒者》にしか見えない空間のヒビ割れがあった。

　まるで鏡を叩たたき割わったかのようなヒビ割れの向こうには、奇妙な色合いの何かが見えるだけ。

　正式名称は『綻び』。俺たちが『穴』とも呼んでいるソレは、この現実世界と森もり浜はま市の裏側にあるという《虚無》との『境界』にできた、文字通り『穴』だ。

　この『穴』がここにあるということは、この場所で誰かが《神隠し》にあったということであり、同時にこの『穴』の向こう側には、いなくなった若者を使って作られた《偽世界》があるということ。

「現地集合にしたから、この辺に雉子がいるはずなんだが……」

「瑠宇クン、いましたよ」

　献こんがそう指差した先を見ると、少し離れた本棚の陰に隠れるようにしながらこちらを窺うかがう不審者の姿があった。

　いつもの帽子にマスクという出いで立たち。さらに極度の人見知りが顔を出し、必要以上にキョロキョロしながら周囲を警戒するその姿は、「お客様ちょっとよろしいですか？」と店員さんに声を掛けられてもおかしくないレベルの不審者っぷりだ。

　そんな不審者（雉子きぎす）は、何かのスニーキングゲームのように他のお客さんにバレないよう物陰に隠れながらこちらに迫ってくる。

　そして勢いよく俺の制服を掴つかんだ。

「瑠る宇う、遅い！　いつまで待たせるの！」

　俺に触れた途端、普通に喋しやべり出した雉子。やはり人の多い場所では、知り合いに引っ付いてないと通常稼働できないようだ。

「こんにちは、優ゆ良ら希ぎさん」

「こんにちはです、献先輩」

　２人仲良く笑顔で挨拶。

「そんなことより瑠宇、とりあえず《偽世界》に入ろう。ここは人が多すぎる、きっと良くない場所だよ」

「普通に快適で楽しい空間だろうが。本屋さんに謝れ。……まあそれはそれとして、その様子じゃ、約束守って今日はまだ《偽世界》に入っていないみたいだな」

　ある日突然、なんの前触れもなく《覚醒者》となってしまった若者たち。

　そんな俺たちが『非日常』にその身を置く理由は各々違う。

　雉子優良希が《覚醒者》を続ける理由、それは《偽装》で再現した『魔法』でどこまでできるかを研究するという唯一無二のモノである。

「もちろん、瑠宇に言われた通り今日はまだ入っていないよ」

　俺たちと違って、ちゃんと学校に行っているか怪しい雉子は、以前俺と交わした取り決めに従いつつ、日中から《偽世界》に入り浸り、俺たちが合流する放課後まで、ただひたすらに『魔法』の練習をするというのが日課となっている。

　そんな雉子に対して、今回の特殊偽世界事件においては、その日課を禁止した。

「不測の事態を考えて、念のためだ」

「そのくらいの聞き分けはあるもん。私は幼稚園児じゃなくて立派な高校生だから」

　人の服を掴みながらそうドヤ顔する雉子。

　どうやら今回、ワガママを言わず素直に納得したのは、昨日の疑似家族設定において、母親の足に引っ付く幼稚園児（次女）役に当てはめられたことが要因らしい。

　まあこうして人の服を掴んでないと平静でいられない姿を見ていると「やっぱり幼稚園児にしか見えん」と思うのだが、それはあえて言わないでおく。

「はいはい、偉い偉い。いい子いい子」

「頭撫なでんな！　高校生だって言ってんでしょ！」

「あんまり騒ぐと人に注目されるぞ」

　そう指摘したら、頬ほおを膨らませてしまった。

「分かったよ。さっさとカリバーンに申請を出して、《偽世界》に入ろう」

　いつものようにスマホを取り出し、Ｃａｉｎカインで手続きを済ましていると、普通の一般客が『穴』のある通路を歩いていくのが見えた。

　目の前に空間のヒビ割れを知覚できないその一般客は、何も気にせず真まっ直すぐ向かっていき、そのまま『穴』の位置を素通りすると通路を抜けて別のコーナーに行ってしまった。

　認知できない普通の人間にとって、それはないのと同じ。

　だけど俺たち《覚醒者》は違う。

　俺たち３人は『穴』に向かって歩を進め、自然な動作で手を伸ばす──







　──気づけば、『穴』の向こう側にある《偽世界》の中に立っていた。

「今回はまた、随分と自然豊かだな」

　そこは、一言で言えばどこかの秘境といったところ。

　小高い丘から広がる偽世界は、緑一色の森林地帯。多少なりとも地形の起伏が見られるが、全体的に自然豊かな空間となっている。

　……まあ、そうは言っても前任者である田た中なかたちがまとめてくれた資料に目を通していたのである程度分かっていたんだけどね。

　現実世界へと通じる『穴』がある場所は、ちょうど見晴らしの良い丘で、この《偽世界》の様子を見渡すことができた。

　そんな《偽世界》の周囲は、相も変わらず薄暗い帳とばりのようなもので覆われている。

　簡単なイメージとしては、『球体の中にある平べったい台地』といったところだろうか。

　ここはすでに現実世界の裏側にある《虚無》と呼ばれる領域であり、その中に発生した《偽世界》に俺たちはいる。

　つまり周囲に見える薄暗い帳の向こうには《虚無》と呼ばれる未知の空間が広がっていることになる。ただ残念ながら、その向こう側がいったいどうなっているかということを俺たちは知らない。何をしても薄暗い帳を越えることができないからだ。

「それじゃ調査を開始するか。とりあえず今日は報告書との照らし合わせがてら、この《偽世界》の確認だな」

「『繭』は探さないの？」

「ついでに探すさ」

　雉子きぎすの質問にそう答えながら、ここから見える景色を指差す。

「最初だし、俺たちのいつも通りで行こうと思う。本隊として俺と雉子は、この《偽世界》を大きく一周する形で回る。献こんは単独先行しつつ周囲の物見を頼む」

「うん、分かった」

「了解です」

「今日はあくまで下見だ。見つかったらラッキーくらいでのんびりいこう」

「それでは瑠る宇うクン、私は先に行かせていただきますね」

「何かあればすぐに連絡しろ」

　自分の右耳に装着したイヤフォン型の通信機を指差す俺に向かって、献は嬉うれしそうに同じ仕草で返してから、あっという間にいなくなった。

「さて俺たちも行くか。雉子、『探知魔法』で警戒を頼む」

「うん、分かった」

　すでに雉子の手の中には《偽装》である魔法使いの杖つえが握られており、雉子はその杖を翳かざし、一言唱える。

「『探知魔法サーチ』」

　一瞬杖が光ったような気がした。

「どうだ？」

「……うん、《偽ぎじ獣ゆう》の反応もバッチリ、献先輩の位置も見えてるよ」

　雉子の『探知魔法』は、自身の視界の中にレーダーのようなものが見えるようになり、これにより一定距離内にいる《偽獣》と《覚醒者》の位置を把握することができるらしい。

「とりあえず今日は調査だけだ。いつも通り《偽獣》と接触しないように進んでいこう」

《偽世界》において、積極的に《偽獣》と戦うメリットはない。

　ゲームみたいにレベルが上がるわけでもなければ、ドロップアイテムが落ちるわけでもない。見つかれば騒がれ他の《偽獣》たちにも気付かれ寄ってこられるだけ。だから効率を考えるなら《偽獣》との戦闘は回避するのが得策だ。

　その心づもりで探索を始める俺と雉子は、丘を降り、森の中を進み始める。

　うっそうと生い茂る木々により、思っていた以上に見通しは悪い。

　ただ伸びる枝葉の隙間から差し込む光が、森の中をどこか幻想的に照らしている。

　そんな森の中を、俺たちは奥へ奥へと進んでいく。

「あっ、瑠宇。《偽獣》がいるから、あそこに隠れよう」

　どうやらさっそく『探知魔法』に何かが引っかかったらしい。雉子の指示に従い、近くの木の陰に隠れる。するとほどなくして四足歩行の巨大な獣がやってくるのが見えた。

　ぱっと見は狐きつねだが、牛くらいの巨体で頭から角が生えている。

「牛うし狐ぎつね？　いや狐きつね牛うしかな？」

「どっちでもいいだろ。……それにしても相変わらずめちゃくちゃな姿だな」

　本来《偽ぎじ獣ゆう》とは、《虚無》の中に漂う悪あしき概念であるらしい。

　それが《偽世界》の中に入ることで、受肉して姿形を手に入れる。

《偽獣》の姿は、現実世界に存在する様々な生き物を模しているらしく、《偽世界》を徘はい徊かいする《偽獣》の中には、ああいった複数の生物を混ぜ合わせた化け物が多く存在する。

　のしのしとした足取りで俺たちが隠れる木の傍そばを通り過ぎていった狐きつね牛うしは、そのまま森の奥へと消えていった。

「……うん、もう大丈夫」

　雉子きぎすの言葉に、肩の力を抜く。

　正直、見通しの悪い森の中で、雉子の『探知魔法』はありがたい。おかげで《偽獣》との予期せぬ遭エンカ遇ウントをほぼ確実に回避できる。

　素直に心の中で「あざす」とお礼を言っておく。ただし口には出さない。絶対に「凄すごいでしょ！」と増長するから。

「でもさ、ホントに『繭』が見つからないなんてことがあるのかな？」

　探索を再開してすぐ、周囲をキョロキョロと見回しながら隣を歩く雉子がそんなことを口にする。

「まだ探し始めたばかりなのに、随分と自信満々だな」

「だって全然イメージできないんだもん。そりゃ《偽世界》での『繭』探しって、ゲームみたいに分かりやすくないけどさ、見つけられないってことはないと思うんだよね」

　それこそ何かのゲームのように、大事なモノは必ずダンジョンの最奥にあってボスキャラに守られているというのなら分かりやすいが、《偽世界》に安置される『繭』は最初の城下町の民家に安置されていてもおかしくないので、探す方としては気が抜けない。

　とはいえ、ヒントがないわけでもない。

《偽世界》を徘徊する《偽獣》たちの行動パターンとして、被害者が安置されている『繭』を守るという傾向があるからだ。

　なんだかんだで探す方法があり、そうやってこれまで偽世界事件を攻略してきたからこそ、雉子は「どうしても繭が見つからない」状況がイメージできないらしい。

　きっとこれまで通りにやれば見つかるに違いない。

　どこか楽観視しているというのは、雉子の横顔を見ていれば伝わってくる。

　ただそれは、前任者である田た中なかたちも同じであっただろうし、いまパッと思いつくような方法もすでに試されている、というのは報告書に載っていた。

「仮にだけど、もしホントに見つからないとしたら、瑠る宇うはその原因はなんだと思う？」

　そう雉子に尋ねられ、「そうだな」と少し考えてみる。

「普通に考えれば、単純な見落とし。あるいは意外な場所過ぎてまだ見つけられていない」

「盲点を突いたトリックってやつですな」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべる雉子きぎすさん。というか、なんでミステリー風？

「雉子はどこにあると思う？」

「地下とかどうかな？　隠された秘密の通路からしか行けない地下室があるの」

「なるほど。ありそうって言えばありそうだな」

「そうなってくると、どこか書斎の本棚とかに隠しスイッチがあるんだろうね」

　うっそうと生い茂る森の中というロケーションで、まったくお門違いな推理を披露する雉子の話を聞いて理解する。

「……雉子、今日待ち合わせの場所に俺たちが来るまでの間、あの書店でミステリー小説立ち読みしただろ？」

「うん、２冊読んじゃった。だから今日の私はちょっとそっち系です」

　ビシッと妙な格かつ好こうつけポーズを決める雉子。おそらく読んだのはハードボイルド系の探偵小説だったに違いない。というか２冊て、いったい何時間いたんだよ？

「地下か。確かに隠すだけなら、その辺の地面に適当に穴を掘って『繭』を埋めるのもアリかもしれないよな」

「死体を埋める感じだね！」

「目をキラキラさせながら物騒なことを言うんじゃない」

「でも瑠る宇うの言う通りだよね。《偽ぎじ獣ゆう》たちからすれば、被害者を取り戻しに来た《覚醒者》に『繭』を見つけてほしくないだろうから、隠し場所を凝っていてもおかしくない。でもこれまでの傾向を見てもあんまりそういうことをしている感じはしないんだよね」

「根本的なところでズレてるぞ。これは単なる宝探しじゃないだろ？」

「……ああそうか、結局最後は力ずくのバトルだもんね。『繭』を守りきる自信があればコソコソ隠す必要もないのか。……でもさ、実際守れてないよね」

《覚醒者》と《偽獣》が普通に戦えば、勝つのは《偽装》が使える《覚醒者》だ。

「だったら《偽獣》たちに、今度こっそり教えてやれよ。もうちょっと創意工夫しろって」

　そう冗談を言ったら、雉子はなんとも嫌そうな表情になった。

「絶対ヤダ。《偽獣》に言葉が通じるわけないし。喋しやべったら喋ったで怖いし」

　確かに。先ほど見かけたような化け物が喋り出したら普通に嫌だ。

「雉子の場合、《偽獣》と会話する前に、人とコミュニケーション取れるか怪しいけどな」

「あー、瑠宇が私のこと馬鹿にした！　これでも進化しているんだからね！　献こん先輩とは普通に話せるようになったし、真ま白しらちゃんとだって、ちょっと頑張って気合いを入れれば問題なく会話できるようになったんだから！」

「そいつはご立派なことで」

　そんなくだらないやり取りをしている間も、雉子からはどこかいつもの余裕が感じられた。やはり俺たちとは違い、これまで厄介な偽世界事件を体験したことがないからだろう。

　そう考えると、もしかすると今回の特殊偽世界事件は、雉子きぎすにとっては初めて、自分たちだけではどうにもできない偽世界事件ということになってしまうのかもしれない。

　それからも《偽世界》の探索は続く。

　似たような森の景色が続くものの、遠くに目印となる丘や山のような地形もあるため、特に迷うことなく、予定通りのルートを進んでいる。

　途中、通信機で献こんと経過報告を挟むも異常もなく、めぼしい発見もない。

　雉子の『探知魔法』もあり、《偽ぎじ獣ゆう》と遭遇することなく、『繭』が見つからないということ以外は、概おおむね順調。

　正直、森林の中をお散歩しているのと変わらない。

　それがあまりに退屈だったのだろう。

「というかさ、結局《偽獣》ってなんでこんなことしてるんだろうね？」

　雉子がそんなことを言い出した。





　　　２．暇つぶしの会話






「こんなこと、ってどんなことだよ？」

《偽世界》に広がる森の中で周囲を見回しながら、どこか退屈そうにしている雉子に俺は尋ね返した。

「だから、若者をかどわかして《偽世界》作るの、なんでかなって」

　森の中で歩を進めながら、雉子はそんな疑問を口にする。

「カリバーンからの説明やら『蒼そう森しん風ふう夜や』での新人研修やらで習わなかったか？」

「もちろん、聞いたよ。《偽獣》たちの目的は、自分たちが閉じ込められている《虚無》から現実世界に出ることなんでしょ？」

　カリバーンの説明によれば、《虚無》とは《偽獣》たちを閉じ込めている牢ろう獄ごくのようなものでもあるらしく、《偽獣》たちは《虚無》から決して外に出ることができない。

　そこで《偽獣》たちが画策しているのが《虚無》内に大量の《偽世界》を作り続け、《虚無》を内側から破裂させる、という手段なのだそうだ。

　イメージに置き換えると、《虚無》という『箱』の中に納まりきらないほど大量の『ガラス玉』を生み出し続けることにより、『箱』を破裂させるということらしい。

　一見すれば無謀な計画にも思える。だが、あながちできなくもなさそうだと俺が考えてしまうのは、《偽世界》を作るための材料コストだ。

　たった１人の若者を材料にするだけで、偽りの世界を作り出すことができる。

　今こうして《偽世界》の森の中を歩いている俺からしても、この《偽世界》は広大であると感じている。それだけの規模の《偽世界》を、《偽ぎじ獣ゆう》たちは現実からたった１人の若者を誘い込むだけで作ることができてしまうのだ。

「でも実際の話、具体的にどれくらい物事が進行しているかって私たちには実感できない話ではあるじゃん」

「そんな俺たちにも分かるようにＣａｉｎカインに『崩壊指数』が載ってるんだろ」

　こうしていくつもの《偽世界》を渡り歩き、被害者たちを救出する俺たち《覚醒者》だが、自分たちがいる《偽世界》を内包する《虚無》が実際にどれほど広くて、《偽世界》何個分で満タンになるのかなんてことは、分からないし想像もできない。

　だからカリバーンは、それらを認識しやすい形で俺たち《覚醒者》に示してくれている。

　それが覚醒者専用アプリＣａｉｎのトップに表示されている『崩壊指数』である。

　カリバーンは独自のシステムを使い《虚無》の状況を逐一観測、具体的に数値化し、《覚醒者》たちに開示してくれている。

　先ほど侵入申請をする際にチラリと見えた数字は、確か45％辺りだったはずだ。

　常に変動を見せるこの数値は、《虚無》内を占める現在の《偽世界》の割合らしく、これが１００％を超えると、《虚無》という箱は破裂し、中に詰まっていた全てのモノが現実世界にぶちまけられるらしい。

　これにより《偽獣》たちは、《偽世界》から無事に脱出。そして、この衝撃により森もり浜はま市を中心とした周辺一帯は一瞬で吹っ飛び、その余波はあらゆるものを飲み込みながら世界中に広がり、未曽有の大災害が発生するとされている。

　要は《偽獣》が《虚無》をぶっ壊した時点で世界は終わり、ということだ。

　それを食い止めることが、カリバーンと《覚醒者》の存在意義といえるのだろう。

「そもそもなんだけどさ、なんで森浜市に《虚無》があるのかが分からないんだよね」

　すぐ傍そばに落ちていた小石を蹴っ飛ばす雉子きぎすが続ける。

「なにかそういう伝承とかが残っていたりしないのかな？　《偽獣》って悪あしき概念だって話だし、それこそ怨霊や鬼みたいな記号に置き換えられる気がするんだよね」

「昔々、偉いお坊さんがいて、この地に悪しき者どもを封印した、みたいな？」

　大きい樹きの洞うろをなんとなく覗のぞき込こみながら返すと、雉子が嬉うれしそうにこちらを見る。

「そう！　そのお坊さんの書いた巻物が残っているの！」

「もしそうなら、カリバーンがその巻物を隠し持っていそうだな」

「実はそこにとんでもない秘密が書かれていて、あまりのことに公表できないの！　もしそうなら、怪しい陰謀を感じますな！」

　もしも話でワクワク楽しそうな雉子。

「お前は陰謀論者か？」

「なくてもいいけど、あったらあったらでいい、それが陰謀」

「ぐふふ」と不敵に笑う雉子きぎすは、やはりこの手のことが相当お好きのようである。

「それで言うと、封印が解けちゃったパターンとかもありそうだな」

「ほうほう」

「15年前に工事かなんかで重要な社が壊されて、《虚無》の中に封印されていた《偽ぎじ獣ゆう》たちが一斉に目を覚ました。奴やつらは自分たちを封じ込めている《虚無》から脱出すべく《神隠し》を始めたのだ、みたいな」

「悪くないね。というか分かってますな、瑠る宇う殿」

「ぬふふ」と笑う雉子氏にはぜひメガネをかけて「クイクイ」上げてほしいところだ。

「まあ、なんにしても分からないことだらけだよね、実際」

「それをまた随分と楽しそうに言うよな、雉子は」

「だって分からないって楽しいじゃん！」

　相変わらずの研究者気質というかなんとかいうか、分からないことをあれこれ想像したり考察したりするのがお好みのようだ。

「しかし、実際の話、どうやったら終わるのかね」

「？　終わるって何が？」

「この一連の出来事だよ」

　遠くに見える丘の位置を見て、進む方角を確認しながら歩き出す。

「それって《偽世界戦争》ってこと？」

「《偽世界戦争》は知っているんだな」

「一応説明されたからね」

　そう前置きし、隣を歩く雉子はつらつらと記憶していた内容を語り出した。

「この森もり浜はま市で起こっている一連の出来事は《偽獣》たちによる侵略行為であり、カリバーンや私たち《覚醒者》はそれを阻止するために活動している。１つ１つは偽世界事件と呼ばれる《神隠し》でも、大局から見ればそれは侵略行為の予備動作。全ては《偽世界戦争》という括くくりの中に集約されるのだ」

「以上、雉子先生の解説でした」

「ご清聴ありがとうございました」

「それで？　雉子先生の見解としてはどうよ？」

「まあ、普通に《偽獣》が諦めたら終わるんじゃないのかな？」

「あるいは《偽獣》が現実世界に出てきたら終わりだな」

「うわー、瑠宇って後ろ向き」

「可能性の話だ。なら《偽獣》たちに諦めさせるとしたらどうするべきだと思う？」

　雉子は歩きながら腕を組んで考える。

「普通に考えるなら、『いくらやっても無理。もう止やめる』って思わせることだよね」

「あるいは、こっちから乗り込んで、ボコボコにする、だな」

「今こうして私たちが《偽世界》に乗り込んでいるみたいに？」

「それこそ、《偽世界》を囲む帳の向こう側。もしかしたらあるかもしれない《偽ぎじ獣ゆう》たちの中枢へ……とかな」

　森の中で見通しは悪いが、それでも遠くにチラリと見える、この《偽世界》の端っこ。

「そんなことできるの？」

「少なくとも俺はその方法を知らないし、それが出来たって話も聞いたことはない」

「全ては机上の空論か」

「まあただ、《偽世界戦争》を終わらせるためにカリバーンが何かをやっているって噂うわさなら聞いたことはある」

「えっ、そうなの？」

「逆に聞いたことないか？」

「ううん、ない。というかそもそも、瑠る宇うとこんな話するまで《偽世界戦争》の終わらせ方なんて考えたこともなかったもん」

　終わらせ方に関心が薄い、《偽世界》で『魔法』が使いまくれている現状にとても満足している勢であるらしい雉子きぎす。

「まあそれはそれとして、瑠宇の言うその噂とやらは気になりますな」

　そしてとりあえず噂話が大好きらしい、近所のおばちゃんならぬ陰謀論者の雉子氏に話を振ってしまった手前、ここで終わりにしたら怒られそうだ。

「あくまで噂レベルの話だ。カリバーンは《偽世界戦争》を終わらせるために極秘裏に活動しているらしいが、その具体的な活動内容について、俺たち普通の《覚醒者》には完全に伏せられている」

「おー、なんかよさげ！　……でも住すみノの江えさんたちエージェントの人は元覚醒者で、今の私たちみたいに《偽世界》に渡れなくなっちゃったんでしょ？　なら何もできなくない？」

《覚醒者》は一定の年齢を超えると、『穴』を通って《偽世界》へと渡ることができなくなり、元覚醒者とされてしまう。

「実働隊は別にいるんだよ。『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』は知ってるよな？」

「そりゃもちろん。カリバーン直轄クランでしょ」

　現在、カリバーンが公認している《覚醒者》クランは５つ存在している。

　東区をナワバリとするクラン『蒼そう森しん風ふう夜や』。

　西区をナワバリとするクラン『終ピリ極オド』。

　南区をナワバリとするクラン『フラフニ』。

　北区をナワバリとするクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』。

　そして最後が、カリバーン直轄クラン『Ｗａｌｈａｌｌａ』である。

「『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』といえば、アレは知ってるよ。最強の４人」

　ビシって４本指を立てた右手を翳かざしてくるドヤ顔の雉子きぎす。

「そういうのは知っているんだな」

「だってなんかカッコイイ響きじゃん」

　クラン『Ｗａｌｈａｌｌａ』の定員数は４名と決まっている。

　何かしらの事情で席が空くと、全覚醒者の中から特に優秀な人材に対してカリバーンからオファーがある。そうして選ばれた者が、新たに『Ｗａｌｈａｌｌａ』入りを果たす。

　つまり『Ｗａｌｈａｌｌａ』とは、現覚醒者から選よりすぐられた精鋭４人なのである。

「……ちょっと待って！　もしかして『Ｗａｌｈａｌｌａ』ってそういう理由で結成されたクランだったの!?　知らなかったんだけど！　なんで私、知らなかったんだろ！」

　そりゃお前が前のクラン辞めてからずっとソロ活動していた人見知りだからだよ、とは思ったが口にはしない。

「嬉うれしそうに興奮しているみたいだけど、あくまで噂うわさだからな」

「でも『Ｗａｌｈａｌｌａ』の人たちがカリバーンの指示で動いているのは間違いないんでしょ!?　だったら可能性はゼロじゃないよね！」

「そんな目をキラキラと輝かせるな」

「『Ｗａｌｈａｌｌａ』の人たちってどんな人たちなんだろう？　いつか会えるかな？」

「まあ俺たちが『Ｗａｌｈａｌｌａ』メンバーと会う機会があるとすれば、それは面倒な状況に陥った時だろうしな」

「それってどういう……っ！」

　そこで雉子が黙って俺の腕を掴つかんだ。

　どうやら《偽ぎじ獣ゆう》らしい。そのまま雉子に手を引かれ、そこから迂う回かいルートを進む。

「──結局さ、瑠る宇うはどう思っているの？」

　俺の手を引いていた雉子が、しばらくしてそんなことを尋ねてきた。

「？　何が？」

「さっきの話。《偽世界戦争》の終わらせ方ってヤツ。瑠宇は何か考えたりしてないの？」

　急に話が戻ったな。どうやら内心、気になっていたらしい。

「別に何も。正直興味ないし。そのうち誰かがなんとかするんじゃないか」

　終わらせ方に関心が薄い、現状だけで十分に事が足りている勢の俺。

「なーんだ。私と一緒か」

　なんだかにまにまと嬉しそうな雉子さん。どうやら無駄に妙な仲間意識を持たれてしまったらしい。

「じゃあさ、瑠宇はなんで《覚醒者》やってるの？」

　その質問に思わず足が止まる。それに引っ張られるように、俺の手を引いていた雉子の足も止まる。

「？　どうしたの？」

「いや、今日は随分とツッコんだ話を聞いてくるなと思ってな」

　そこで雉子きぎすが「はっ」となる。

「……もしかして聞いちゃマズいことだった？」

「別にそんなことはない。俺が《覚醒者》をやっている理由は……」

　少し考えて、こう答えた。




「自分のためだな」




　それだけ答えて、俺はひとり歩き出す。

「ふーん、そうなんだ」

　隣に並ぶようにして歩く雉子は、そこで話を止やめてしまった。

「それだけか？」

「なんか瑠る宇う、あんまり話したそうじゃないし、私も別に相手が話したくないことは聞かなくてもいいから」

「そういう気遣いができるとは知らなかったな」

　冗談めかして笑ってやると「失礼なこと言われた！」とぷんぷん怒り出した。

「一応これでも気を付けてるつもりなんだよ」

「知ってるよ」

　そう伝えると、雉子はちょっと恥ずかしそうにしながら、だけど嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　しかしすぐに難しい表情で唸うなり出した。

「……でもさ、そういうのがあんまり上う手まくできてないっていうか、すぐに分からなくなっちゃいそうになるんだよね」

「そうなのか？」

「私さ、献こん先輩とか真ま白しらちゃんとも仲良くなりたいと思ってるんだ。だから２人のこと色々と知りたいと思うんだけど……その距離感が難しくてさ。仲良くなりたいって気持ちが先走って、自分で決めた踏み込んじゃいけない線を忘れちゃいそうになるんだ」

「自分で決めた踏み込んじゃいけない線か」

「昨日のこと覚えてる？　真白ちゃんのことを気にしてた私に瑠宇が言ったでしょ？　『俺たちは《覚醒者》という非日常でたまたま同じチームになっただけ。それ以上でもそれ以下でもない。相手が日常でどういう生き方をしているかなんてことを知って、お前は態度を変えるのか？』って。あれ結構ドキッとしちゃったんだ。その通りだなって思った」

　俯うつむき加減で「反省した」と呟つぶやく雉子が顔を上げる。

「私さ。たぶん、そういうのがとっても下手なんだと思う。相手との距離の取り方というか接し方。これまで上う手まくいった記憶がないしさ」

　そう弱々しく微笑ほほえむ姿を見るだけで、雉子きぎすが過去に随分と辛つらい経験をしてきたのだということが伝わってくる。

「でも、どうにかしてみたい、って思ってるんだろ？」

「まあ瑠る宇うに隠しごとをしても意味ないから言うけど……うん、そうなんだ。そのね、今は……今だからこそ、ちょっと頑張ってみたいと思ってるんだ」

　だから最近、妙に大胆な姿を見せるようになっているのだろう。

「だったら、そんな難しく考えずに、気楽にやればいいと思うけどな」

「そんな風に言えるのは、瑠宇がズルいからでしょ。相手の考えが分かっちゃうわけだし」

　ムクれる雉子の言葉に、なるほど確かにその通りだな、と思った。

　普通にそう納得した瞬間、突然雉子が俺の手を掴つかんだ。

「？　なんだ？」

「ごめん、今のなし！　なんだか私、とっても感じが悪かった気がする！」

　そしていきなり謝りだした。

　その様子をジッと見て、雉子の不安が分かったからこそ、きちんと言ってやる。

「別に間違っちゃいない。実際にズルいしな」

　ズルいから俺自身、「盗み見てる」と言っている。

「でもさ、やっぱり今のは言っちゃいけないことだったかもって、後悔してる」

　雉子が気にしたことはなんとなく分かった。

　自身に対して、他者からレッテルを貼られたり、謂いわれのないことで責められたりした記憶があり、それが本当に辛かったからこそ、自分は誰かに対して絶対にそんなことはしないと思っていた。

　でも雉子は、今俺に対して、同じことをしてしまったのではないかと不安になっている。

　どうやら自分の発言に対して必要以上に過敏になってしまっているようだ。

　きっとそれは、これまでやらなかったことに挑戦しようとしているから。

　その不安は、変化に付きまとう恐怖の裏返しだ。

「すぐに謝れたんだから、別にいいんじゃないか？」

「でも言っちゃったことは消えないよ？」

「だから『謝る』と『反省』があるんだろ？」

「そうだけど、そうなんだけど、でも……」

　そんな雉子に向かって、俺はため息を吐つく。

「おいおい、雉子さんよ。俺とお前はどんな関係だ？」

「『俺たちは対等な関係条約』を結んだ間柄。通称『対等条約』な関係です」

「その内容は？」

「瑠る宇うは私に気を使わないし、私が瑠宇に対して気を使わなくても瑠宇は気にしない」

「俺は嫌なら嫌って言う。逆に言えば、別に嫌じゃなければ何も言わない。よろしいか？」

「……よろしいです」

　と口では言うものの、それでも雉子きぎすの表情は晴れない。

　なので言ってやる。

「だから俺で失敗すればいい」

「えっ？」

「俺は雉子がそうやって頑張ってるって知っているからな。言い過ぎたって気にしないし、ちゃんと指摘もしてやる。気になるなら聞けばいい。だから失敗し放題だ」

　そうニヤリと笑ってやると、雉子の顔がみるみると赤くなる。

「？　どうした？」

「不覚にも……ちょっとドキッとしちゃったかも」

　そういうことまで素直に言わなくてよろし。







　結果から言うと、今回の調査において、我々はなんの成果も得られませんでした。

　とりあえずいつも通りの感覚で今回の《偽世界》を回ってみたが、ある意味で予想通りというべきか『繭』を発見することはできなかった。

　献こんとも合流し、入ってきた『穴』に触れることで《偽世界》から現実世界に戻った俺たちは、そのまま書店を出て、人気の少ない場所で顔を突き合わせる。

「ホントに見つからなかったね。献先輩はどうでしたか？」

「私も同じです。なるべく見回すようにしていたのですが、それらしいものは見つけられませんでした」

「森が広がっていて見通しが悪いっていうのもあっただろうな。雉子、『探知魔法』で《偽ぎ獣じゆう》たちが屯たむろしている場所は見つからなかったのか？」

「群れで動いている《偽獣》は普通にいたけど、何ど処こか１ヵ所に留とどまっているような群れは引っ掛からなかったよ」

「まったく見つからないというのも珍しいですね。今回通ったルートには運悪く『繭』がある場所がなかった、ということですかね、瑠宇クン？」

「そう願いたいもんだな」

　先ほど回った《偽世界》。振り返ってみても、これまでの《偽世界》と比較して何か違うという感じはしなかった。

　当然ながらロケーションの違いはある。だがそれ以外はこれまでとなんら変わらない。

『穴』の向こうに広がる現実とは違う別世界。そこかしこに徘はい徊かいする《偽ぎじ獣ゆう》たち。俺たち《覚醒者》は自らが生み出した《偽装》を手にし、偽りの世界を自由に動きまわる。

　あえて違いを挙げるならば、どこかに安置されているはずの『繭』だけが見当たらない。

「今日の収穫はゼロ。……いや、実際に報告書にあった通りの雰囲気が漂っていることが確認できただけ、よしとしておくか」

「前向きですね」

「そうとでも思わないとやってられないってだけだ。とりあえず明日は別のアプローチで見て回るとするか」

「えっ、もう止やめちゃうの？　まだそんなに遅い時間じゃなし、もう１回探そうよ」

　続行を口にする雉子きぎすに、俺は首を横に振る。

「闇雲に探してもしょうがない。こういう時は一度仕切り直した方がいい。寝て起きたら案外いい方法が思い浮かぶかもしれないしな」

「……そうかもだけど」

　まだ納得できないといった感じでモヤモヤした表情を浮かべる雉子。

　仕方がないので素敵なプレゼントを贈呈する。

「雉子、いいモノやる」

「？　これって、……アイスのタダ券！」

　モヤモヤは一瞬にして吹き飛び、目をキラキラさせる幼稚園児……じゃなくて女子高生。

「２枚あるから献こんと一緒に食って帰れ」

「えっ？　瑠る宇うは行かないの？」

「俺は疲れたから、今日は先に帰るよ」

　そう伝えたところで、視線を感じた。もちろん献の視線である。

　献が俺をジッと見ている。だから俺も視線を返しながら、にっこりと笑ってやる。

　ああそうだよ、献。お前が考えている通り、俺は雉子を使ってお前がこの後、俺を付けてこないように画策している真っ最中だ。

　そんな俺の心の声が伝わったかのように、献が口を開きかけた。

　だがそんな献の腕がガシリと掴つかまれる。

「献先輩、行きましょう！」

　嬉うれしそうにはしゃぐ雉子。

　その笑顔を前にした途端、開きかけた口を閉じた献は、いつもの微笑ほほえみを浮かべる。

「そうですね、一緒に行きましょうか」

「はい！」

「では優ゆ良ら希ぎさん、どうせですからはぐれないように手を繋つなぎましょうか」

「もう献先輩！　私は子供じゃありません！　……でも、私もちょっと繋いでみたいので……繋つないでもいいです」
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　そうして手を繋いで歩いていく２人を見送りながら、俺は踵きびすを返した。







　スマホを取り出し、時間を確認する。

「少し時間もあるし、先に取りに行くか」

　駅から電車に乗り込み、最初に向かった先は、ここに来る時に利用した自身が通う優ゆう成せい高校の最寄り駅。

　改札を出て向かうのは、駅のコインロッカーだ。

　いつものロッカーにスマホを翳かざすとカチャリと鍵が開く音がした。

　ロッカーを開けると、今朝ここに入れた弁当箱が、空になって置かれている。

　さらに小さなメモが置かれていた。

「今日は当たりだったみたいだな」

　空になった弁当箱を取り出しつつ、合わせて入っていた小さなメモ書きに目を通す。

「青チン椒ジヤオ肉ロー絲スーだったか」

　空の弁当箱はカバンにしまい、メモは近くのごみ箱に放り捨てる。

　寄り道は済んだので、改札から再び駅構内に入り、電車に乗り込み次の場所へ。

　目的の駅で降りた俺は、改札を出て駅ビルを進み、とある喫茶店へとやってきた。

　ガラガラの店内へ入ると、唯一いた利用客の隣の席に座る。

　その利用客には見覚えがあった。

　彼女の名前は妃ひい泉ずみ真ま白しらという。





　　３．妃泉真白と灰はい空ぞら瑠る宇うの　密会






　ほぼ貸し切り状態の喫茶店。

　入口から見えない仕切りの奥にあるテーブル席に座り、小説を読んでいた真白は、誰かがやってきたことに気が付いた。

　ページを捲めくり、顔も上げない。

　その誰かは、ガラガラの店内において、真白のすぐ隣のテーブル席にやってくると、真白の隣に並ぶようにして腰を下ろした。

　すぐにやってきた店員に、彼はいつものようにコーヒーを注文する。

　ほどなくして運ばれてきたコーヒーに口を付けたところで、「ふぅ」と息を吐いた。

「今日は随分と遅かったですね。待ちくたびれてしまいました」

「いつも遅刻を見逃しているんだから、許してくれてもいいだろ」

　真白は小説から顔を上げない。

　隣に座る彼も、スマホを弄いじりながらこちらを見ない。

「どうでしたか、特殊偽世界事件は？」

「まだなんとも言えない」

「そうですか」

「その喋しやべり方かたを聞くとなんだかこそばゆくなるな」

「あちらの彼女の方がお好みですか？」

「いいや、こちらのあなたの方が好みだよ」

　チラリと隣を見るが、彼は変わらずスマホを弄いじっている。

「正直、嬉うれしくありません。言い慣れている感じがして不愉快です」

「そうか。ならそういうことにしておくよ」

　もう一度チラリと見るが、彼の視線は動かない。ただ、楽しそうに笑っている。

「今の言葉を聞いたらあちらの彼女が怒りますよ」

「俺もそう思うから、聞かなかったことにしておいてくれ」

「考えておきます」

　再び本に視線を戻した真白は、自然な所作で椅子の横に置いてある自分のカバンに手を伸ばして封筒を取り出すと、並ぶようにして置いてある、口の開いた彼のカバンの中にそれを入れる。

　それで今回の取引は終了だ。

「そっちは家で何かあった？」

　たわいもない世間話のように、彼は聞いてくる。

　だから真ま白しらは小説もページを捲めくりながら口を開く。

「私の婚約者が決まって、今度顔合わせをすることになりました」

　──私の言葉に、彼は大きく動揺した。

　それを誤ご魔ま化かすように彼はコーヒーカップに手を伸ばしたが、彼の手の中でカップはカタカタと揺れていた。

　……ちょうど真白が読んでいた恋愛小説に、そう書いてあった。

　だが現実は違う。

「へぇ、そうなんだ」

　隣に座る彼は気のない返事でカップに手を伸ばす。当然カップは揺れもしないし、置かれる時も静かなものだ。

「この場合、おめでとうと言うべきか」

　しかもそんなことまで言う始末。

「わざわざありがとうございます」

「お相手は？」

「大井工業社長の次男だそうです」

「顔見知り？」

「いいえ。名前も存じません」

「それはそれは。大変だね、良家のお嬢様も」

「あらかじめ分かっていたことですし、思うことは特にありません」

　そう答えたところで視線を感じ、隣を見る。

　彼が私のことをジッと見ていた。

「なんですか？　私が嘘うそを吐ついてるように見えますか？」

「いいや、嘘を吐いてないように見える」

「……あなたに心を盗み見られるのは好きではありません」

「俺はお嬢様の心を盗み見るのが好きだけど」

　そう笑った彼から視線は外し、真白は手に持った恋愛小説に視線を戻す。

「なぜ、好きなのですか？」

「あなたの心が波風立たない澄んだ水面みなものようだから」

　そんなどこか詩人ぶった彼の言葉に、思わず口元が歪ゆがむ。

「素敵な皮肉ですね」

「お褒めいただき光栄に存じます、お嬢様」

　そうスマホに目を向ける彼は、珍しく席を立とうとしない。

「今日は随分と長居をするんですね」

　いつもなら取引が終われば、さっさと帰るはずなのに。

「……家に帰りたい気分じゃないだけだよ」

　彼はそう口にした。

　少し驚いた。珍しく彼が『日常』を匂わせたからだ。

　真ま白しらは店の壁にかかった時計で時間を確認する。

「私はあと13分だけここにいられます」

「そうなんだ」

「だからあと、13分だけここにいようと思います」

　すると彼は見ていたスマホを置いて、一言「そうか」とだけ口にして目を閉じた。

　ページを捲めくる真白の隣で、彼はただ目を閉じている。

　そんな彼の存在を感じながら、真白は彼と初めて出会った時のことを思い出していた。

　あれは８ヶ月前のこと。

　あの時、つい要らぬことを口にしてしまった真白は、その後彼に連れられ《偽世界》へと渡った。

　そして戻ってきた真白は──。





　　　＊＊＊






「はい、というわけで偽世界ツアーは終了」

「……」

　彼の案内で、真白は森もり浜はま市の裏側にあるという『非日常』に初めて触れた。

『穴』の向こうに広がる《偽世界》。その中を徘はい徊かいする《偽ぎじ獣ゆう》と呼ばれる化け物たち。そして《偽装》と呼ばれる能力で超人的な動きを見せる《覚醒者》の姿。

《偽世界》から戻った真白はもはや言葉が出てこず、近くのベンチで呆ぼう然ぜんとしていた。

「お茶でよかった？」

　近くの自販機で買ってきたペットボトルを差し出してくる彼に、真白は「ありがとうございます」と礼を言って、それを受け取る。

「……全て本当なのですね」

「壮大なドッキリだとでも思ってた？」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな真白を見ながら笑う彼は、手にしたコーヒーのプルタブを開けつつ、真白の隣に腰を下ろす。

「親御さんに良い報告はできそう？」

　それはもはや意地の悪い質問にしか聞こえない。

「無理でしょうね。少なくともこの現状が見えない人たちに正しく伝える方法が、私には思いつきません」

　真ま白しらたちがいる公園の中を、主婦と思われる女性たちが喋しやべりながら通っていき、先ほどやってきた小学生たちが目の前で元気に遊んでいる。

　そんな人たちにとって、ここは普通の公園で、真白自身ほんの小一時間前までは、彼らと同じ感覚だった。

　だが今の真白の目にこの場所は、不気味な空間のヒビ割れが存在する、恐ろしい場所にしか見えない。

「……住すみノの江えさんが言っていたことが、今なら分かります。『知覚できない人間に伝えようとするのは無意味である』。どう手を尽くそうとしたところで、奇異の目を向けられるのは、伝えようとする私自身になるのでしょうね」

　それこそ最初に住ノ江たちから話を聞いた時に、真白がそう感じていたように。

「なんでそこまでして父親に報告したいの？」

　彼がそう尋ねてくる。

　疲れているからなのか、他人の心を盗み見れるという彼の前で虚勢は無意味だと思ったのか、真白は素直に口を開いた。

「そうするのが当然だからです」

　彼は「ふーん」と呟つぶやきながら、コーヒーを一口飲む。

「親おや父じさんがこのことを知ると、何かいいことでもあったりするの？」

「父はアマツヒを快く思っていません。そんなアマツヒが関わっているかもしれない秘密を知れば、喜ばれるかもしれません」

「それって脅迫材料に使うってこと？」

「それは……いいえ、そうですね。父ならそのように使うことも考えるでしょう」

　真白の父親は合理的な人間だ。それが適切だと判断すれば、躊ちゆう躇ちよはしない。

「やっぱり妃ひい泉ずみさんの家って凄すごかったりするの？　その制服の女学園とも同じ苗みよ字うじだし」

「妃泉家は地元の名士としてそれなりに知られています」

「ならお父さんも偉いんだ」

「父は当主として一族の意思決定をしています」

「おー、なんだか壮大な話になってきたな。ならその娘である妃泉さんは、蝶ちようよ花はなよと育てられた大切なお嬢様ってわけだ」

「……否定はしません」

　公園で楽しそうに笑って友達と遊ぶ子供たちを見ながら、真白はそう答えた。

「報告したかったのは、その父親の役に立ちたいからなの？」

　その質問に隣を見ると、彼が真ま白しらのことをジッと見ていた。

「それが妃ひい泉ずみ家の人間の義務だからです」

「でも迷っている？」

　彼がそのように尋ねてきたのは、真白がうっかり口にしてしまった真白自身の葛藤を聞いたからだろう。

『私、妃泉真白は妃泉家のために行動すること、ひいてはお父様の命令に従い生きることをよしとしていない』

　それが彼に対して口にした言葉であり、同時に自分がその答えを持ち合わせていないことを、真白は彼に見抜かれてしまった。

「……確かに、自分の気持ちに迷いがあるというのは本当です。ですが別にこの考えを否定したいわけではありません。むしろ逆です」

「逆？　つまり肯定したいとか、信じたいとか、そういうこと？」

　真白は頷うなずく。

「自分が迷う理由は分かっています。周囲の言葉に、私自身が惑わされているからです」

「それって学校のお友達的なこと？　妃泉さん、人気ありそうだし友達多そうだもんね」

「慕ってくださる方は多いと思います。でもそれはきっと私が妃泉家の人間ということで良くしてくださっているだけです」

「なら自分の迷いを聞いてもらう、なんてことはあまりできないか」

「弱みは見せられませんから。ですがそれとなく意見を聞いてみたことはあります」

「それが周囲の言葉か。それで？　なんて言われたの？」

「……『おかしいと思う』と言われました。『自分の思うように生きるのが正しくて、そうでなければ間違っている』。そんな答えばかり返ってきました」

「まあそれが普通って感じはするけどね」

「ですが私には、その発想がどうにも稚拙に感じられてしまうのです」

　真白は自分の思いを吐き出すように続ける。

「私は妃泉家の人間として生を受け、他の方々より裕福な環境で育てていただきました。そう育てられたのは、私には妃泉家の人間として果たすべき役目があり、責任があるからだと思うのです。ですが他の方にこの考えを伝えると、『自分自身のために生きるべき』『誰かの犠牲になる必要なんてない』、そんな答えばかり返ってきます」

　真白は話を聞いてくれている彼を見る。

「でもそれは身勝手ではないでしょうか？　今、自分が置かれた環境が当然だとは私には思えません。かけてもらった恩や時間があるからこそ、今の私があります。何かの、誰かの犠牲が、代償があるからこそ、今を当たり前と感じ、こうして生きてこられたのだと思うんです。ならば、それに報いるのは当然であり、そこから目を背けるのはあまりにも無責任ではないでしょうか？」

「それが妃ひい泉ずみさんの正しさなんだ」

　真ま白しらは頷うなずく。

「私は妃泉家の人間として恥ずかしくない生き方をしてきたつもりですし、これからもそのつもりです。だから今、私が迷っているとしたら、それはただ周囲の意見に惑わされて、自分が大切にしなければならないことを見失いそうになっているだけです」

　自身の中にある葛藤を真白はそう捉えている。

　だから真白は彼にそう伝えた。

「……」

　言葉を終えた真白のことを、彼がジッと見ている。

　他人の心を盗み見ることができるという、その目で。

　真白がなんとなしに彼に目を向けたのは、彼の言葉が気になるからだ。

　彼はなんと言うのだろう？

　自分の話を聞いて、その胸中を盗み見て、なんと答えるのだろうか？

　気が付けば、真白は彼の言葉を待っていた。

　だが彼の口から出てきた言葉は、真白の期待に沿うものではなかった。

「面白いね」

　彼はそうとだけ口にしたのだ。

「……面白い、ですか？」

「興味深いって意味でね。つまりこれは、妃泉さんが自分の正しさを守り通せるか、はたまた周囲の言葉に屈し、考えを改めてしまうかの勝負なわけだ」

「えっと……まあ、そういう風にも捉えられるかもしれませんね」

「妃泉さんがどんな答えを出すのか、個人的には興味があるな」

　彼は真白を見ながら、そう言った。

　そんな彼からのどこか肩透かしな言葉を聞き、彼の瞳に未いまだにジッと見られているからこそ、思わず真白の口は開いた。

「あの、灰はい空ぞらさんは……いえ、なんでもありません」

　喉から出かかった質問を真白は飲み込んだ。

　聞きたかったのだ。彼の目には、今自分の心の中がどう見えているのかと。

　確かに真白は、たった今語ったように考えている。

　だがその一方で、果たして本当にそうなのだろうかと疑ってしまってもいた。

　自分のことのはずなのに、まるで霞かすみが掛かったように自分の本心が分からないのだ。

　でも彼ならば、他人の心を盗み見れるという彼であれば、この胸の中に居座る葛藤の正体を正しく見抜けるのではないだろうか？

　むしろ彼ならば、私が知りたい答えがもう分かっているかもしれない。

　……だけど本当にそれを聞いて良いのだろうか？

　彼に答えを求めるということは、自らが口にした己の価値観を全て疑うことで、自らの当然を否定する行為ではないだろうか？

　そんな考えが頭を過よぎり、だから真ま白しらは聞けなかった。

　──もしかすると、そんな気持ちを盗み見られてしまったのかもしれない。

「妃ひい泉ずみさん、よかったらまた俺と話さない？」

　彼が急にそんなことを言い出した。

　一瞬、その意味が理解できなかった。

「……それは、えっと……ナンパというヤツでしょうか？」

　そう尋ねると、彼に笑われた。

「妃泉さんは面白いことを言うね」

「いえ、真剣に聞いたつもりなのですが」

「もちろん分かっている。だから面白いと思った」

　たぶんこれは馬鹿にされているというのは分かった。

　そのことに関しては不本意だ。

　でも彼と話していると、自身の迷いの答えにたどり着けそうな気がする。

　──ならばまた彼と会って、自身の胸の内について話せる機会を得られる提案は、悪くないのではと、真白は感じた。

　だけど──

「大変嬉うれしい提案ですが、それは難しいかもしれません。私自身あまり自由に動くことを良しとされていません。今日この場所に来られたこと自体、とても珍しいことなんです」

「つまり親の目を盗んで男と密会するようなことはできないってわけだ」

　ニヤニヤする彼の物言いに、真白の頬ほおが微かすかに朱に染まる。

「えっと……そういうことです」

「スマホも持っていないって話だし、確かにこのままじゃ会うのも難しそうだ」

「そういうことです。ですから残念ですが、その申し出はお受けできません」

　せっかくの好機だったと思う。

　だがそれを生かせない自分の立場が嫌になる。

「いいね。こういうどうしようもないシチュエーションは嫌いじゃない」

　そんな真白の前で、彼がそんなことを言い出した。

「？　嫌いじゃない……？」

「ひっくり返したら楽しそうだから」

　彼はそう言って、右手を自らの首に伸ばし、何か考え始めた。

　そうして改めて真ま白しらに尋ねる。

「さっき嬉うれしいって言ってたけど、俺と同じで、妃ひい泉ずみさんも俺にまた会いたいと思ってるんだよね？」

「それは……その……」

「だよね」

「あの……人の心を勝手に盗み見ないでほしいのですが」

「見えるんだから仕方ない。ならちょっと強引な手段を使ってみようかな」

「強引な手段、ですか？」

「妃泉さんが、こうしてまた俺と会える時間を作れるようにする。それと連絡が取れないのも面倒だからスマホを持てるようにもしよう」

　彼がそんなことを言い出した。

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんなことできるわけがありません！」

「なんでそう思うの？」

「なんで、って無理なものは無理だからです！」

　妃泉家の娘として自分が置かれた環境のことは、真白自身が一番よく分かっている。

　そのようなこと、お父様が許すはずがない、と。

「そこまで言うなら、一つ賭けをしない？」

「賭け、ですか？」

　悪いた戯ずらっ子このように無邪気に笑う彼は、真白にこう提案する。

「もしさっき俺が言った通りになって、妃泉さんにとっての無理が覆ったら、俺の勝ち。それができたら妃泉さんに頼みたいことがある」

「頼みたいこと、ですか？」

「そう、妃泉さんにしかできないこと」

　自分にしかできないこと。

　それがなんなのかについて思考を巡らせた真白は、すぐに「はっ」となる。

「それって、まさか！」

「……いや、そんなはしたないことは考えていない」

　途端に、真白の顔が限界まで真っ赤になる。

「だ、誰が！　そんなことを考えたというのですか！　無礼にもほどがあります！　謝りなさい！　私は何も考えていません！」

「ああ、うん。なんかごめんね」

「なんで急に素直なのですか！　なんだか余計に腹立たしいです！」

　恥ずかしさを通り越して憤慨する真白は、そのまま彼に向かって指を突きつけた。

「そこまで言うのならやってみなさい！　絶対にできるわけがありませんから！」

「なら決まりだ」

　そうして彼が手を差し出してきた。

「？　この手はなんです？」

「契約成立の握手を求める手」

「これは……契約なのですか？」

「喩たとえるならば、悪魔との契約かな」

　不敵に笑う彼は、さらにこの手の契約にありそうな３つの条件を提示してきた。

　それが余計に、悪魔の契約っぽいなと真ま白しらは思った。

　相手の心を盗み見る悪魔は、不可能を可能にすると口にして契約を持ち掛ける。

　そして真白は考える。差し出されたこの手を握り、悪魔の誘いに乗るか否いなかを。

「いいでしょう」

　だから真白は、その悪魔の手を握った。

　もしそれで、不可能が可能になるのなら。もう一度、彼に会うことができるのなら悪くないと思ったから。




　程なくして藤ふじ麻まの運転する車がやってきて、真白は自宅である屋敷まで送ってもらうことになった。

　帰りの車内は静かなもので、車を運転する藤麻は真白に何も言ってこない。

　どうするかは《覚醒者》本人の意思に委ねる。

　カリバーンとしてのスタンスに、嘘うそ偽りはなかったようだ。

　そんなことを考えながら車の窓から外の景色を眺めていた真白は、今更ながら気付いたことがあった。

「……私、同年代の男の方と手を繋つないだの、初めてだ」







　──それから３日後。真白は再び彼の前に立っていた。

「こんにちは妃ひい泉ずみさん、また会えたね」

「……何をしたのですか？」

「？　何が？」

「ですから！　なんでこのようなことになっているのか、説明を求めているのです！」

　真白は記憶を遡り、彼と賭けをした日の夜のことを思い出す。

　屋敷に戻った真白は、その夜、父親の書斎に呼び出され、その日の報告をさせられた。

「先方の警備会社にお伺いし、先日の通報に関する説明をさせていただいただけで、特にこれといったことはありませんでした」

「そうか。下がっていい」

　最初から最後まで、父親は目を通していた書類から顔を上げることはなかった。

　いつものように頭を下げて書斎を後にした真ま白しらは、その日、初めて父親に嘘うそを吐ついた。

　翌日は何事もなく過ぎていった。もしかすると彼が口にした「ありえないこと」が本当に起こるのではないかと、どこかで期待していたが、結局何も起こらず真白は落胆した。

　だからこそ、さらにその翌日に起こったありえない出来事に真白は大きく戸惑った。

「真白さん、いいかしら？」

　昼休み、わざわざクラスまでやってきた担任が真白に理事長室へ向かうように告げる。

　そうして理事長室に訪れた真白を、なぜか理事長である叔お父じは満面の笑みで出迎えた。

「お手柄だったね、真白君」

　そこから叔父が語った内容は、真白には身に覚えのないモノだった。

　叔父曰いわく、真白は先日の警備会社との面談において、的確な受け答えをしただけでなく、先方が抱えていたセキュリティ上の問題点について革新的なアイデアを提示したらしい。

　もちろん真白にはまったく心当たりがない。

「そんな出来事が伝わったらしくてね。真白君にアズルドからお声が掛かったよ」

「……その、叔父様。勉強不足で申し訳ありません、アズルドというのは？」

　叔父の説明によるとアズルドとは、アマツヒ傘下のベンチャー企業であり、若者の企画とアイデアを形にするというコンセプトを掲げる会社であるらしい。

　優秀な学生たちを集め、その忌き憚たんのない意見を基に、商品開発や新規事業の立ち上げなどを行っており、多くの実績を出して業界でも注目を浴びる会社であるらしい。

「アズルドから声が掛かるのは、有名高の優秀な生徒ばかりだ。教育界でもかなり評判が良くてね。一種のステイタスとなっているくらいだ。そんなアズルドからのオファーだ。我が妃ひい泉ずみ学園としてはぜひ真白君に参加してほしいと思っている」

「その……私は構いませんが、父が許さないのでは……」

「兄さんには話を通してある。アマツヒに恩を売れる可能性を話したら、快諾したよ」

　大喜びの叔父を前に、真白は作り笑いを浮かべるしかなかった。

　それが昨日の出来事。そして今日の放課後、真白を乗せた車が向かった先は、森もり浜はま市北区にあるアズルドのオフィスビルだった。

　ひとりで建物の中に入った真白は、受付で名乗ると入館証を渡され、奥の会議室に案内された。

　そうして、そこにいたのが彼だったのだ。

「灰はい空ぞらさん、あなたはアズルドと関係あるのですか？」

　椅子に座っていた彼に真白が詰め寄ると、彼は笑って手を横に振った。

「いや。正直こんな会社があるなんて、つい最近まで知らなかった」

「余計に分かりません！　きちんと説明してください！」

　そんな状況が理解できない真ま白しらに、彼は説明を始めた。

「こうしてアズルドにやってきた妃ひい泉ずみさんは、表向きアズルド社内でアルバイトをすることになっている。でもそれは形だけ。そのまま裏口から抜け出したところで誰かに何かを言われることはない。それでも不思議なことに、外から何かしら問い合わせがあると、アズルドの人たちは、『妃泉さんは真面目に頑張ってくれています』と対応してくれる」

「それはつまり……」

「アリバイ工作ってヤツだ」

「……なぜ、灰はい空ぞらさんはこのようなことができるのですか？」

「ちょっと無理をしてカリバーンに掛け合った。『妃泉さんが《覚醒者》としての活動に参加する意思があるので、アリバイ工作を手伝ってほしい』って」

「ま、待ってください！　私は《覚醒者》をやるつもりは……」

「確かに妃泉さんには《覚醒者》をやる理由はない。今こうしているのは、あくまで不可能を可能にしたかった俺のワガママだ」

　先日の賭けのためと、彼はそう言いたいらしい。

「なんにしても有言実行してみせた、というわけですか。なら賭けは私の負けということになるのでしょうか？」

「残念だけどまだ賭けは途中だ。俺がこの賭けに勝つには、このアリバイ工作を今後も継続可能な確かなモノにしなければならない。その為ためには妃泉さんに共犯者になってもらう必要がある」

「共犯者、ですか？」

「さっきも言った通り、妃泉さんは《覚醒者》として活動するという理由で、このアリバイ工作を準備してもらっている。だから引き続きカリバーンを騙だますために《覚醒者》をやると嘘うそを吐ついてもらわないといけない」

　だから共犯者になれと彼は言う。罪を犯せと彼は言う。

　なるほど、確かに悪魔ではないか。

「そこまでする理由が私にあるのですか？」

　すると彼はニヤリと笑った。

「その理由を決めるのは俺じゃない」

　彼の目が語っていた。その価値を判断するのは真白自身なのだと。

「……灰空さんはどうしてそこまで、私を気に掛けてくれるのですか？」

「前に言ったままだよ。俺は妃泉さんに興味があるんだ」

　気が付けば、胸が高鳴り、彼の目のことを直視できなくなっていた。

「悪人の共犯者ですか。悪事を働くのは、これが初めてかもしれません」

　そう答えたら、彼は嬉うれしそうに笑った。

「そのうち癖になりますよ、お嬢様」

　こうして妃ひい泉ずみ真ま白しらは、決して変わらない『日常』からほんの少しだけ抜け出せる『非日常』を手に入れた。




　妃泉真白が『非日常』に通い始めた最初の理由。

　──それは、彼こと灰はい空ぞら瑠る宇うに会うためだった。





　　　＊＊＊






　壁に掛かった時計が真白に、ここにいていい時間が終わったことを告げた。

　読んでいた恋愛小説を閉じてカバンにしまい、席を立つ。

　隣の席を見れば、彼は変わらず目を閉じたまま。

　眠ってしまったのだろうか？

　なんとなく、彼の頭に手を伸ばす。

「！」

　瞼まぶたを開いた彼と目が合い、真白は思わず息を飲む。

「……」

　だけど彼はすぐに瞼を閉じる。心なしか口元が笑っているように見えた。

　見なかったことにしてくれるつもりなのだろうと自分勝手に解釈して。

　真白は、彼の頭を１度だけ優しく撫なでると、すぐにその場を後にした。




　──今の妃泉真白と灰空瑠宇は、秘密の契約関係にある。

　その契約には、絶対に守らなければならない３つの条件があった。

　１．この契約のことを誰にも漏らしてはならない。

　２．互いが欲しているモノを提供し合う。

　３．ただしそれ以上は、互いの『日常』に決して干渉してはならない。





　　　４．５日目の異常事態　そして書店の中に《白い花》が咲き始めた






　特殊偽世界事件を引き継いでから２日目となる翌日の放課後。

　俺と献こん、雉子きぎすの３人は再びショッピングモールにある大型書店に集まっていた。

　ただ、今日は俺たちだけではない。
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「お待たせ」

　そう笑いながら俺たちと合流したのは、田た中なか率いるチームＴのメンバーだ。

　俺たちと同じクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』所属の《覚醒者》たちであり、元々今回の特殊偽世界事件を担当していた前任者でもある。

　なぜここに田中たちがいるかといえば、手伝いを申し出てくれたからだ。

「まったく面倒な仕事を押し付けやがって」

　冗談交じりに皮肉を吐くと、田中が悪びれた様子もなく肩を竦すくめてみせる。

「文句があるなら最初にこの偽世界事件の担当をウチにした真まか鏡がみさんに言ってくれ」

　そう言って、俺たち２人はいつものように笑い合う。

「それにしても、タダで手伝ってくれるなんて、いったいどういう風の吹き回しだ？」

　偽世界事件の解決は、担当となったチームの裁量に委ねられ、解決と同時に報酬が支払われる。もし他の《覚醒者》が手伝った場合、担当チームが報酬を支払うのが通例だ。

「俺たちの力不足で灰はい空ぞらたちに迷惑かけることになっちゃったからな。正直、申し訳ないって思ってるんだよ」

　田中の言葉に、同じチームのメンバーである郷ごう田だと細ほそ田だも頷うなずく。

「見えた問題をクランマスターにきちんと相談した結果の担当変更なんだ。そう卑下することでもないだろ」

　これが他のチームだったら、報酬やらクリアポイントやらに目が眩くらんで、取り返しがつかなくなるまでだんまりを決め込んでいたに違いない。そういう意味でも、事件解決を最優先に考えた田た中なかたちの判断は間違っていなかったと俺は思っている。

「それで灰はい空ぞら。昨日、実際に調査してみた感想は？」

「まだなんとも言えないが、別におかしな感じはしない。ただ『繭』が見つからない」

「その辺りについては、ウチと同じか」

「まあなんにしても日数も日数だし手を貸してくれるのは助かるよ」

「そう言う割には変な条件出しやがって」

　昨日の夜、田中から申し出があった際、俺はチームＴに対してある条件を出した。

　それは今回の助すけっ人とに、新人である笹ささ宮みやさんを参加させない、というものだった。

「笹宮さん、キレた？」

「めっちゃキレてた。『ホント信じられない！　あの人は他人の善意をなんだと思っているんですか！』って吠ほえてた」

　田中の後ろで、郷ごう田だと細ほそ田だが「うんうん」と頷うなずいている。

「マジか。あとでフォローしておいてくれ」

「先にしておいたよ」

「そりゃ助かる」

「でも灰空の配慮は正しい。今日でこの《偽世界》が発生してから推定５日目。正直ギリギリのタイミングだ。万が一を考えれば妥当な判断。……というか、そっちはいいのか？」

　田中が視線を向けたのは、少し離れた場所に立つ献こんの後ろに隠れている雉子きぎすだった。

「あー、雉子は問題ない」

「灰空がそう言うなら問題ないな。さて時間も惜しいことだし、さっさと行くか」

　いつも通りＣａｉｎカインで偽世界侵入の申請を行った俺たち３人と田中たち３人は、そのまま《偽世界》へと足を踏み入れた。







　事前に田中と打ち合わせはしており、今日はチーム毎ごとに分かれて調査をすることになっている。

　田中とも意見交換をしたが、調査を踏まえて現状で一番考えられる可能性としては、単純に『繭』が安置されている場所を見落としていることだ。

　今回の《偽世界》は深い森林地帯であるため、思った以上に見通しが悪い。それこそ近くに『繭』があったのに素通りしてしまった、なんていうことは十分に考えられる。

　……とまあ、それっぽい理由を並べているが、要は楽に『繭』を探すアイデアが出てこなかったので、地道なローラー作戦をするしかないということだ。

　話し合いの結果、現実世界に続く『穴』がある手前側半分を俺たちチームＡｓｈアツシユが担当し、奥側となる残り半分を田た中なかたちが担当することになった。

　田中がそう提案したのは、《偽ぎじ獣ゆう》に見つかって騒がれた際、雉子きぎすを抱える俺たちがさっさと脱出できるようにという気遣いからだろう。

「それじゃ始めるか。田中、少しでも手がかりが欲しい。連絡は密にな」

「そんな心配するなって。引き際は弁わきまえている」

「誰もお前たちの心配なんてしていない」

　田中たちは《偽装》を展開すると、そのまま出発していった。

「……雉子、『探知魔法』を頼む」

「うん、分かった」

　知らない人たち（田中たち）がいなくなった途端、いつもの調子に戻った人見知り魔法使いは、昨日と同じように魔法の杖つえを振り上げて『探索魔法』を展開する。

　今日は、俺たちも３人で行動することにした。

　昨日とは違い、見通しの悪い森の中でも木の陰や地形の窪くぼみなどに目を向け、丁寧に探していくイメージだ。

　とはいえ、それだけというのも流石さすがに効率が悪いので、雉子に１つ指令を出している。

「雉子、もし『探知魔法』に《偽獣》の集団が引っかかったら報告頼むぞ」

「大丈夫、任せてよ」

『繭』のある場所に屯たむろする傾向のある《偽獣》の習性にも目を向ける。雉子の『探知魔法』を当てにする方法だ。

　イメージとしては金属探知機を片手に、隠れたお宝を探し回るといった感じだろうか。

　漫然と偽世界内を一周しただけの昨日とは違い、今日は担当エリアを端から丁寧に探していく予定なので、見通しの悪い森の中を闇雲に探すよりかは十分に成果を期待できる。

「そういえばさ。さっきの田中さん？と話していた、笹ささ宮みやさん？を不参加にさせた理由ってなんでなの？」

　やっぱり人見知りって人間の顔と名前を覚えるのが苦手なんだろうか。

「そろそろ『変質』が始まるタイミングだからな」

「『変質』……って、確か《偽世界》の中が色々と変化し始めるってヤツだよね？　見たことがないから、どうもピンとこないんだけど、それってどういうのなの？」

「分かりやすいのは《偽獣》の変質かな。その《偽世界》にいる《偽獣》たちが軒並み強力な変異種に変わり始める」

「他にも偽世界内部の変貌などもありますね。それこそ草木が枯れ始め、建物が朽ち始めるような急速な時間経過が発生するような変化もあれば、環境そのものがまったく別の様相に変貌してしまうなんてこともあります」

　献こんもそんな例を挙げてくる。

「要は何が起こるか分からないってことだ。《偽世界》がどう変質していくかなんてことは、正直俺たちにも予想できない。ただ間違いなく言えることは、俺たち《覚醒者》からすれば碌ろくな変化は起こらないってことだ。それこそ難易度が跳ね上がるなんて表現が使われるくらいにな」

　そんな説明を聞き「そうなんだ」と雉子きぎすが頷うなずく。

「それで？　その『変質』がそろそろ起きそうなの？」

「目安としては、《偽世界》の発生から６日目前後かな」

「《偽世界》が発生して、そこに侵入するための『穴』が開いている時間は10日間で──、それが私たち《覚醒者》が《偽世界》から被害者を救出できるタイムリミットってことだから、つまり残り半分くらいになると『変質』が起こり始めて、大変になるってことか」

「そういうことだ。だから面倒な事態になる前に、さっさと片付けるぞ」

　そう気合いを入れ直して探索を始めるものの、全くと言っていいほど成果はない。

　深い森の中、素早く移動しながらも見落としがないよう木の陰にまで目を向けていく。

　雉子の『探知魔法』のおかげで、無駄な《偽ぎじ獣ゆう》との遭遇を避けながら、かなり効率良く探索を進められているはずなのだが、手がかり一つ見つからない。

「ねぇ、これさ。もう本当に『繭』ないのかな……？」

　しまいには雉子がそんな弱音を言い出して、「まあまあ」と献に慰められ始める始末だ。

「田た中なか、聞こえるか？　そっちはどうだ？」

『ついさっき《偽獣》に見つかって一戦やったが、周囲には気づかれていないと思う。「繭」に関しては、変わらず手がかりなし』

　どうやら向こうも芳かんばしくない様子だ。

　そのまま探索を続行したものの、気付けば俺たちの担当エリアは全て回り終わりそうなところまで来ていた。

「あー、ホントに見つからない」

「瑠る宇うクン、これはたまたま私たちが担当したエリアがハズレだったということだと思いますか？」

「そう願いたいもんだな」

　──そんな嫌なムードの中、それは唐突に起きた。

『灰はい空ぞら。聞こえるか？』

　耳に付けたイヤフォンから、田中に呼びかけられる。

「どうした田中？」

『そっちに異常はないよな？』

「相変わらず進展なしだ。なんにも見つからなくて嫌になり始めているところだよ」

『……いや、そういうことじゃなくて……その、こっちに助けを求めたりしていないよな』

　言いい淀よどむような田た中なかの言葉に、眉を顰ひそめる。

「？　なんの話だ？」

『郷ごう田だが、誰かが助けを呼ぶ声が聞こえたって言っているんだ』

　同じ回線で俺と同じように田中の話を聞いている雉子きぎすと献こんを見るが、２人とも首を横に振っている。

「いや、こっちからは誰も連絡は入れていない」

『……そうなると、俺たちがいるこの近くかもしれないな』

　直後、イヤフォンの向こう側が騒がしくなった。

「どうした、田中？」

『近くの洞窟から誰かの声が聞こえたらしい。……「助けて」って言っている！　……俺も聞こえた、人の声だ！』

「瑠る宇うクン！」「瑠宇！」

　俺たちにも緊張が走った。

《偽世界》に入れるのは《覚醒者》だけである。また《覚醒者》が《偽世界》に侵入する際は、Ｃａｉｎカインを使ってカリバーンに偽世界侵入の申請をするよう決められており、どの《偽世界》に誰が入っているか分かるようになっている。

　事前の確認でも、この《偽世界》に俺たち以外は誰もいないことになっていた。

　そうなると幾つかのケースが考えられる。だがその中で最悪なのは《覚醒者》として目覚めたばかりのなりたてが、何も分からずこの《偽世界》に紛れ込んでしまった可能性だ。

　そうであるなら一刻も早く保護する必要がある。

「田中、俺たちもそちらへ向かう。ざっとでいい、何かその場所が分かる目印はあるか？」

『奥側に幾つか丘があっただろ？　川沿いの上流側にある丘だ。今俺たちはその下にある洞窟の前にいる』

「分かった。状況を把握したいから可能な限り逐一通信は入れるようにしておいてくれ」

『了解。俺たちは今から洞窟に侵入する』

　田中との通信を終え、２人を見る。

「聞いての通りだ。行くぞ」

　そう言って向かおうとしたが、思わず足を止める。

　雉子がまったく別の方角に目を向け、佇たたずんでいたからだ。

「どうした、雉子？」

「……いやさ、チームＴがいる場所って、《穴》の位置からだと奥になる反対側だよね？　もし《偽装》も使えないなりたての子が迷い込んだとして、そんな奥まで行けちゃうものなのかなって」

　雉子きぎすの疑問はもっともだと思ったのだろう。献こんが心配そうな表情で俺を見てくる。

　そんな俺自身、得体の知れない不安から背筋が冷たくなる感覚に襲われていた。

　──イヤフォンの向こうから銃声と悲鳴が聞こえてきたのはその時だった。

「！　どうした田た中なか！」

『なんでこんなに《偽ぎじ獣ゆう》が！』

「おい、田中！　郷ごう田だ、細ほそ田だ！」

『ここに人なんていない！』

『あの《偽獣》だ！　あの《偽獣》が言葉を喋しやべって、うわわわぁぁぁ！』

　田中たちの悲鳴につられるように、俺たちは全力で走り出していた。

《偽装》による恩恵により、超人的な動きが可能となっている俺たちは、まるで忍者のように、木々の枝の上を渡るように跳びながら現場へ向かう。すぐに《偽獣》に気付かれたらしく周りから叫び声が聞こえ始めるが、そんなのは全て無視。

　そんな中でも、イヤフォンの向こうからは窮地の状況が聞こえ続けている。

　だがそれでもなんとか立て直したらしく、応戦する様子が聞こえてきたが、大きな音ともに誰かが倒れる音がした。

『細田！　大丈夫か!?　細田！』

『田中、俺が担ぐ！　とにかく逃げよう！』

　聞こえてきた様子に、俺は続く２人に合図を送り、一度足を止める。

「献、先に戻ってカリバーンに連絡を頼む。怪け我が人にんが出た」

「了解です」

　献が踵きびすを返しひとり引き返すのを見送り、緊張した面持ちを浮かべる雉子に目を向ける。

「雉子。《偽獣》相手にすぐ『魔法』が放てるように準備しておいてくれ」

「うん、分かった。任せて」

　結局、俺と雉子が田中たちを視界に捉えたのは、洞窟から自力で脱出した田中たちが、追いかけてきた《偽獣》の集団に囲まれている場面だった。

「雉子」

　高々と跳躍した俺たちが田中たちと《偽獣》たちの間に着地したと同時に、雉子が手にした杖つえを振り上げる。

　杖より放たれた広範囲の電撃が、《偽獣》たちに降り注ぎ、黒い灰へと変えていく。

「い、今のは？」

　雉子の魔法を初めて目の当たりにして戸惑う田中たち。

　だが今は、そんなことに驚いてもらっている場合ではない。

「話は後だ、さっさと逃げるぞ！」

　周囲から《偽獣》たちの吠ほえる声が響く中、俺たちは現実世界に続く『穴』へと一目散に走った。







　現実世界に飛び出した俺たちは、そのまま逃げるように大型書店を後にすると、狙ったように現れた救護班姿のカリバーンスタッフに細ほそ田だを託し、周囲からの視線を避けるようにそそくさとその場を離れた。

「田た中なか、何があった？」

　ショッピングモールから出た場所にあったベンチに、真っ青な顔になっている田中と郷ごう田だを座らせ、改めて尋ねた。

「……喋しやべった。《偽ぎじ獣ゆう》が喋ったんだ」

　未いまだ動揺が残る表情で、田中はそう訴えかける。

　確かに通信でもそのようなことを口走っていた。だがそんなことが……。

　田中の言葉をどう判断すべきか悩んでいると、ポケットの中でスマホが震えた。

　確認すると、そこには焔ほむらさんからのメッセージがあった。

「……アジトに戻るぞ。焔さんが話を聞きたいそうだ」

　どうやらカリバーン経由で連絡がいったらしい。

　俺の言葉に同意するように田中たちが頷うなずく。

　正直、ありがたいタイミングだ。なんにしても一度冷静に状況を整理する必要がある。

　そんな風に思っていると、誰かが俺の服をクイッと引っ張った。

　まあそんなことをするのは１人しかいない。

「どうした雉子きぎす？」

「あのさ……ちょっとだけ『穴』を見に戻ってもいいかな？　その……もしかしたら見間違いかもしれないんだけど、さっき急いで走り抜けた時に、こっち側の『穴』のところに何か変なのがあったような気がしてさ」

　自分の言葉にも拘かかわらず、どうにも自信なさげな表情を浮かべる雉子。

　だが、そんな雉子以外の全員には、それが何であるか、すぐに察しがついた。

「灰はい空ぞら。その様子だと雉子さんはあれを見るのが初めてなんじゃないか？　だったらちゃんと見せてあげた方がいい。俺たちは先に戻っているから」

　未だ顔色が悪い田中の申し出もあり、俺は「分かった」と頷いた。

「行くぞ、雉子」

　そうして俺と、俺の服を掴つかむ雉子。声も掛けていないのに当たり前のようについてくる献こんの３人で、大型書店へ引き返し、つい先ほど抜け出した『穴』のある通路に戻ってきた。

「やっぱり見間違いじゃなかったんだ。……ていうか、これなんだろう？　草？」

　雉子の言葉だけ聞けば奇妙な話だ。

　綺き麗れいな建物の中にある書店に、草など生えるわけがない。

　だが実際に俺たちの目にはそれが見えている。

　雉子きぎすは『穴』の手前にしゃがみ込むと、そこに生えている草に手を伸ばし、眉を顰ひそめる。

「花の蕾だよね、これ」

　それは『穴』同様に、普通の人には見えない。見えるのは、俺たち《覚醒者》だけ。

　そしてこれがなんなのか知っている《覚醒者》にとってはあまり見たくない代物だ。

　──白い花。

　それは《覚醒者》たちにとって不吉の象徴であり。

　俺からするとさらなる面倒の始まりの合図でもあった。




　──クランマスターより引き継ぎを命じられた特殊偽世界事件。

　繭が見つからないという異常事態。

　そこに人語を喋しやべるという《偽ぎじ獣ゆう》の出現。

　合わせて、偽世界変質の予兆とも言える《白い花》の観測。

「ホント、嫌になる」

　偽世界発生から推定５日目が終了。

　ここから《偽世界》が本当の牙を剥むく。









第三話







　　　１．５日目の夜　と　妃ひい泉ずみ真ま白しらの明日の予定






「人の言葉を喋る《偽獣》か」

　俺と田た中なかの報告を聞いた焔ほむらさんは、腕を組んで考え始める。

　場所は『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』アジト内、クランマスターである焔さんの私室。

　防音対策のされた部屋の中は、随分と立派な音響設備やら焔さんの私物が見えるのだが、気にしないことにする。

「大丈夫か、田中？」

　そう声を掛けたくなるくらい、俺の隣に立つ田中の顔色は優れない。

　負傷者を出してしまったこともそうだが、《偽獣》が人の言葉を喋ったというのが田中にとってはかなり衝撃的だったようで、未いまだ動揺を引きずっているのが見て取れる。

「灰はい空ぞらは、《偽獣》が喋ったのを聞いたのか？」

「いや、俺は聞いてません」

「！　焔さん！　俺たちのことを疑っているんですか！　本当です、本当に喋ったんです！　俺も郷ごう田だも細ほそ田だも、間違いなく聞いたんです！」

　今にも焔ほむらさんに食って掛かりそうな田た中なかを、慌てて止める。

「落ち着け、田中。別に焔さんも疑っているわけじゃない。そうですよね、焔さん」

　焔さんは「ああ」と頷うなずく。

「灰はい空ぞらの言う通りだ。私はただそいつが何を喋ったのかを確認したかっただけだ」

「何を喋しやべったか、ですか？」

「助けを呼んだのは分かった。具体的な言葉は？　『助けて』以外に何か言ったか？　『早く来てくれ』『ここにいる』、なんでもいい」

　状況を冷静に判断すべく、ゆっくり丁寧に質問を重ねる焔さん。その姿を見ていると、普段はアレでもいざという時はクランマスターっぽいなと感心してしまう。

　焔さんに尋ねられ、田中は記憶を手繰り寄せるように考え始める。

「……そう言われると、他には何も」

「灰空、お前の意見は？」

　まるで試されるかのような質問に、俺は肩を竦すくめてみせる。

「変わった《偽ぎじ獣ゆう》が現れたとは思いますが、そこまで騒ぐ必要もないでしょう」

「灰空！」

「だってそうだろ、田中？　その《偽獣》はただ俺たちに理解できる音を発しただけだろ？　『たすけて』、この４つの音を並べて発音しただけ。そんなのオウムにだってできる」

　そう笑ってみせる。

「そうかも……だけど」

「まあそいつにまんまと振り回されたのは間違いないけどな。しくじったな、田中」

　ニヤニヤと弄いじるように田中の肩に手を回し、そして少し真面目なトーンで伝える。

「今日は手を貸してくれて助かった。細田には悪かったが、おかげで手がかりが見つかった気がするよ」

　そう肩を叩たたくと、田中が「ふぅ」と息を吐く。

「お世辞でもそう言ってくれると幾分か気が紛れるよ」

「後のことは俺たちに任せておけ」

「ああ任せた」

　そう弱々しくも笑う田中と拳を合わせる。

「これから細田の様子を見に行くんだろ？」

「そうだな。さっき本人から『大丈夫だ』ってメッセージが届いたけど、心配だからさ」

　細田は《偽世界》を脱出する最さ中なか、郷田の背中で意識を取り戻していた。それでも念の為ためにと救護班に連れられ、カリバーンの病院で検査を受けている。

「というわけで、焔さん。報告は以上ということで、そろそろ失礼させていただきます」

「灰はい空ぞらだけ残れ」

　心の中で舌打ちし、俺は居残り、田た中なかは挨拶をして退室となった。

「それでどうだ？　やれそうか？」

　焔ほむらさんと２人きりになったところで改めて尋ねられる。

「さあどうでしょう？」

　そう返したら睨にらまれた。

「これまで私は、灰空がやる気に満みち溢あふれている姿を見た記憶がない気がしている」

「ひどい言われようですね。たぶんありましたよ、それこそ２、３回くらいは」

「それでもお前は、結局どうにかしてきたし、今だって別に心配していない」

「逆にプレッシャーですよ、それ」

「それでもあえて言っておく。あと２日だ、どうにかしろ」

「まあやれるだけやってみますよ」

　焔さんにそう告げて、俺はクランマスターの部屋を後にした。

　チームＡｓｈアツシユのチームルームへと戻ってくると、部屋の中には献こんだけが残っていた。

「雉子きぎすは？」

「今日は少し疲れたと言って、先に帰りました」

「そっか」

「大丈夫ですよ。雉子さん本人も言ってたじゃないですか。私から見ても彼女はそういうのを割り切れる子だと思いますよ」

　流石さすがはというかなんというか、献は俺が気にしていることを察しているらしい。

　気になっていたのは、今回の細ほそ田だの負傷を見てしまった雉子の心境だ。

　普通の《覚醒者》は《偽装》の恩恵により、《偽ぎじ獣ゆう》耐性があるのでダメージも受けにくい。とはいえ、今回のように怪け我がをしないわけではない。

　そんな《覚醒者》が怪我した様子を見るのが初めてだったようなので、多少なりともショックを受けていないかと気になっていた。

　アジトに戻ってくる時に本人に尋ねたら「大丈夫」と言っていたが、それでも少し心配だった。

　だから改めて献がそう言ってくれたことで、安あん堵どできている自分がいた。

「ところで瑠る宇うクン。田中さんに随分と大おお見み得え切っていましたが、大丈夫ですか？」

　なんて少し好感度アップした矢先に、しっかりストーカーアピールをしてくる、献さん。

　どうやらこっそり付いてきて、俺たちのやり取りに聞き耳を立てていたらしい。

　あの部屋は防音だったはずだが、どうやって聞き耳を立てていたんだか。

「やれることはやるつもりだが、正直どうにもならないだろうな」

「ずいぶんと弱気ですね」

「あそこで本音を言って、田た中なかがお通夜ムードになるよりかはよっぽどいい」

　そう本心を告げると献こんは「瑠る宇うクンらしいですね」といつものように微笑ほほえんだ。

「さてと明日は土曜日だし、昼過ぎから集合するか」

　ホワイトボードに目を向けると、そこには先日のミーティングで献と雉子きぎすによって書かれた、今回の特殊偽世界事件の内容がイラスト付きで残っている。

　置いてあるペンを手に取り、新たに内容を書き込む。

『「たすけて」と喋しやべり《覚醒者》を惑わす《偽ぎじ獣ゆう》を確認』

　そんな俺の隣で、献が《白い花》の絵を描いた。

「それで瑠宇クン。今の難易度はどれくらいになりますかね？」

「そうだな」

　現在★が３つ並んでいる隣に、新たに★を４つ書き足した。

「★７つですか」

「ここからは日にちが経過するごとに、星がさらに倍々で加算されていくオマケ付きだ」

「まさに絶望的ですね」

　そう、状況は絶望的だ。

　被害者が入っている『繭』が発見できない根本の問題が解決していないにも拘かかわらず、さらに問題が追加され、日数経過による偽世界変質という難易度上昇までもが始まった。

　もはや事態は俺たちだけでは対応できないレベルになり始めている。

　そうなると、考えてしまうのは失敗した時のことだ。

　もしこのままタイムリミットが過ぎて、被害者を救出できないまま『穴』が閉じてしまったらどうなるのか？

　その時、《覚醒者》に重くのしかかる事実は１つしかない。

　助けられるはずだった被害者が助けられなかったという結末だ。

　極論的なモノの見方をしてしまえば、その被害者を見殺しにしたのと同じ。

　失敗が見え始めた時に、チラつき始めるその重圧はあまりにも大きい。

　──だが実際には、現場の《覚醒者》たちがそこまで気負うことはない。

　森もり浜はま市で多発する偽世界事件に対応する俺たち《覚醒者》の活動は、カリバーンが構築したシステムの中にあるからだ。

　先ほど焔ほむらさんが口にした言葉を思い出す。

「あと２日か」

　それが、この偽世界事件に俺たちチームＡｓｈアツシユが関わることのできる残り時間である。

　こうして５日目が終わっていった。





　　　＊＊＊






　屋敷の自室で宿題をしていた真ま白しらは、部屋の扉がノックされる音に顔を上げた。

「どうぞ」

「失礼します、真白お嬢様。紅茶のお替りをお持ちしました」

　そう恭しく頭を下げて部屋に入ってきた家政婦は、新たに持ってきたティーセットの支度をしながら、真白に告げる。

「旦那様より言こと伝づてでございます」

「……お父様はなんと？」

「明みよ後うご日にちの夜、とのことです」

　自分の役割を終えた家政婦は、そのまま「失礼します」と真白の部屋を出ていった。

　父親からの短い伝言が、真白の脳内で繰り返される。

　自分の運命の日を決めた相手は、他人を使って最低限の情報だけを伝えてきた。

　実に無駄がなく合理的だ。

　真白は椅子から立ち上がると、そのままベッドに倒れ込む。

「明後日……日曜日か」

　当日は、身支度に時間を取られて、朝から１日が潰れることになるだろう。

「……なら明日は１日予定が空きますね」

　妙に重たい気分を振り払うように、真白はスマホに手を伸ばすと、先ほど届いたＣａｉｎカインのチャットを開く。

　そうして真白が思い出していたのは、形だけの《覚醒者》になってしばらく経たった頃のことだった。





　　　＊＊＊






　彼の共犯者になると伝えたことで、真白は自分の『日常』から抜け出せる『非日常』を手に入れた。

　彼が準備してくれたアリバイ工作の効果は覿てき面めんだった。

　学園理事長である叔お父じは喜び、学校公認での社会交流という大義名分が手に入った真白は、「先方からのオファーがあった」という報告とアリバイ工作に必要なほんの少しの行動をするだけで、誰にも気付かれず彼と会うことができるようになっていた。

　そうして気付けたこともあった。

　真白はこれまで自身の行動全てを、家人たちに把握されていた。

　だが『非日常』にいる間だけは、自分がここにいることを妃ひい泉ずみ家の誰もが知らない。

　そんな『日常』の外側にいるという感覚は、とても新鮮で真白は心を躍らせた。

　真ま白しらがこうして『非日常』にいられるのは、真白が《覚醒者》であるからだ。

　しかし実際にやっていることは、どこかで彼と落ち合い、一緒の時間を過ごすだけ。

　彼はその日、自身が《覚醒者》の活動を始める前の１時間ほどの間だけ、真白と一緒にいてくれた。

「えっ！　妃ひい泉ずみさんって高等部２年ってことは俺より年上だったの!?」

「えっ！　灰はい空ぞらさんって高校１年生ということは、私より年下だったのですか!?」

　彼は自分のことを同級生だと思っていて、真白も彼のことを同級生あるいは年上だと思っていた。

「スマホを買ってもらいました」

「それはよかった」

「説明書にも全て目を通したので万全です」

「すげぇ。スマホの説明書を全部読んだ人って初めて見た」

　彼と過ごす中で、新しく知る些さ細さいなこともあった。

「妃泉さんのチャットへの書き込み、毎回長いというか、丁寧すぎない？」

「灰空さんこそ短すぎるのではないですか？　スマホとはいえ、相手に送る大事なお手紙なのですから書き出しから丁寧にしないといけません」

「……いや手紙じゃなくてチャットだから。ちょっとした呟つぶやきだから」

　彼は真白にも興味を持ってくれた。

「妃泉さんが飲んでる、その紅茶って美お味いしいの？」

「最近のお気に入りなんです。飲んでみます？」

「じゃあ一口」

「いかがですか？」

「……紅茶の味がする」

　そんな彼と過ごす短い時間は、いつもあっという間に過ぎてしまう。

「じゃあそろそろ時間だから。またね、妃泉さん」

「はい、頑張ってください」

　彼はいつもそう言って去っていく。それがなんだか寂しかった。




　──そんな、どこかもどかしい日々を繰り返す、ある日のこと。

「今日はなんだか難しい表情をしているけど、何か考え事？」

　待ち合わせの喫茶店に遅れてやってきた彼は、開口一番そう尋ねてきた。

「まずは遅刻してきたことを謝罪するべきではないですか？」

　短い時間がさらに短くなることに不機嫌になる真白に向かって、彼は手を合わせてくる。

「ごめん。ちょっと知り合いを撒まくのに手間取って」

「またその言い訳ですか？　もう少しそれらしい理由は思いつかないものですかね？」

　彼はいつもストーカーに追われているとくだらない冗談を言い訳にする。真ま白しらはそういうのはよくないと注意するのだが、彼は直そうとしないのだ。

「あれ？　もしかして嘘うそを吐ついていると思われていたりする？」

「いつも思ってます。私は約束をきちんと守らない人は好きではありません」

「俺のせいじゃないんだけどな」

「そういうところもよくありません。反省すべき点は反省し、改善するように心がけないといけません」

　そう注意すると、向かいの席に座りながら彼は笑う。

「時々、妃ひい泉ずみさんが年上のように見えるから不思議だ」

「年上です。私の方がお姉さんです」

「随分と可愛かわいくてしっかり者のお姉さんだことで」

　恥ずかしげもなくそんなことを口にする彼に、真白はそわそわしてしまう。

「……もう、心にも思っていないことを平気で言わないでください」

「ちゃんと心に思っていることしか言ってないので、恥ずかしがらないでください」

「だから人の気持ちを盗み見るのは止やめてください」

「妃泉さんが分かりやすいだけだよ」

　彼は注文を取りに来た店員にコーヒーを注文する。

「それで？　妃泉さんは何を考えていたの？」

「こうして手に入れた自由な時間をどう有意義に使うべきかを考えていました」

「好きなことをすればいい」

「だから有意義な使い方を考えています」

　そう答えると、彼は面白そうに笑った。

「妃泉さんは真面目だね」

「灰はい空ぞらさんは不真面目に見えます」

「それはよかった」

「？　なぜよかったのですか？」

「そう見せたいから」

「……それはつまり、実は真面目でやる気に満ちているけど、周囲に悟らせないためにやる気がないように振る舞っているということですか？」

「そう見えるでしょ？」

「いいえ。自分のやる気のなさを言い繕っているようにしか見えません」

「ならこの試みは大いに成功しているということになる」

「……まあ確かに、もしそうであるなら、そういう見方も……」

　とそこで、頭の中で色々と考えていた真ま白しらは、ある結論にたどり着く。

「今、私は揶揄からかわれていましたか？」

　彼は答えない。ただニヤリとして、不機嫌になった真白を見て楽しそうに笑っている。

　彼はどうにも真白を怒らせたがる節があった。感情的になる真白を見ては嬉うれしそうに笑うのだ。

　揶揄われているし、遊ばれている。

　それは普通に考えれば、とても失礼なことであり、怒りを覚えるべきことだ。

　だけど不思議なもので、彼にそんなことをされても別に嫌ではないと、真白は思うようになっていた。

「今日もこの後、《覚醒者》のお仕事なんですよね？」

「ここで少しお喋しやべりしたら、行くつもりだよ」

「そうですか」

　彼は真白に『非日常』の時間を作ってくれた。

　真白が《覚醒者》の活動に強い関心を示しているとカリバーンへの虚偽の報告をした。

　その嘘うそに付き合い、真白自身がそのように振る舞い共犯者となることで、この時間は保たれている。だからもし、この嘘がバレたら、この時間もいつかなくなるかもしれない。

　……そう真白は思っていたのだが、これに関してはカリバーンから特に確認があるでもなく、彼もまた、真白に向かって《覚醒者》としての活動を強要するような素振りもない。

　だから真白はただこうして、手に入ったひと時を享受していた。

　真白は変わらず《覚醒者》の活動に対して興味がない。

　自分がやる理由がないからだ。

「灰はい空ぞらさんはなぜ《覚醒者》をやっているんですか？」

　だから真白は、彼にそう尋ねてみた。

「良いアルバイトじゃん」

「？　そうなのですか？」

　するとため息を吐つかれた。

「良家のお嬢様に金銭感覚を説いても無駄か」

「今、馬鹿にしましたね？」

「羨ましいと思っただけです」

「つまりお金のためだと」

「いいや、違うよ」

　真白にも分かった。今のは絶対に揶揄われた。

「それで？　実際のところはどうなんですか？」

　ジッと睨にらむ真白の質問に、彼はしばし考えて、こう答えた。

「自分のためだよ」

「具体性に欠けますね」

「じゃあ、まだ内緒」

　彼ははぐらかした。だから余計に気になった。

「どうしたら教えてくれるんですか？」

「今日は随分とグイグイとくるね」

　そう言われて確かにと思った。

　今、自分が尋ねているのは、彼のプライベートな部分で、彼が喋しやべりたがっていないのは明白だ。そんな相手の気持ちを無視して根掘り葉掘り尋ねようとするのは失礼な話である。

　普段の自分なら絶対にしないことだ。

　そう自分の行動を反省したからこそ、引くべきだと思った。

「その……できれば知りたいです」

　だけどそんな考えを無視して、真ま白しらは質問してしまっていた。

　改めてそう尋ねると、彼は右手を首横に当てて少し考えた後、ある条件を出した。

「なら妃ひい泉ずみさんが俺の頼みを聞いてくれるようになったら教えようかな」

　それは最初の頃に、彼が真白に向かって口にした『賭け』の内容だった。

「それでしたら、もう聞きますよ」

　彼は自身が提示した通りに、真白が『日常』から抜け出せるようにして、こうして彼と話をする環境を用意してくれている。スマホだって買ってもらえた。

　この賭けは彼の勝ち。だから義理は果たすべきだと真白は思っている。

「でも目的はあくまで迷っている妃泉さんがどういう結論を出すか聞くことだから。それまではいいかな」

　これまでもあったことだが、彼はこの話になると、なぜかいつもはぐらかす。

　それは他の会話で彼がよくするような真白を揶揄からかうものではない。

　単に話を逸そらして隠そうとしている、そんな風に真白は感じるのだ。

「では今日はそのための相談に乗ってください」

　だからその日、真白は彼にそう提案した。

「ならさ、妃泉さんはどうすれば自分の迷いが晴れると思う？」

　改めてそう尋ねられ、真白は自身の迷いについて考える。

　妃泉家に生まれた人間として家のために生きる、という自分にとっての当然に対しての気の迷い。

　その原因は、周囲から聞こえてくる常識的な言葉にあると思っている。

『自分のために生きるべき』『誰かの犠牲になるのはおかしい』そのような言葉の数々。

　彼は、真白が自分の正しさを守り通せるか、はたまた周囲の言葉に屈し、考えを改めてしまうかの勝負とも言った。

「……やはり他の方々の意見を聞いても揺らぐことのない、強い意思を自分自身で持つということではないかなと」

「他人の言葉に左右されずに、自分の抱く正しさに胸を張れたら、みたいな？」

　真ま白しらは頷うなずく。

「正直、私はなぜ他の方々が、そのように言うのかが理解できません」

　もちろん、この世の中には色々な人々がいて、生まれや育った環境の違いがある、というのは分かっている。だがそうだとしても、そういった自己中心的な考えはあまりにも身勝手で、子供のワガママのように思えてしまうのだ。

「それってさ、理解できないんじゃなくて、理解しようとしていないってことはない？」

　彼の言葉にドキリとした。

「それは……確かにそういう見方もできるかもしれません。……でも、私は自分の考えが間違っているとは……」

　思わず身を乗り出した真白に対して、彼は「落ち着いて」と言った。

「別に責めるつもりはないんだ。ただ一方的な見方をしていたら見えないこともあるんじゃないかって思ってさ」

「それはそうかもしれませんが……」

「いっそのこと、自分とは真逆の別の誰かになってみるとかね」

　彼が突拍子もないことを言い出した。

「ワガママな人間になれということですか？」

「面白いと思わない？」

「面白くありません。もう少し真剣に考えてください」

　真白は素す気げ無なく却下した。

「うーん、なら自分を客観視するっていうのはどうかな？」

　そんな彼の新たな提案は真白の興味を擽くすぐった。

「それはどういうことですか？」

「一歩離れた場所から自分のことを見つめるもう一人の自分になる。そうやって自分を俯ふ瞰かん的てきに捉えて、見つめ直すんだ」

「確かにそういうイメージの話は聞いたことがありますね」

「アレは案外悪くないと俺は思うよ」

「もしかして、試されたことがあるんですか？」

　そう真白が尋ねると彼が頷く。

「以前、自分について考えたくて、ちょっと試してみたことが……って、なんだか急に恥ずかしくなってきた。こんなこと、あんまり人に話すことじゃなかったな」

　珍しく照れたように、彼はそっぽを向いた。

「いえ、私にはとても興味深かったです。それで成果はどうでしたか？」

「あくまで俺個人の意見だけど。上う手まくいったと思っているよ。今の自分がどういう人間で、何がしたいのかっていうのが冷静に見えたと感じたから」

「本当ですか！」

「あくまで、俺はそうだったって話ね」

「ですが試してみて損はなさそうです」

　そう思った真ま白しらは、カバンから手帳とペンを取り出すと、白紙のページを開き、必要そうな要素を書き込み始める。

「えっ？　そこまでちゃんとやるの？」

「当然です。やるからには、きちんとやらなければ意味がありません」

　文字通り、それが真白にとっての当然だ。

「……薄々気付いていたけど、妃ひい泉ずみさんって真面目というか凝り性なところがあるよね」

　彼の感想を聞き流し、真白はペンを走らせる。

「もう一人の自分になって、今の自分を客観視する。……灰はい空ぞらさん。経験者として何か注意すべきことはありますか？」

「そうだな。強いて言えば、普通の人間は自分のことが大好きで、贔ひい屓き目めに見てしまうってことかな？　自身の心情が当たり前のように分かるからこそ、逆に客観視できない」

「灰空さんは、大丈夫だったのですか？」

「まあ俺の場合は、なんというかちょっとアレだから」

「アレ？」

　彼は自分の頭を指差した。

「少しこの辺が壊れているんだ」

　そんな風に自身を比喩する彼を目の当たりにした途端、真白は怒鳴っていた。

「灰空さん！　自分のことをそんな風に言ってはいけません、絶対に！」

　感情的になった真白の言葉がよほど意外だったのか、彼は驚いた表情を浮かべ、真白のことをジッと見てきた。

　そして困ったような表情を浮かべる。

「どうやら怒られちゃったみたいだ」

「こういう時、心を盗み見られるのも悪くありませんね。自分の感情がきちんと灰空さんに伝わりますから」

「反論の余地もない」

「もう言わないでくださいね」

　真白の真剣な表情を前にして、彼は降参するように両手を上げた。

「分かったよ、約束する」

　どこか優しい表情で笑う彼の言葉が本当だと思ったので、真ま白しらはそこで落ち着いた。

　……そして先ほどの自分の行動を思い出し、恥ずかしくなった。

「私も大声を出してすみませんでした。……と、とにかく、話を戻しましょう」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、真白は文字が書かれた手帳に目を落とす。

「つまり灰はい空ぞらさんとしては、自身を客観視する場合、自分の心情はノイズになると？」

　彼は頷うなずく。

「はっきり言ってしまうと、妃ひい泉ずみさんは自分の価値観に強い拘こだわりを持っている。だから尚なお更さら、もう１人の自分として俯ふ瞰かんしたところで自身を客観的に見れないんじゃないかと思う」

「ジャッジする人間はフェアでなければならない、ということですか」

「少なくとも自分を都合良く捉えてくれるような相手ではダメだと思うよ」

「私と同じ私がいても意味がない。……なら、全く違う私だったらどうでしょう？」

　そう口にした真白が何を言いたいのか分かったのだろう。

　彼が「なるほど」と手を叩たたく。

「さっきのアレだ。まったく別の自分になってみたらってヤツか。確かにそれができたら、自分をきちんと俯瞰して見れるかもしれない。……そうだな。やっぱりこの際だから、真逆な人間になってみるとか？」

「もしそんな人間になれたら、そういう人たちの心境も理解できますね」

　と思いついた端から興奮気味に手帳に書き込んだところで、真白はふと思う。

「……勢いで考えてましたけど、具体的にどうすればいいのでしょう？」

　そもそも別の人間になるとはどういうことを指すのだろうか？

　というか、そんなことが可能なのだろうか？

「まあ実際、別の誰かになれるわけないし。……ならさ、手始めに演じてみたら？」

「演じる、ですか？」

「役者や俳優みたいに、作られた役として別の自分を演じてみるんだ。何かのインタビュー記事で、役作りに没頭し過ぎて役者の人が本当に別人のようになってしまった、みたいなのを見た記憶がある。そう考えれば案外悪くないんじゃないかな？」

「……役としての別の自分を演じる、ですか」

「まあ妃泉さんの場合、日常的にそういう変なことはできないだろうから、それこそ今こうして『日常』から抜け出している少しの間の時間だけ、別の自分になりきってみる。その間に普段の自分について考えてみる。それが出来たら、自分のことを俯瞰するもう一人の自分になれる、ってことにならないかな？」

　考えながら語る彼の話を聞きながら、手帳にペンを走らせ終えて真白は思った。

「試してみる価値はあるように思えます。後は参考になりそうな資料があれば……」

「そんなのなんでもあるよ。漫画に小説、映画にドラマ。スマホで調べればキャラの性格なんかも検索できるだろうし、実際に作品を読んだり見たりもできるだろうから」

　彼のアドバイスもあり、自分がやるべきヴィジョンが明確に見え始めた気がした。

　明確な目的があり、やるべき理由がある。

　そうして自分がするべきことが見えた時。

　真ま白しらはとてもわくわくしていた。

「ではさっそく取り掛かろうと思います。灰はい空ぞらさん、今日はこれで失礼しますね」

　席から立ち上がった真白は彼より一足先に店を出た。

　真白が彼と一緒の時間を過ごすようになってから、彼より先に席を立ったのは、これが初めてだった。







　──１週間後。

「よお、瑠る宇う助すけ」

　待ち合わせ場所に遅刻してきた真白の挨拶に、コーヒーカップを持った彼は、まるで銅像のように固まった。

「……えっと、妃ひい泉ずみさんだよね？」

「あん？　当たり前だろうが？　テメェの目は節穴か？」

　眉を顰ひそめ、見下すように睨にらんでくる真白の姿に、彼は目を白黒させる。

「それと瑠宇助って……俺のこと？」

「他に誰がいるんだよ？」

「……どうしたの？　グレちゃった？」

「さっきから何を言ってんだよ。私はいつもこんな感じだっただろうが」

　真白はドカッと椅子に座ると足を組み、まるで小馬鹿にした様子で彼を見る。

　そのあまりの変貌ぶりに、彼はただただ驚いている。

「……それ、もしかしなくても、この前、話していた別人になる云うん々ぬんのヤツだよね？」

「だったらなんだよ？」

「……マジか。たった１週間でここまで仕上げてくるとは。スゲェな、このお嬢様」

「なんでドン引きしてんだよ！」

「いや、心の底から感心してます。マジでぱねぇっす妃泉さん」

　そんなガタガタ震える彼に向かって、真白はビシッと人差し指を向ける。

「あと、それ」

「？　何が？」

「瑠宇助！　お前はいつも私のことを真白って呼び捨てにしていただろうが！」
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　突然、そう宣言した真ま白しらに、彼がきょとんとなる。

「いや、そんなことは……」

「呼んでたの！」

　そんなムキになる真白を、彼がジッと見てくる。そしてすぐに可お笑かしそうに笑い始めた。

「な、なんだよ！」

「いや、悪い悪い。そうだった、そうだった。俺はずっとお前のことを真白って呼んでいたよな」

　彼に初めて名前を呼ばれた瞬間、真白の心臓の鼓動はやかましいほど速くなった。

「お、おう。そうだぜ、まったく。こんちくしょう」

「急にキャラがブレだしたな」

「うるせぇ、気のせいだ！　……そんなことより、とっとと行くぞ」

「？　行くってどこに？」

「アホ。私たちは《覚醒者》なんだから、やることなんて決まってるだろ？」







　妃ひい泉ずみ真白がもう一人の彼女となって、《覚醒者》の活動に参加するようになった理由。

　それは自身の悩みを解決するため……。

　などではなく、少しでも彼と一緒にいる時間を増やすためだった。

　──この時の真ま白しらは、自身が抱いていた気の迷いについて一切考えていなかった。

　ただ一いつ時とき、全てを忘れることができていたのだ。





　　　２．６日目の調査






　前日の夜にＣａｉｎカインのチャットに明日の集合時間を書き込むと、雉子きぎすと献こんからすぐに返事があった。

　それからしばらくして、さらにもう一人からも返事があった。

『明日は行くから』

　そのメッセージを思い出しながら、３日連続で訪れたショッピングモール。

　週末の昼過ぎということもあり、人出はだいぶ多い。

　そんな人混みの中、目的地である大型書店の前にやってきた俺は思わず足を止めた。

「おう」

　そこには私服姿の真白がいた。

「遅刻していないだと!?」

「何を驚いてんだよ？」

　不機嫌そうに睨にらみ付つけてくる真白の前で、周囲を見回し、さらに驚く。

「一番乗りしているだと!?」

「ははっ、瑠る宇う助すけはたまに面白いこと言うよな。ここは人の目があるから遠慮してやるけど、《偽世界》に入ったらとりあえず１発ぶん殴るからな」

　満面の笑みで拳をチラつかせる真白さんはどうやら平常運転でいらっしゃるようだ。

　そんな２人きりだから尋ねる。

「今日はいいのか？」

「日程が決まったからな。明日の夜までは自由時間。とはいえ、明日１日は、この私の完璧な美貌をさらに完璧にするために時間を掛けなきゃいけない。今回たっぷり暴れられるのは今日だけだ」

「久しぶりに来てもらったところ悪いが、なかなかにシビアな状況だぞ」

「ここに来る前にアジトにも寄ってきたからなんとなく知ってる」

　どうやらあのホワイトボードを見たらしい。

「それで真白の感想は？」

「人の言葉を喋しやべる《偽ぎじ獣ゆう》なんて最高だな。どんな命乞いが聞けるか、今から楽しみだ」

　そんな真白のコメントを聞いて、思わず笑ってしまった。

「なるほど。その発想はなかった。流石さすがは真白だ。こういう時は頼りになるな」

「私はいつも頼りになるんだよ」

　真ま白しらとそんな話をしていると、人混みの中を見知った顔が近づいてくるのが見えた。

「あっ、真白ちゃんだ！」

「本当ですね」

　微笑ほほえむ献こんと、そんな献と手を繋つなぐことで、なんとか平静を保てている雉子きぎすである。

　その様子を見るに、大方人の多いショッピングモールに入れずオロオロしているところを献に発見され、一緒にやってきたといったところなのだろう。

「久しぶりだな、２人とも」

　合流すると、なぜか献から離れ俺に引っ付き直す雉子は、嬉うれしそうに真白を見る。

「真白ちゃん、用事はもう大丈夫なの？」

「いや、１日だけ予定が空いたから遊びにきただけだ」

「そうなんだ。あのね、実は今、結構凄すごいことになっていてね……」

「あー、その辺はさっき瑠る宇う助すけに聞いた」

　そんなやり取りを見ていると、『幼稚園児の妹が思春期のお姉ちゃんに昨日あったことを喋しやべろうとしたけど、もう母親から聞いていたの図』が頭に浮かんだ。ついでに『やっぱりお父さんはニコニコ見ているだけの図』もセットである。

「とりあえず、《偽世界》に入るか」

　そのままゾロゾロと大型書店の中を進み、『穴』の前まで来たところで、雉子が「あれ？」とそれに気付く。

「この花、昨日より増えてるし、蕾つぼみも少し開き始めてる気がする」

　雉子がその場でしゃがみ、ジッと観察している。

　普通の一般人から見れば、雉子が書店の通路でしゃがんでいるように見えるだろう。

　だが、見えている俺たちからすれば、通路にデカデカとある空間のヒビ割れの前にしゃがみ、その周囲に生え出している花草を見ているのだ。

　──俺たちだけが見ることのできる《白い花》。

　現実世界の『穴』周囲にのみ、こうして芽を出し徐々に成長していくその姿から、おそらく偽世界内から漏れ出る何かしらの要素が原因ではないかとされている。

　その出現と育ち方には一定の法則がある。《偽世界》へ続く『穴』が発生してから５日目で周囲に芽吹き始め、６日目で蕾が開き始め、７日目で開花。８日目で満開となり、９日目には周囲に花びらが散り始める。

　そんな咲き誇る《白い花》だが、《偽世界》へと続く『穴』が閉じた瞬間、『穴』とともにあっという間に全てが消えてなくなる。

　その特性から、俺たち《覚醒者》たちからすると、《偽世界》発生からの日数を把握するための一種の目安となると同時に、《偽世界》内で『変質』が起こり始める予兆とされ、不吉の象徴とも思われている。

「真ま白しらちゃんは見たことあるの？」

「なくはないが、そこまで多いわけじゃない」

「ちゃんとした《覚醒者》チームなら、《白い花》が現れる前に偽世界事件を終わらせようとしますからね」

　そんな３人のやり取りを聞きながら、俺は『穴』に向かって手を伸ばす。







　──気付けばいつも通り、俺たちは《偽世界》の中にいた。

「……なんだか、変な感じがする」

　まるで鼻をムズムズでもさせるように雉子きぎすがそう呟つぶやく。

　雉子と同意見。《覚醒者》の直感というわけではないだろうが、俺も偽世界内に漂う空気の淀よどみ、重たさのようなものを感じている。他の２人も同じだろう。

『変質』の予兆。こうなってくると、もうこの《偽世界》じゃ、いつどんな変化が起こってもおかしくはない。

　改めて辟へき易えきする。

「……ホント、偽世界事件なんて放っておいても面倒になっていくだけで、報酬も変わらないし、いいことなんて一つもない」

　やらなきゃいけないことを先延ばしにした結果、待っているのは攻略困難な難易度になっていく現実のみ。

「つまり、夏休みの宿題を限界まで引っ張るタイプにはバチが当たる仕組みってわけだね」

　雉子がなんか上う手まいことを言い出した。

「それな」

　素直に同意。献こんからの「分かります」的な頷うなずきもあって、「私、いいこと言ったよね！」と雉子がドヤ顔になる。

「なあ、雉子。今のってどういう意味だ？」

　そんな中できょとんとしている人物が１人いた。真白である。

「いや、えっと……つまり、夏休みの最終日まで宿題をやってないような悪い子は、夏休み最終日にとても大変な目に遭ってしまうという状況と一緒だという意味で……」

　良いボケを言ったはずなのに、なぜか「分からないからそのボケを説明してみろ」と理不尽なことを言われる、まるで罰ゲームのような目に遭っている雉子。

　恥ずかしそうにモジモジしながら真白に説明している姿は、正直不ふ憫びんにしか見えない。

「ふーん、そういうのがあるのか」

　ボケた本人に解説させるという公開処刑（本人無自覚）を行った真白が、ようやく納得した様子を見せたことで、やられた雉子きぎすが反撃とばかりに真ま白しらを指差す。

「あー、分かった。真白ちゃん。結局夏休みが終わっても宿題やらないっていうタイプでしょ！」

《偽世界》で暴れるオラつき戦闘狂（脳筋）のイメージからそう口にしたのであろう。

「いや宿題はきちんとやらないとダメだろう」

「……あっ、はい。そうですね」

　しかし本当は良家のお嬢様なので、普通にド正論を返され、カウンターを食らう羽目になったようだ。

「そうだった、真白ちゃんって一応、お嬢様学校のお嬢様だった」

　そんな呻うめく雉子を「よしよし」と撫なでる献こんもまた、真白に尋ねる。

「真白さんは、夏休みに入ったらすぐに全ての宿題を片付けてしまうタイプですか？　私はそうなのですが」

　そんな献の質問に、真白は首を横に振る。

「いや。私は毎日決まった時間だけやるようにしている」

「そう、なんですか？」

「夏休みの課題は、日ごろから勉強をする習慣付けの延長だからな。一気にやること自体、私は間違っていると思う」

　なんか次元が違う話をし出したな、このお嬢様。

「はいはい、夏休みにもなってないのに夏休みの宿題の話をするのはそこまで。これからの話をするぞ」

「それで？　今日はどうするんだよ、瑠る宇う助すけ？」

　せっかく来たんだから暴れさせろ、と真白が目線で訴えかけてくる。

　そんな真白に対して朗報を告げねばならないことが非常に心苦しい。

「今日は普段の俺たちがやらないようなことをしようと思っている」

「というと？」

「《偽ぎじ獣ゆう》に積極的に喧けん嘩かを売る。というか見つけ次第、狩りまくる」

　この本日の方針に驚く献と雉子。

「瑠宇助！　お前それ、サイコーじゃんか！」

　そして嬉うれしそうにバシバシと人の背中を叩たたく真白。

　ホントに思うよ。真白、お前はつくづく持っているよな。ここぞという美お味いしい場面を決して外さないんだから。

「基本は変わらない。『繭』を見つけるべく、どこか１ヵ所に屯たむろしている《偽獣》の群れを見つけたら積極的に狙っていく。……その上で、今回注目したいのが、人語偽獣だ」

　それは言わずもがな、昨日田た中なかたちを惑わせた「助けて」と喋しやべる《偽獣》だ。

「昨日、この《偽世界》には、俺たちと田た中なかたちの２チームがいたわけだが、人語偽ぎじ獣ゆうはなんで田中たちを狙ったと思う？」

　同じ現場にいた雉子きぎすと献こんが顔を見合わせる。

「『穴』より遠い位置にいた方、つまり逃がし辛づらい方を狙ったから？」

「単純に田中さんたちしか気付いていなかったのではないでしょうか？」

「俺も献と同意見だ。昨日、田中たちが狙われたのは、事前にあった《偽獣》たちとの戦闘で察知されたからであり、逆に俺たちは気付かれていなかったんだと思う」

　便利で楽ちん、魔法少女雉子の『探知魔法』のおかげというわけだ。

「なるほどね」

「だから今日は、逆に目立って見つかりにいく」

「でもさ、瑠る宇う。それっていいの？　普段やっていることと真逆だよ？」

「俺たちがいつもやっているのは、あくまで効率重視の常じよう套とう手しゆ段だんなだけだからな。むしろ『隠れる時間や手間が勿もつ体たいない』って言って隠れない《覚醒者》チームだって普通にある」

　単純に《偽装》に自信があったり戦力が揃そろっていたりするようなチームは、最初から《偽獣》を気にせず邁まい進しんする。以前ちょっかいを出してきた蜷局とぐろ原ばらたちチームＳＮＡＫＥスネイクなどが、まさにそれだ。

「つまり今後は、ウチのチームもガンガン行くという話だな」

　期待に満ちた目をする真ま白しら。

「そんな話はしていない」

「まあそうですよね。瑠宇クンがいる時点で、ウチの火力不足は慢性的と言えますから」

　しっかりと辛辣な献さん。

「確かに瑠る宇う助すけの《偽装》は、《偽獣》１匹碌ろくに倒せないザコだしな」

「サポート特化型なんて言われて馬鹿にされてるもんね」

　同意するな、お２人さん。まあ間違ってないけど。

「それでも瑠宇クンがやると言ったということは、当然、思惑があるんですよね？」

「人が常に悪いこと考えてるみたいに言うな」

「でも瑠宇クン、悪いこと考えないと死んじゃうじゃないですか」

「俺はマグロか！」

「私はエンガワが好きです」

　オッケー、分かった。献の話に付き合うのは不毛だな。

　というわけで意図を説明する。

「今日の目的は人語偽獣の炙あぶり出だしだ。暴れて目立って奴やつが仕掛けてくるのを待つ。またそれと合わせて、昨日、田中たちが人語偽獣と遭遇した洞窟を確認しに行くつもりだ」

「それって、もしかしたら『繭』があるかもしれないから、ってことだよね？」

　雉子きぎすの質問に俺は頷うなずく。

「その洞窟自体は、引き継ぎ前に田た中なかたちがすでに探索済みだと、貰もらった報告書に載っていた。とはいえ、もしかするとどこかに隠されている可能性があるかもしれないと思ってな」

「地下室へ続く階段があるかもしれないってことだね！」

　目を輝かす雉子。一方で、今回の偽世界事件に初参戦の真ま白しらは、訝いぶかしむだけだった。

「なんの話だ？」

「これまでとは違う状況を疑ってみようって話だ。……とまあ、とりあえずの方針としては以上の２つ。その上で、注意すべきは《偽世界》の『変質』。特に《偽ぎじ獣ゆう》の変異種だな。これからこの《偽世界》で暴れまわるわけだが、黒い灰を纏まとった変異種が出てくることが十分に予想される。その厄介さはあえて言わなくても分かるよな？」

　以前、蜷局とぐろ原ばらたちに絡まれた際にイレギュラーで遭遇した変異種は、普通の《偽獣》とは強さが段違いだった。

　──《偽装》という能力により、《偽獣》を倒すことに特化した《覚醒者》すら十分に殺しきる可能性を秘めた化け物。

　それが変異種である。

「変異種を相手にする場合、以前の時と同じフォーメーションを想定している。俺たち３人で削りと時間稼ぎ、トドメは雉子の『魔法』で仕留めてもらう」

「本音を言えばサシでやりたいが、贅ぜい沢たく言える状況でもなさそうだしな」

「聞き分けがよくて助かる。その分、真白には先陣を切って暴れてもらうつもりだ」

「話が分かるじゃねぇか」

「とりあえず、俺からは以上だ。何かあるか？」

　３人を見回すも、問題ないといった感じで思い思いに頷いている。

「なら作戦開始だ。雉子、『探索魔法』を頼む」

「うん、分かった」

　雉子が手を翳かざすと、身体からだの一部から文様が浮かび上がり、その手に魔法の杖つえが出現する。

　同様に献こんの手には巨大な狙撃銃、真白の両手には扱いやすそうな手て斧おのが現れる。

　ちなみに俺の《偽装》である黒い手袋は、《偽世界》に入った瞬間からすでに装着済みである。

「それじゃあ、狩りを始めるとしよう」







　深い森の中を１匹の虎のような《偽獣》が歩いている。

　虎型偽獣は、何かの物音に気付き立ち止まると、ふと真上を見上げた。

「！」

　そこには、頭上にある枝の上から飛び掛かる真ま白しらの姿があった。

　空中で手て斧おのを振りかぶる真白は、落下の勢いを乗せた一撃を、虎型偽ぎじ獣ゆうの頭に叩たたき込こむ。

　その一撃で地面に叩きつけられた虎型偽獣は、それだけで動かなくなる。

　そしてすぐに、その身体からだは黒い灰となって霧散し、跡形もなく消えてなくなった。

「これで６匹目」

『ナイス真白ちゃん。そのまま右手の方角に向かって。５匹固まってるよ』

「いいね」

　手に持っていた手斧をあっさりと放り捨て、両手に新たな《偽装》を生み出した真白は、イヤフォンから聞こえてくる雉子きぎすの指示に従い、森の中を走り出す。

　そのまま高々と跳躍し、太い木の枝を伝うようにして、森の中をぐんぐんと進んでいく。

「見つけた」

　群れていたのは狼おおかみ型偽獣。これまでの《偽世界》でも目にしたことがあるタイプだが、今そこにいるのは、それらよりも一回りは大きい。

　おそらく『変質』の一種だろう。元々いた《偽獣》たちが、進化でもするように変化し始めている。

「関係ねぇ」

　その中の１匹に狙いを定めた真白は、太い枝の上から空中に飛び出すと、両の手に逆手で握り込んだナイフを振り上げ、真上からの奇襲を仕掛ける。

　背中に深々とナイフで突きさされた狼型偽獣は、真白を背に乗せたまま暴れまわる。その背に跨またがる真白はまるでロデオでもするようにして、何度も何度もナイフを突き立てた。

「オラオラ！」

　そんな真白の攻撃に、狼型偽獣はついには地面に倒れ込み、黒い灰になって消える。

　当然、他の狼型偽獣たちは、すぐさま臨戦態勢になって襲い掛かろうとした。

　だがそのうちの１匹は、頭を横から撃ち抜かれ、数歩よろけたところで地面に倒れる。

　これに驚いた別の１匹が、銃弾が飛んできた方に目を向ける。それと同時にその眉間には同じように穴が空き、その狼型偽獣も地面に崩れ落ち、黒い灰になった。

「おコマ、人の獲物を横取りするな」

『早い者勝ちです』

　その言葉に対して楽しそうに笑う真白は、自分を狙って突撃してくる別の１匹に向かって真正面から向かっていく。

　そして牙が並ぶ大きな口を開きながら飛び掛かってきた狼型偽獣に対して、地面を両膝で滑るように躱かわしながら、相手の真下からその首元に向かってナイフを突き立てる。

　両者のすれ違う勢いも相まって、綺き麗れいに腹を引き裂かれた狼型偽獣は、内臓を地面にぶちまけるかの如ごとく黒い灰を吐き出しながら霧散して消えた。

　そのまま真ま白しらは切れ味が悪くなった両手のナイフを放り捨てる。

　そんな真白の隙を狙うように、背後から最後の１匹が飛び掛かった。

「はいダメ」

　その偽ぎじ獣ゆうが突然、見えない何かに顔をぶつけたかのように鼻を打ち付け、バランスを崩して仰あお向むけに地面に転がる。

　そこに、新たに生み出された手て斧おのを握る真白によってトドメの一撃を叩たたき込こまれる。

　俺たちは順調に暴れ回りながら、『変質』が始まった《偽世界》の中を進んでいく。

　フォーメーションは、真白が突っ込む形で先行し、フォロー役の俺はすぐその後ろ。

　さらに少し離れた後方に、周囲を探知しながら指示を出す雉子きぎすと狙撃を行う献こんが続くという布陣だ。

　今のところは順調で、変異種にもまだ遭遇してはいない。

　とはいえ、先ほどの狼おおかみ型偽獣のように『変質』の兆候は確認できるので油断はできない。

　なんにしてもこうして暴れることで、俺たちがこの《偽世界》に入り込んだことは気付かれ始めており、襲われる条件は整いつつあるだろう。

　そうこうしている間に、当初の目的地であった、田た中なかたちが襲われた洞窟に到着した。

　入口から覗のぞき込こむと、中は比較的広いようであり、奥までは暗くて見えない。

「雉子、洞窟の中に《偽獣》がいるか探知できるか？」

「うーん、どのくらいの深さがあるか分からないからなんとも言えないけど、とりあえず探知できる範囲には見当たらないかな？」

「その『探知魔法』って地形までは把握できないのか？」

　洞窟を覗き込む真白の質問に、雉子が頷うなずく。

「うん。範囲内にいる《偽獣》と《覚醒者》の位置情報だけしか分からない」

「そうか。こういう洞窟とかの内部構造も一緒に把握できれば便利なのにな」

　そんな真白の何気ない呟つぶやきに、雉子がポンと手を叩いた。

「……なるほど。確かにそうだね。ちょっと『探知魔法』を作り直してみようかな」

　なんだか妙なことを言い出した雉子に、俺は質問する。

「ちなみに、それってすぐできるのか？」

「大丈夫大丈夫、ほんの２時間あればできるから」

「よし、次回までの宿題ということで、今日はこのまま行きます」

　悠長に待っていられないので宿題案件として片付けた俺に、雉子が「えーっ！」と文句の声を上げる。

　そんな俺たちのやり取りを見ていた真白が献に尋ねた。

「おコマ、私はこういうのにそこまで詳しくないんだが、魔法っていうのは、そんなホイホイ簡単に変えられるものなのか？」

「私の知る限りですけど、ファンタジーに出てくるような魔法でそれはほとんどできませんね。優ゆ良ら希ぎさんの雉子きぎす式魔法ならではだと思いますよ」

《偽装》という能力は、「使用者のイメージを具現化する能力」であり、これを使い、《覚醒者》たちは、《偽ぎじ獣ゆう》を倒す為ための様々な武器を生み出している。

　雉子の『魔法』は、その延長線上にあるモノであり、雉子は再現不可能だった《偽装》による魔法再現をゼロから組み上げた。

　これを俺たちは形式上『雉子式魔法』と呼称している。

　それは雉子にとってゼロから構築した技術だからこそ、雉子の匙さじ加か減げん一つで魔法の仕様を作り直す調整が可能であるらしい。

　本人に言うつもりはないが、結局、雉子は天才なのだ。

　そんなことを考えながら、洞窟を調査する段取りを３人に説明する。

「中に入るのは、真ま白しらと俺だけ。雉子と献こんはここで待機。周囲を警戒しておいてくれ」

　素直に頷うなずく真白と献。雉子は「私も探しに行きたい」と不満そうだったが、周囲の森を執しつ拗ように警戒する俺の意図を理解したらしく、渋々といった感じで頷いた。

　というわけですぐに調査開始。

　俺と真白は、一緒になって洞窟の中を覗のぞき込こむ。

「やっぱり暗いな」

「ライト点けるか」

　俺は手の中に《偽装》でライトを生み出す。

《偽装》はイメージを具現化する能力なので、慣れれば武器だけでなく、こういった小物くらいなら作り出すことができるようになる。

「それじゃ行ってくる」

　洞窟の暗闇をライトで照らしながら、俺と真白は奥へと進んで行く。

「それで瑠る宇う助すけ。この洞窟には何かあると思うか？」

「いや、９割方何もないと思っている。とはいえ昨日、田た中なかたちがここで襲われたことを考えると、何もないとは断言できないからな」

「一応調べておく必要がある、ってことか」

「まあむしろ別の可能性を考えているけどな」

「？　なんだよ、別の可能性って？」

「ここで俺たちに、人語偽獣が奇襲をしかけてくる可能性だ」

　洞窟の壁を照らしながら歩く俺の言葉に、真白がギョッとする。

「どういうことだよ？　中に潜んでいるってことか？」

　昨日ここで田中たちがまんまと罠わなにハメられたという事実も相まって真白の表情に緊張が走る。

「なくはないが、あるとしたら外からだろうな」

「外？」

　真ま白しらが後ろを振り返り、遠くに光る洞窟の入口に目を向ける。

「この状況は俺たちを叩たたき潰つぶす絶好のシチュエーションだ。もし俺が人語偽ぎじ獣ゆうの立場だったら、周囲の森から一気に襲い掛かり、俺たち４人を洞窟の中に押し込める。後は数の有利を活いかした、《偽獣》お得意の自分の命を屁へとも思わない物量戦法で攻め続ければ、逃げ場のない俺たちはいずれ潰されて終わりだ」

「確かにそうかもだが、……それ以前に《偽獣》にそんな知性があるのかよ？　少なくとも私はこれまで倒してきた《偽獣》たちにそんなモノを感じたことはないぞ」

「俺も似たようなもんだ。でも今回のヤツは言葉を喋しやべって、こっちに罠わなを仕掛けてくるような相手だ。そういう頭があると想定するのは間違いだとは思わない」

「仮にそうだとしてだ。私たちがこの洞窟をこうやって調べに来たのは、たまたまだろ？　そう都合よく待ち伏せしているなんてことは……」

「そうか？　もし《偽獣》たちが俺たち《覚醒者》の行動パターンを分析できるとしたら、十分予測できると思うけどな」

　ライトで壁を照らしながら、俺は続ける。

「昨日、田た中なかを襲った時点で、後日、他の《覚醒者》たちが再びここに調査にくる可能性は十分想定できる。《偽獣》の立場からすれば、未いまだ『繭』を発見できず手がかりが欲しい《覚醒者》たちの行動は読みやすいからな。現に俺たちは、この洞窟の存在を無視できずに、こうして調べている。ならそのタイミングを狙って襲い掛かるのは当然の計略だ」

「そうかもしれないけど……」

「そう怖がるなって。あくまでもそういう可能性があるって話だ。実際そこまでの頭が人語偽獣にあるかは分からない。だから、そういうのを測る意味でもここに来る意味はあると思っていたんだ」

「……」

「俺は敵を過小評価する気もなければ、過大評価する気もないからな」

「……」

「なんだよ、真白？　さっきから黙って？」

「いや、なんというか、いつも人の裏をかくことしか考えていない瑠る宇う助すけらしい発想だと思っただけだ。……というか、やっぱり性格悪いよな、瑠宇助って」

「ほっとけ」

　そんな会話をしながら洞窟探索を続けるも、あっという間に最奥まで到着。念のために注意深く調べて回ったが、やはり『繭』が安置されている秘密の部屋に通じる隠し通路みたいなものがある様子はなかった。

「戻るか」

　入口まで引き返すと、俺たちの報告を心待ちにしていたであろう雉子きぎすと目が合った。そんな目を輝かせていた雉子に向かって、俺は両手で「×」を作った。

「なんだ、ハズレか」

　とてもがっかりしていた。

　一方で俺は、そこまで落ち込んではいない。少なくとも人語偽ぎじ獣ゆうが、この機会を突いてくる相手ではないということが分かったからだ。

「これからどうしますか、瑠る宇うクン？」

「同じだ。お目当ての相手がアプローチしてきてくれるまで、アピールし続けるだけだ」

　というわけで、狩りを再開。これまで同様、雉子の『探知魔法』で見つけた端から《偽獣》たちに襲い掛かり狩っていく。

『えっと……次は左の方かな？』

「ちょい待ち」

『？　どうしたの瑠宇？』

「右の方がいいな。そっち側に進んで行こう」

　時折、周囲の地形を確認しながら向かう先を調整しつつ、《偽世界》の中を進んで行く。

　──そしてその瞬間は訪れた。




「タ、タス、タスケテ」




　その声を聴いた瞬間、俺と真ま白しらは立ち止まった。





　　　３．人語偽獣






「瑠る宇う助すけ！」

「ああ、俺も聞こえた」

　一定間隔で、どこからともなく聞こえてくる、人のような声。

「献こん、雉子。声が聞こえた。合流してくれ」

　俺が少し離れた後方からついてきている２人に呼び掛ける中、周囲を注意深く見回してた真白が、ある方向を指差した。

「あっちの方角から聞こえる」

　真白が指差す森の奥。たしかにそちらから聞こえてくる。

　やってきた雉子と献にもすぐさま情報を共有した。

「瑠宇、間違いない。この奥に《偽獣》たちの反応が沢山ある」

『探知魔法』のおかげで裏取りできたことで、この先に人語偽ぎじ獣ゆうが待ち受けていることが確定した。

「それでどうするんですか？　瑠る宇うクンのことですから、このまま潰すだけで終わりということはなさそうですが？」

　流石さすがは歴戦のストーカー様だ。しっかり俺のことを把握されているようで嫌になる。

「あえて誘いに乗るつもりだ。行くのは俺と真ま白しらだけ。献こんと雉子きぎすは、気取られないように狙撃ポイントを見つけて待機。俺が合図を出すまで手を出さないでくれ」

「その心は、なんでしょう？」

「そりゃもちろん、人語偽獣を観察するためだよ」

　献たちと別れ、俺と真白は声の聞こえてくる方へと足を進める。

　近づけば近づくほど、その声はどんどんはっきりとしてくる。

「タスケテ……タスケテ……」

　響いてくるのはどこかハスキーで、男とも女とも捉えられる、そんな声。

　そのまま進んでいくと、森の中の地形が変わっていくのに気が付いた。

「窪くぼ地ちか。いい場所を選ぶな」

　予あらかじめ罠わなだと分かっていたとしても、その中を進んでいくというのは、あまり気分のいいものではない。

　道なりに進んでいくと足元が下がりはじめ、周囲が切り立ったように高くなっていく。

　そうした盆地の先に、何かが倒れているのが見えた。

　大きさは人間１人分くらい。声が聞こえてくるのは間違いなくそこからだ。

「タ、タス、タスケテ」

「おい、大丈夫か！」

　まんまと騙だまされた《覚醒者》を装い、俺はわざとらしく駆け出し近づく。

　するとそいつはムクリと顔上げ、大きく息を吸い込んだ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　直後、そいつの口から周囲に響き渡る奇妙な声色が発せられる。

　それが辺り一帯に広がった途端、周囲に隠れ潜んでいたと思われる《偽獣》たちが一斉に姿を現した。

「ばっちり罠だな」

　窪地の中、自分たちを囲むような地形の上からこちらを見下ろす《偽獣》たちを、真白が楽しそうに見回している。

　その一方で、俺はそんな周囲には目をくれず、ただ目の前にいる１匹の《偽獣》だけを注視していた。

　顔を上げたそいつは毛むくじゃらの化け物。顔立ちからその立ち姿まで、まるで猿のようであり、全身黒い毛で覆われている。

　そいつはランランと輝く目でこちらを見ながら、楽しそうに笑っているようだった。

「お前、何者だ？」

「タ、タタタスケ、タスケ、ケタケタケタ……」

　奇妙な笑い声を響かせるその人語偽ぎじ獣ゆうは、俺たちが自分の誘いにまんまと釣られた様子を見て、嬉うれしそうに手を叩たたいている。

　そこから視線を巡らせるように周囲を見回すが、俺たちを囲むのは先ほどまで狩っていた普通の《偽獣》たちで、目の前にいる人語偽獣と同種は他にはいなさそうだ。

　察するに、こいつは珍しい種類の《偽獣》であり、先ほどの様子から、発声によって他の《偽獣》たちを従わせている可能性がある。あの発声により《覚醒者》を見ればすぐに襲ってくる《偽獣》たちを、ある程度統率していると見るべきだろう。

　とりあえず、それだけ分かればいい。

「もういいぞ」

　だから俺は合図を出した。

　次の瞬間、銃声が鳴り響き、続いて魔法による爆発が起こる。

　俺たちを囲んでいた《偽獣》たちは、隠れて様子を窺うかがっていた献こんと雉子きぎすの攻撃によって、次々と吹っ飛び始める。

　さらにこちらに向かって襲い掛かってきた《偽獣》もまた、真ま白しらが手にする《偽装》によって惨殺されていく。

　ご満悦だった人語偽獣は、この状況に驚いたようだったが、すぐに「ケタケタケタ」と気味悪く笑い始めた。

「ヤル、コイツラ、ヤル」

　別の言葉を喋しやべったかと思うと、「[image: ][image: ][image: ][image: ]!!」と再び甲高い声を上げる。

　すると１匹の《偽獣》が奥から飛び出してきた。

「！　瑠る宇う助すけ、アレ！」

「ああ、変異種だ」

　俺たちの前に飛び出してきたのは、ここまで、この《偽世界》で見た狐きつね牛うし型偽獣。

　しかも獰どう猛もうに歯をむき出しにするそいつは、元の面影はあるものの、その様相は狂暴に変異し黒い灰を纏まとっている。

　そして──

「……そりゃ、そうだよな」

　まるで目の前の変異種が纏う黒い灰に呼応するように、人語偽獣の体からも黒い灰が舞うのが見えた。

　言葉で《覚醒者》を惑わし、その声により他の《偽獣》をも操る人語偽獣もまた、『変質』の影響を受け、変異種へと変貌していた。

「まずは目の前のコイツからだな」

　この状況に臆することなく、むしろ不敵に笑いながら変異種の狐きつね牛うしに突っ込んでいった真ま白しらは、両手に手て斧おのを出すと、すれ違いざまにその身体からだに一撃を叩たたき込こむ。

　だがその表情は優れない。

「やっぱり固いな」

　真白の攻撃で変異種の体に傷が付くも、普通の《偽ぎじ獣ゆう》のようなダメージが通らない。

　狐牛は俊敏な動きで爪を振るうが、真白はこれを紙一重で躱かわし、自らの《偽装》を叩き込んでいく。

《偽装》の恩恵とも云いえる《覚醒者》の身体能力向上は、《覚醒者》たちが自身の《偽装》を生み出す際に込めるイメージによって違いが出る。

　真白はこのイメージ精度が段違いに高い。

　徹底的な作り込みとも呼べる精巧なイメージ密度により、普通の《覚醒者》たちよりも、身体能力の向上幅が大きく秀でているのだ。

　適性や相性もさることながら、自身が扱う武器に対する明確で純粋な思いや感情、そして欲望。それらが研ぎ澄まされており、複数武器を扱う自身のイメージが完璧にでき上がっている。

　その一方で、真白が次々と持ち替える《偽装》の武器そのものは、他の《覚醒者》が使用する武器と比較しても明らかに見劣りする。

　他の《覚醒者》が扱う《偽装》が一点モノの特別な専用武器であるとしたら、真白の武器はその辺で購入できる大量生産品だ。

　普通の《偽獣》相手なら問題ないが、覚醒者有利の相性をポテンシャルだけでひっくり返す変異種が相手だと、手数で圧倒できても一撃の威力にはどうしても欠けてしまう。

　……とはいえ、それだけである。

　一撃を喰くらっただけで大きなダメージに繋つながりかねない変異種の攻撃を、真白は全て躱し続け、自らの攻撃を一方的に叩き込み続ける。

　１発もらえば終わりのような状況で、本人は残虐な笑みを浮かべ、この状況を心底楽しんでいる。

　そうしてその間に、献こんの銃撃と雉子きぎすの魔法によって他の《偽獣》たちは全滅していた。

　残るは変異種である狐牛と人語偽獣のみ。

　通信機で後方２人に指示を出し終えた俺は、真白に向かって声を掛ける。

「真白、援護に入るぞ」

「あん？　こいつは私ひとりで……」

「命令だ」

「わかったよ！」

　その一言で、舌打ちする真ま白しらが狐きつね牛うしからいったん距離を取った。

　直後、狐牛に向かって献こんの銃撃が撃ち出されるも、狐牛はこれを難なく回避する。

『瑠る宇うクン、カウント３で願います』

「３、２、１」

　自らが口にするカウントに合わせて黒い手袋をした右手を前に出す。それと同時に背後から響く銃声。

　もちろん狐牛は、この銃撃を回避しようと地面を蹴る。

「！」

　だがその瞬間に合わせ、俺が前に出した右手を握りしめると、その体たい躯くがビクリと痙けい攣れんし、動かなくなる。

　そんな狐牛の腹部に献の弾丸がめり込み、大爆発を起こす。

　悲鳴に似た叫び声をあげる狐牛の腹部に、献の榴りゆう弾だんによって穴が空いていた。

　それでも倒れない狐牛と目が合う。

「ああそうだよ。お前の足を止めたのは俺だよ」

　相手を挑発するように、黒い手袋をした右手をヒラヒラさせる俺の言葉を理解したかは分からない。

　どちらにしろ気に入らなかったのだろう。狐牛が俺に向かって突っ込んで来た。

　だが、その時にはすでに、俺の後方で雉子きぎすが杖つえを振り上げていた。

「氷の進撃バルド」

　地面から突き出す氷の群れに体の後ろ半分を飲み込まれ、狐牛は身動きを取れなくなる。

　そして、そんな動けない獲物を放置するほど、うちの戦闘狂は優しくない。

「トドメだ」

　高々と跳躍した真白の両手に握られているのはスレッジハンマー。

　体を大きくひねった状態から振り下ろされる大型ハンマーの渾こん身しんの一撃は、ピンポイントに狐牛の頭部に叩たたき込こまれる。

　すべての力が集約されたような完璧な一撃は、狐牛の脳天を文字通り叩き割り、色々と飛び出すなどのあまり表現したくない、グロい光景と共に狐牛を沈黙させた。

「やっぱりいいな、コイツ」

　最近ラインナップに追加した武器の感触にご満悦な真白お嬢様は、うっとりしながら手にしたハンマーを眺めている。

　ぺろりと唇を舐なめる姿は、どこか妖よう艶えんであり、だからこそ余計に恐ろしい。

　さて、残るはあと１匹。

　──と思ったところで、俺は思わず目を見開いた。

　人語偽ぎじ獣ゆうが逃げ出そうとしていた。こちらに背を向け一目散に。

「逃がすかよ！」

　そんな背中を見せる相手を、真ま白しらは嬉き々きとして追いかけようとする。

「待て、真白！」

　そんな真白を俺は止める。

「なんだよ、瑠る宇う助すけ！　早くしないと逃げられるぞ!?」

「そうじゃない。逃げた」

「？　だから、追いかけるんだろうが！」

「真白お前、今まで《偽獣》が目の前で逃げ出したのを見たことあるか？」

　そこで真白はハッとなり、逃げ去っていく《偽獣》の異質さをようやく理解する。

「……ない。アイツら自分の命を顧みずに突っ込んでくるからな」

　そう《偽獣》は逃げない。奴やつらは目的のためなら自分の命に執着がないと思えるくらい愚直に襲い掛かってくる。

　恐怖を感じないのか？　あるいは連中にとって死という考え自体がないのか？

《虚無》に漂う悪あしき概念でしかない《偽獣》たちは、《偽世界》において受肉する。そんな《偽世界》で連中が死んだらどうなるのかは分からない。

　ただ、もし元の概念だけの存在に戻るだけだとしたら？

《偽獣》たちにとって肉体の死など、取るに足らない出来事、ということになる。

　そうして奴らは何度でも新たな肉体を手にして蘇よみがえれるとしたら？

　自分たちの天敵とも呼べる俺たち《覚醒者》相手に、何の恐れもなく襲い掛かってくるのも頷うなずけてしまうのかもしれない。

　なんにしても、やはり《偽獣》との戦闘は厄介だ。戦いになると、追い払えることはなく全てを倒しきるしかないのだから。

　──それなのに、あの人語偽獣は逃げた。もしかして……。

「どうせまた罠わなか何じゃないのか？」

「……そうかもな」

「？　何を難しい顔してんだよ。とにかく今からでも追いかけ……」

　そう息巻く真白を前に、俺は首に右手を当て、思案する。

「──いや、いったん引き揚げよう」

　俺の言葉に真白が目を見開き、傍そばで俺たちの様子を見ていた雉子きぎすもまた驚いている。

「はぁ？　なんでだよ！」

「疲れたし、腹が減った」

　そう答えたら、当然、真白が怒り出した。

「おい、瑠宇助。テメェふざけてんのか？　アイツを逃がす理由はないだろうが！」

「逆に言えば倒す理由もない」

「？　どういうことだよ？」

「目的を履き違えるなって話だ。俺たちの目的はあくまで被害者の救出であって《偽獣》の討伐じゃない。その目的さえ果たせるんだったら、あの人語偽ぎじ獣ゆうはこの《偽世界》が消滅するまで無視してもいいくらいだ」

「そうかもしれないが、だからって逃がす意味も……」

　なおも食い下がる真ま白しら。そんな俺たちのイヤフォンに、狙撃ポイントから見ている献こんの声が響く。

『真白さん、いったん《偽世界》から出ましょう』

「おコマまでなんだよ!?」

『瑠る宇うクンの意見も一理あると思います。人語偽獣とは接触できましたが、変わらず「繭」が安置されている場所が発見できない以上、仕切り直しも１つの選択かなと』

「そうかもしれないが……」

『というのは建前で、正直私も疲れました。甘いものが食べたいです』

「……真白ちゃん、私もちょっと休憩したいかも」

　俺たちの意見に便乗するように、雉子きぎすもまた恐る恐るといった感じで手を上げた。

　そんな俺たちの意見を前に真白が「分かったよ！」と叫ぶ。

「その代わり、瑠る宇う助すけのおごりだからな！」

『パフェごちそうになります』

「私、ケーキがいい！」

「分かった、分かった。奢おごってやるよ」

　そうしていったん引き揚げることにした俺たちは、４人で固まりながら『穴』に向かって移動を開始する。

　その最さ中なか、明らかに嬉うれしそうでご機嫌な献の様子が、気になって仕方がなかった。







　──《偽世界》から現実世界に戻って30分後。

　ショッピングモール内にある喫茶店のテーブルの上には、ケーキの皿とパンケーキの皿と空のパフェグラスが並んでいた。

　というか、人の奢りだからってキミたち食べ過ぎでは？

「それで瑠宇助。この後はどうするんだよ？　当然もう１回行くんだよな？」

　甘いモノで溜飲が下がった真白が、再びやる気を見せてくる。

「いや、今日はここまでにしよう」

「はぁ？　なんでだよ!?」

「単純に俺が疲れた」

　言葉通りやる気なさげに俺は答える。

「私は元気だ！　それに今回の特殊偽世界事件に私が絡めるのは、もう今日だけしかないんだぞ！」

「十分楽しんだだろ？」

「まだ足りない！」

「さっき《偽世界》で献こんが言った通りだ。『繭』はまだ見つけられていない。やるにしても何かしら手段を考える必要があるだろ？」

　そんな意見を曲げる様子のない俺を見て、真ま白しらはつまらなそうにため息を吐ついた。

「分かったよ。なら私は今回ここまでだな」

　不機嫌そうに、それでも自分の中で折り合いを付けたように、真白は引き下がった。

　そんな中、オレンジジュースに刺さったストローを咥くわえていた雉子きぎすが口を離した。

「ねえ、瑠る宇う。ちなみにそれってさ、別に諦めてるってことじゃないよね？　もしそうなら私、かなり嫌なんだけど」

　雉子のはっきりとした意見に、俺たち３人は驚いた。

「珍しいな。『魔法』だけ使えていれば満足少女がそんなこと言うなんて」

「確かに私は『魔法』だけ使えていれば幸せいっぱいです」

「いっぱいなのはいいことだ」

「でも、目の前の分からないことから逃げるのはもっと嫌なんだけど」

　不機嫌そうに雉子が俺を睨にらむ。

「逃げるのは悪いことなのか？」

　雉子の目を真正面からジッと見返しながら尋ねると、雉子は少しだけ目を伏せ、ゆっくりと口を開いた。

「……そうは言い切れないと思う。現に私はこれまで色んなものから逃げてきたから」

　それは自分の過去にある出来事の中に、そう思ってしまうことがたくさんあるのだろう、というのはこれまでの雉子を見ていれば察することができる。

　だが雉子は顔を上げ、こう続けた。

「『日常ふつうのせいかつ』じゃ逃げるしかないことは多いと思う。でもさ、『非日常こつちがわ』ではそうじゃないと思いたいから。その……こうして皆と一緒だから、自分たちに任されたことを、私は皆と一緒にやり遂げたいって気持ちがある……みたいな」

　──そんな自分の胸の内にある想おもいをたどたどしく語る雉子の言葉に、俺は聞き入ってしまっていた。

　それは人見知りで引っ込み思案で、それでも何かを変えようとしている女の子の言葉であり、これまで少なからず一緒の時間を過ごしてきた雉子優ゆ良ら希ぎという彼女が口にした、些さ細さいな願望であり本音だと思ったからだ。

「も、もう静かにならないでよ」

　恥ずかしそうにモジモジする雉子きぎすを見て、思わず笑う。

「悪い悪い、雉子にしてはいいことを言ったと思ってな」

「あー、瑠る宇うがヒドイこと言った！　ケーキおかわりしてやる！」

「体重が気にならないなら好きに食え」

「わ、私太ってないもん！」

　そんな俺たちのやり取りを見て、献こんがくすくすと笑う。

「私にも優ゆ良ら希ぎさんの素直な気持ちは伝わりましたよ。そんな優良希さんの気持ちに応えたい、そんな風に思いませんか、瑠宇クン？」

　優しい笑みを浮かべる献の言葉に、嬉うれし恥ずかしというように、はにかむ雉子。

　一方でそんな献からのにこやかながらも無言の圧を向けられた俺は、「そうだな」と相槌を打ちつつ、首元に右手を当てながら席を立つ。

「どうしたの、瑠宇？」

「ちょっとお花を摘みに行ってくるわ」

　そう席から離れようして、ふと静かな一角があることに気が付く。

　真ま白しらは、ただ黙っていた。







　──それから20分ほどして、ちょうどテーブルに戻ってきたタイミングで、俺たち全員のスマホが一斉に震えた。

　最初にスマホを手に取った献が口を開く。

「焔ほむらさんからです。どうやら何かあったみたいですよ」

　立ったままの俺も自分のスマホでＣａｉｎカインを確認する。

　送り主は、献の言う通り焔さんで『今すぐアジトに戻ってこい』と書いてある。

　そして続く内容を見て、俺はニヤリと笑う。

「これはすぐにアジトに戻った方がよさそうだな」

　そこには、続けてこう書かれていた。

『郁いく人とから「Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ」のヤツと一緒に来ると連絡があった』





　　　４．クラン『Ｗａｌｈａｌｌａ』の介入　と　７日ルール　と　頂上対決






　真白お嬢様がいることもあり、俺たち４人はタクシーを使い、急ぎ『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のアジトに戻ってきた。

　近くでタクシーを降りた俺たちは、そのままの廃工場の入口に向かう。

「ねぇ、瑠る宇う。なんで『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』の人が『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のアジトに乗り込んでくるの？　カチコミってヤツ？」

　知らない人（タクシーの運転手）がいなくなった途端、普通に喋しやべり出した雉子きぎすが物騒なことを言い出した。

「怖いことを言うんじゃない。さっきのメッセージちゃんと読んだか？　郁いく人とさんが一緒だって書いてあっただろ？」

「じゃあ住すみノの江えさん同伴で、カチコミにくるの？」

「ピエロ同伴のカチコミって、ちょっと面白いな、それ」

　入口の電子錠にスマホを翳かざし、開錠された錆さびついた扉から敷地内へと入る。

「俺たちが呼び出されたってことは、今担当してる特殊偽世界事件の引き継ぎだろうな」

「引き継ぎって、『Ｗａｌｈａｌｌａ』に？　えっ、なんで？　だってこの偽世界事件って『Ｂ．Ｅ．』のナワバリで起こった『Ｂ．Ｅ．』が担当する事件でしょ？」

「ああそうか。雉子はその辺りの事情についてまだ知らなかったか」

「それよりも瑠宇クン。まだ６日目ですよ」

「だから揉もめてるだろうな。焔ほむらさんは大の『Ｗａｌｈａｌｌａ』嫌いだ」

　と歩きながら話している間に、焔さんがいるクランマスターの部屋にたどり着く。

「ちょっと瑠宇、分からない、説明して……」

　扉をノックしドアを開けると同時に、雉子もスンと黙り、献こんの背中に隠れるようにして気配を消す。安定の人見知りっぷりである。

「失礼します」

　中に入ると、そこにはすでに３人の人影があった。

　かなり機嫌が悪そうな、俺たち『Ｂ．Ｅ．』のクランマスターである焔さん。

　加えて、いつも通りの笑みを浮かべるカリバーンエージェントの郁人さん。

　そしてパーカーのフードを被かぶったスカート女子が１人。

「待ってましたよ、灰はい空ぞらくん。いやー、焔さんが話を聞いてくれなくて困っていたんです」

　郁人さんに手招きされ、とりあえず俺１人が前に出る。

　その時、パーカー女子と目が合ったので、にこやかに挨拶をしておく。

「どうも初めまして。『Ｂ．Ｅ．』所属のチームＡｓｈアツシユリーダー、灰空です」

　そんな俺のさやわかスマイルをジッと見ていたパーカー女子が口を開く。

「遊ゆ佐さ。『Ｗａｌｈａｌｌａ』の第三席。よろしく」

　実にそっけなく答えた。

「それで郁人さん。これどういう状況ですか？」

「ちょっとした引き継ぎトラブルってヤツですね」

「まあ『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』のメンバーがここにいるってことは、もしかしなくても、ウチのチームが担当している偽世界事件の話ですよね？」

　そう尋ねると、郁いく人とさんから「そういうことです」と予想通りの回答が返ってくる。

　そして不機嫌そうに黙っていた焔ほむらさんが、ここでようやく口を開いた。

「当事者連中も来たことだし、もう一度聞いてやる。チームＡｓｈアツシユが担当している偽世界事件を引き渡せっていうのはどういう意味だ？」

　これに対して言葉を返したのは、『Ｗａｌｈａｌｌａ』の遊ゆ佐ささんだった。

「別にそのまま。私、何かおかしなこと言った？」

　いつも以上に険がある真ま白しらさんの睨にらみを前にしても、遊佐さんは動じず堂々としている。

「まだ６日目だぞ？」

「もう６日目だよ。明日もダメなら、結局こっちで引き継ぐことになるんだから、今から引き継いでも変わらないでしょ？」

「まるで明日で片が付かないって口ぶりじゃねぇか」

　相手を馬鹿にするような嘲笑を浮かべる焔さん。一方で遊佐さんは淡々としている。

「特殊偽世界事件。しかも怪け我が人にんまで出たって聞いた。もう時間の問題でしょ？」

「メンツの問題だ」

「出来もしないこと言い張ってる連中のメンツって、そんなに重要？」

　一気に険悪なムードが増す。

「『７日ルール』規定の期限を前倒しにする理由はなんだ？」

　威圧的な焔さんの問いかけに対する遊佐さんの理由は、実にシンプルだった。

「私、明後日あさつてから用事があるの」

「あん？」

「他のメンバーも都合が付かない。だからこの特殊偽世界事件が回ってきた場合、スケジュールがタイトになる。なら先に引き継いで明日中に片付けておきたい」

「テメェらの都合なんて知ったことか。心配しなくても、ウチのクランで片付けてやるよ」

　遊佐さんがため息を吐つく。

「これだから嫌なの、口ばっかりの連中の尻ぬぐいは。アンタたちができないから『Ｗａわたｌｈａｌｌａしたち』がやる羽目になる。だったらウダウダごねないでほしいんだけど」

「ごねてねぇよ。ウダウダ言ってんのはテメェだろうが」

　そんなバチバチの２人が、俺のことを同時に見る。

「チームＡｓｈのリーダーくん。明日中に特殊偽世界事件は片付くの？」

「片付くよな、灰はい空ぞら？」

　２人に睨まれてしまい、素直に答える。

「いや、たぶん無理っすね」

　あっさりと白旗を揚げる。

「はい、決まり」

「決まってねぇよ！」

　そうして再び睨にらみ合あう、焔ほむらさんと遊ゆ佐ささん。

「……献こん先輩、さっきからよく分からないんですけど、これって結局、どういうことなんですか？　さっき真まか鏡がみさんが言ってた『７日ルール』ってヤツが原因なんですよね？」

　そんな中で聞こえてきたのは、部屋の隅っこで、この修羅場を見ていた人見知りの雉子きぎすちゃんの声だった。接点の少ない人たちがいる中で静かにしてたが、どうしても気になることが知りたくて献に質問したらしい。

　ただ俺に普通に聞こえてくる声量だったため、当然、俺以外の人間にも雉子の言葉はしっかりと聞こえていたようだ。

「……灰はい空ぞらくん。その子、新人？」

　遊佐さんに見られた雉子が慌てて献の後ろに隠れる。

「その認識で間違いないです。彼女は自分が担当していた偽世界事件がここまで延びることがなかったようなので」

「へぇ、偉いね。……いや、チームＡｓｈアツシユがちゃんとしているのかな？　とりあえず説明してあげなよ。なんで『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』の私がこうして出張ってきているか」

　遊佐さんに促され、仕方なく説明する。

「雉子、この前ちょっと話したから『Ｗａｌｈａｌｌａ』についてはある程度分かるよな」

　献の後ろから顔を出す雉子がコクリと頷うなずく。

「『Ｗａｌｈａｌｌａ』はカリバーン直轄クランとして活動している。まあ実際に何をしているかっていうのは、外にいる俺たちじゃ分からない部分も多い。ただそれでも『Ｗａｌｈａｌｌａ』には俺たち《覚醒者》全てに関係する明確な役割があるんだ」

「明確な役割？」

「『Ｗａｌｈａｌｌａ』は、俺たち全覚醒者の最終防衛ラインなんだ」

　遊佐さんが「上う手まい喩たとえだね」と笑う中、俺は続ける。

「偽世界事件は、中央区で発生したもの以外は、ナワバリを持つ各クランそれぞれが、その責任を持って解決することになっている。ただし全ての偽世界事件には、例外なくある共通のルールが存在する」

「もしかして、それが『７日ルール』？」

　雉子の言葉に俺は頷く。

「どんな偽世界事件でも偽世界発生から７日を過ぎた時点で、『Ｗａｌｈａｌｌａ』に無条件で事件を引き継がなければならない」

「なんで？」

「単純な話だよ。それで確実に片が付くから」

　雉子きぎすの疑問に答えたのは遊ゆ佐ささんだった。

　遊佐さんは続ける。

「《偽世界》は発生から日数が経過すると『変質』が起こりはじめて、普通の《覚醒者》たちじゃ、どんどんと手に負えなくなっていく。俗に言う『難易度が跳ね上がる』って現象だね。そんな難易度が上がり過ぎてしまった偽世界事件を片付けるのが私たちの役目」

「そ、それで、だ、だ、だ、大丈夫なん、ですか？」

　初見さんに対して人見知り全開の雉子に、遊佐さんが頷うなずく。

「大丈夫だよ。だって『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』が介入した偽世界事件の解決率は１００％だから」

「ひゃ、１００％ってことは……」

「どんな偽世界事件であっても絶対に落とさない。だから最終防衛ライン。それが私たち『Ｗａｌｈａｌｌａ』の存在意義の１つ」

　驚く雉子がこちらを見た。だからコクリとその事実を肯定する。

　偽世界対策組織カリバーンが、森もり浜はま市で発生する偽世界事件の数々に対応すべく構築している防衛システム。

　その中の最強カード、それがカリバーン直轄クラン『Ｗａｌｈａｌｌａ』である。

『Ｗａｌｈａｌｌａ』がいるからこそ、発生が確認された偽世界事件は、全て確実に解決されるという実績に繋つながっている。

　もちろん、森浜市で発生する全ての偽世界事件を『Ｗａｌｈａｌｌａ』が熟こなすのは物理的に不可能だ。だからその活動は、『発生から７日以上が経過した全ての偽世界事件』あるいは『特定の事象が確認され一般《覚醒者》では対処不可能と断定された偽世界事件』に限定され、それらの偽世界事件に限り『Ｗａｌｈａｌｌａ』が引き継ぎ対応するという今の形になっている。

　実際、自分たちの後ろには『Ｗａｌｈａｌｌａ』という絶対的守護神がいるという安心感は、《覚醒者》たちの大きな心の支えになっていると言える。

「か、カッコイイ！　流石さすがは最強の４人！」

　そんな素直に瞳を輝かせる雉子の反応に、遊佐さんもまんざらでもなさそうだ。

　とここで、挙手する雉子から遊佐さんに質問が入る。

「あの、さっき第三席？って言ってましたけど、それって『Ｗａｌｈａｌｌａ』で３番目に強い人ってことですか？」

「それは違う」と遊佐さんが否定する。

「『Ｗａｌｈａｌｌａ』の席は４つあるけど序列があるわけじゃない。空席ができたら誰かが座るシステム。私が座ったのがたまたま第三席だっただけで、強さが３番目というわけじゃない」

「なら……遊ゆ佐ささんは何番目に強いんですか？」

「１番。私が最強だから」

　堂々とそう宣言する遊佐さんを前にして、慄おののく雉子きぎす。

「か、カッコイイ！」

「そう私はかっこいい」

　完全に調子に乗った遊佐さん。

「全員全く同じこと言ってるけどな」

　そう横やりを入れてきたのは、焔ほむらさんだった。

「そ、そうなんですか？」

「恥ずかしげもなく全員が全員、自分のことを最強だと思っているめでたい連中が、クラン『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』だ。４チームどれも最強とか馬鹿じゃねぇか」

　とことん喧けん嘩か腰ごしの姿勢を崩さない。

「……あれ？　でも『Ｗａｌｈａｌｌａ』って４人しかいないんじゃなかったでしたっけ？　なのに４チームっていうのは？」

「ああ、『Ｗａｌｈａｌｌａ』は１チーム１人なんだ」

「それってつまり、たったひとりでどんな偽世界事件も解決しちゃうってことですよね！」

[image: ]

　驚きよう愕がくする雉子きぎすは、震える声で呟つぶやく。

「それって、単なる最強じゃないですか」

「そう、単なる最強なの」

　いちいちオーバーリアクションで驚く雉子。

　そして結構嬉うれしそうに乗っかる遊ゆ佐ささん。

　雉子さん、もしかしてお主、よいしょ上手スキルを持ってたりするのではないのか？

「まあそんなわけで私たちは最強だけど、それでもやっぱり４人だから多忙で時間も限られている。だからどうせ迷惑をかけるならこっちの都合に合わせろって、一番非協力的なクランの頭にこうして言いにきたの」

　悪びれもせず語る遊佐さんの言葉に、一瞬にして険悪ムードが復活する。

　さらに遊佐さんの文句は止まらない。

「そもそも《覚醒者》が普通にやって《偽ぎじ獣ゆう》相手に負けるわけがない状況で、きちんと取り組めば《白い花》が咲く前に片を付けられる。それができないのは怠けていた証拠」

「……あのー、お言葉ですけど、遊佐さん。今回の場合は……」

「分かっている。特殊偽世界事件だし、チームＡｓｈアツシユを責める気はない。問題があるとすれば適切な対応をせずに悠長に構えていたクランマスターだと私たちは考えている」

「その私たちっていうのは誰のことだ？」

　焔ほむらさんの声色がまた１つ下がった。

「ランキングトップのクランだかなんだか知らないけど、やることはやってほしい」

「テメェに心配されなくても、勝手にやってるよ」

「信用できないから、こうして私が出向いている」

「お呼びじゃねぇんだよ、ガキが」

　今度は遊佐さんがムッとなる。

「相変わらずキツい性格。そんなだから志し波ばさんに捨てられたんじゃない？」

　あっ、地雷踏んだ。

　立ち上がった焔さんが遊佐さんの胸倉を思いっきり掴つかむ。

「もう１回言ってみろ」

「図星を突かれて怒った？　男に捨てられたことまだ根に持っているなんて、真まか鏡がみさんも意外に可愛かわいいところがあるみたい」

「捨てられてねぇよ。私が捨てたんだよ」

「私たち『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』への嫌がらせもそれが原因だったりして」

　部屋の空気がさらに悪くなっていく。あれ？　ここって『変質』した《偽世界》だっけ？

　もはやタダで済む空気ではない。

　郁いく人とさんは……駄目だ、窓の外から景色を眺めてて、我関せず感が半端ねぇ。

　マジで何にもする気ねぇな、このピエロエージェント。

「さっきからキャンキャン吠ほえるじゃねぇか。まるでテメェの方が強いみたいによ」

「みたいじゃなくて、強いの私。だから『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』にいるの」

　もはやオデコぶつけてのメンチの切り合い、今にも殴り合いに発展してもおかしくない。

　──この状況に、俺は心の中でほくそ笑む。




「ならいっそのこと、勝負するっていうのはどうですか？」




　右手で首に触れながら、俺はそう提案した。

「勝負？」

「どういうことだ、灰はい空ぞら？」

「焔ほむらさんVS遊ゆ佐ささん。場所は、今焦点になっている特殊偽世界事件。明日１日限定で『繭』を見つけて被害者を救出した人間の勝利。もちろん報酬等の手柄は勝った方のもの。もし決着が付かなかった場合は、規定通り『Ｗａｌｈａｌｌａ』へ引き継ぎ、俺たち『Ｂ．バタフライＥ．エフエクト』はこの偽世界事件から下りる。これでどうでしょう？」

　顔を見合わせる焔さんと遊佐さん。

　そんな中、「パチパチパチ」と拍手し始めたのは郁いく人とさんだった。

「素晴らしい提案ですね。僕は賛成です」

　親指を立ててんじゃねぇよ。心の中で「あーよかった。これで片が付く」と思ってるんじゃねぇよ。あと「灰空くんナイスです」って顔するな。

　そんな不真面目エージェントの後押しもあってか、まずは遊佐さんが頷うなずいた。

「私はそれでいい。私が参加すれば明日１日で片が付くから」

「焔さんはどうですか？」

「いいだろう、どこかの勘違いしたガキに格の違いを見せてやるよ」

「では勝負成立ということで」

「それで？　もし私に負けたら『Ｗａｌｈａｌｌａ』さんはどうしてくれんだ？」

　焔さんがなんか言い出した。

「どうするって？」

「勝手な都合でルール無視して無理難題言ってきたんだ。負けました、はいそーですか、で終わるとは思ってねぇよな？」

「何をすればいいの？」

「そうだな。土下座の１つでも入れてもらおうか？」

「いいよ。どうせ負けないから」

「地面に額こすり付ける準備しておけよ」

　このお姉さんはホント大人げないこと言うよね、マジで。

「それで？　そっちが負けたらどうするの？」

「なんでもやってやるよ。負けねぇから」

　そう言い返す焔ほむらさんの言葉を聞いて、遊ゆ佐ささんが郁いく人とさんを見る。

「ピエロさん。真まか鏡がみさんにさせたいコスプレとかある？」

「バニーガールがいいです」

　オッサンは即答した。当然、焔さんに睨にらまれた。

「……って、灰はい空ぞらくんが言ってました」

　速攻で人に濡ぬれ衣ぎぬ着せようとするな。

「じゃあ真鏡さんが負けたら、久く我がちんの店で１日バニーガールということで」

「はぁ!?　なんでカノープスなんだよ！」

「もちろん全クランの《覚醒者》に見てもらえるから。安心して、罰ゲーム当日は久我ちんに大々的に宣伝してもらうから」

　あー、久我さんならお店の売り上げ目当てで、ノリノリで宣伝するだろうな。

「お、おい、それじゃ罰ゲームの釣り合いが……」

「あれ？　もしかしてビビった？　あれだけ煽あおってきたくせにビビった？　まあ、私も鬼じゃないから、今ここで『ごめんなさいそんな恥ずかしい真ま似ねできません』って真鏡さんが土下座したら許してあげるけど？」
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「はぁ？　ふざけんな、誰がビビってるって？　上等だよ。やってやるよ」

「じゃあ決まり」

　こうして『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のクランマスターVS『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』第三席の頂上対決が決まったのだった。







　細かな段取りが決まり解散となった後、俺たち４人はチームルームに引き揚げてきた。

「なんだかおもしろいことになってきましたね、瑠る宇うクン」

「だな」

　楽しそうな献こんとそんな話をしながら椅子に腰を下ろす。

　すると、近くにやってきた雉子きぎすが不機嫌そうに睨にらんでくる。

「どうした雉子？」

「瑠宇が嘘うそ吐ついた」

「……えっと、ごめん……どれのこと？」

　思い当たる節がありすぎて、マジで分からないんですが？

「とぼけないで！　瑠宇が嘘吐いたのってたった１個しかないじゃん！」

　そして雉子は、その１個について大声で叫んだ。

「瑠宇はやっぱり今回の特殊偽世界事件を諦める気満々だったんじゃん！」

　それで雉子の言いたいことが分かった。

　雉子が気に入らなかったのは、『Ｗａｌｈａｌｌａ』の遊ゆ佐ささんの質問に対して、俺が「無理だ」と言ったことらしい。

　雉子の顔を見れば、それが相当嫌であったことが伝わってくる。

「そうだな。正直無理だと思っていたな」

「ほら、やっぱりじゃん！」

「だけどさっき状況が変わった」

「？　……どういうこと？」

　きょとんとする雉子に、ニヤリと笑ってやる。

「ラッキーだったな、雉子。今回の特殊偽世界事件、解決する目途が立ったぞ」

「……それって、遊佐さんたちがやってくれるからってこと？」

「雉子は他人任せで満足なのか？」

「満足じゃないよ」

　その表情を見れば、自分たちでやりたい、と考えているのが分かる。




「俺も同じだ。だから明日の勝負──俺たちチームＡｓｈアツシユが掻かっ攫さらう」




　そして俺は雉子きぎすたちに、明日の計画について語って聞かせた。

「……というわけだ」

　説明を終えて静かになったチームルームの中、献こんが嬉うれしそうに手を叩たたく。

「流石さすがですね、瑠る宇うクン」

　献だけでなく、雉子もテーブルに身を乗り出した。

「面白そう！　凄すごいじゃん、瑠宇！　さっきのちょっとの間に、そんなことを考え付くなんて！　伊だ達てにいつも悪いこと考えてないね！」

　褒められた気は一切しないが、どうやらお気に召していただけたようだ。

「どうだ、真ま白しら？」

　そして最後に、アジトに戻ってくる前からずっとだんまりをしていた真白に尋ねる。

　戸惑ったような表情を浮かべていた真白だが、最後にはいつもの感じで、どこかこちらを小馬鹿にしたような呆あきれた表情を浮かべる。

「はいはい、感心した感心した。まったく、瑠る宇う助すけは最初の頃からずっとそうだよな」

　そう言って椅子から立ち上がった真白は、肩を竦すくめるようにして苦笑を浮かべる。

「あー残念だ。そんな面白い見世物に参加できないなんてな」

「そっか、真白ちゃん。用事があるんだっけ」

「明日の結果はまた今度聞かせてくれよ。上う手まくいくことを祈ってやる」

　それだけ言って部屋を出て行こうとする真白に、俺は言う。

「それは違うな、真白」

「あん？」

「祈ってたってしょうがない。ただ上手くいくようにやるしかないんだよ」





　　　＊＊＊






　タクシーに乗り帰宅の途に就く中、真白は考える。

　優ゆ良ら希ぎの気持ちを感じた言葉を思い出し、その為ために彼が企てた計画を思い出し、そうして最後に彼から言われた言葉を思い出す。

　窓に映る自分に向かって、真白は呟つぶやく。

「私は今日、いったい何をしに『非あ日そ常こ』へ行ったのかしら」

　分かっている。

　それは、初めてもう一人の自分を作った時と同じ。

　真白は『日常』という現実から目を背け、逃げたかったのだ。









第四話







　　　１．妃ひい泉ずみ真ま白しらの葛藤






　その日の真白は、朝から忙しかった。

　婚約者とその家族との顔合わせ──その会食は、今夜18時から、中央区にある高級ホテルで行われることになっている。

　屋敷のクローゼットから出されたドレスの数々を、まるで着せ替え人形のようにされながら比べられ、ようやく今夜着ていくドレスが決められた頃には昼時になっていた。

　軽い昼食を終えると、午後から予約を入れている美容室へと向かうため、真白は自家用車に乗り込み屋敷を出発した。

　休日で道が混むことを想定して余裕を持って出たので、遅れることはないだろう。

　全ては順調に進んでいる。

　その車中から窓の外を流れる景色に目を向けていた真白は、車の窓に映る自分がなんとも冴さえない表情をしていると感じていた。

　自分は妃泉家の人間として正しい行動をしている。間違ったことをしていないはずなのに、まるで霞かすみが掛かったように晴れない気持ちの自分がいる。

　ほんの半年前までは、こんな気持ちになることなんてなかった。

　ただ当然の務めとして、自分の『日うん常めい』を受け入れる覚悟をしていた。

　いったいいつからだろう、自分の『日常』に明確な疑問を抱き始めたのは？

　分かっている。忘れるわけがない。

　──それは半年前のこと。

　彼女が彼からの頼みごとを聞いてしまい。

　そうして真白が、彼のことをただただ信じることができなくなった時だ。





　　　＊＊＊






『非日常』において、もう一人の彼女として《覚醒者》になった真白は、新設されたチームＡｓｈアツシユに加わり、新人研修をようやく終えた。

　真白は彼から《覚醒者》として必要な知識を学び、《偽世界》での経験を重ねたことで、師匠役である彼にようやく認められたのだ。

　初めて彼女となってから１ヶ月近く掛かったのは、やはり『日常』の合間を縫って『非日常』に費やせる時間を確保するのに手間取ったことが大きかった。

　彼のおかげで手にしたアリバイ工作も、そう頻繁に使えるものではなく、『日常』に支障が出ない程度に調整しなければならなかった。

　それでも少しでも多くの時間を『非日常』に割けるようにやりくりし、真ま白しらが『非日常』に没頭したのは、全てを忘れることができたからだ。

『日常』で抱く自身の葛藤も気の迷いも全て置き去りにして、『非日常』にいる間は何も考えなくていいし、忘れてもいい。

　そんな都合の良い考えで、真白はもう一人の自分である彼女として『非日常』にのめり込み、彼と一緒にいることを喜び、彼と一緒に過ごす時間を楽しんでいた。

　ただ目を背けて逃げていたのだ。

　現実から、自分から。

　だから天罰が下ったのだろう。

　──彼からの頼みごとを聞いてしまったことで、それまで真白が積み上げてきた『非日常』での幸せは粉々に砕け散った。







「ふざけんな！」

　叫ぶ彼女は、怒り任せに彼の胸倉を掴つかんだ。

　その日、彼と２人きりになった真白は、話の流れから彼の頼みごとを知ることとなった。

　自分に『非日常』を教えてくれた彼の頼みごとは、真白のそれまでの２ヶ月間を根底から覆す内容だった。

「……最初からそれが目的だったのかよ？　全部そのために！　私にそうさせるために！　お前は私を騙だましていたのかよ！」

　そんな彼女の叫びを前にしても、彼は表情を崩さなかった。

　いつもの軽口を叩たたくこともなく、言い訳もせず、ただ黙って彼女になじられ続けた。

　そんな彼女を俯ふ瞰かんする、もう一人の私がいた。

　そして叫ぶ彼女を見て思うのだ。なんて浅ましく、なんて自分勝手な物言いだろうと。

　でもそれで良いはずだ。彼女は傍若無人で身勝手で、自分の感情を素直に曝さらけ出す女なのだから。

　だから怒って当然なのだ。真白はそう自分に言い聞かせる。

　そんな彼女の目から涙が勝手に溢あふれてくる。

　──ああ、弱い、弱い、傍若無人である彼女は気高く強くあるべきなのに。

　それからも彼女は感情のままに叫んでいた。

　悔しかったから。

　これまで彼が自分のためにしてくれていたことは、ただ純粋に自分のためにしてくれていたのだと思っていた。

　でも、彼が真ま白しらに近づいたのには理由があり、その理由が真白にしかできないことだったから、これまでの彼の全てには裏があったとしか思えなくなってしまったのだ。

「こんなこと、真白にしか頼めない」

「うるさい、黙れ！　そんな風に言うな！　そんな風に私に頼るな！　この卑ひき怯よう者もの！　最低の嘘うそ吐つき野郎！」

　彼女は叫び、そして彼から顔を背けた。今の自分の表情を見られたくなかったから。

　そんな彼女に対して、彼は契約の際に定めた３つの条件を改めて突きつけた。

　１．この契約のことを誰にも漏らしてはならない。

　２．互いが欲しているモノを提供し合う。

　３．ただしそれ以上は、互いの『日常』に決して干渉してはならない。

「っ！」

　その３つ目を聞いた時、ただでさえ絶望の中にあった真白は、さらに冷や水を掛けられたような気持ちになった。

　現実を突きつけられた。

　日常から自分が逃げていたことを見透かされ、非難されているようにさえ感じた。

「……分かった。これは契約だからな」

　それでも彼女は彼の頼みを承諾した。

　彼の頼みを断れなかった。

　目元を拭う彼女はその場から走り去った。







　妃ひい泉ずみの屋敷に戻り、浴室で１人になった真白は頭からお湯を被かぶり、鏡に映る彼女を見る。

　彼女は彼の行動を許そうとしない。

　でも私はそんなことはないと思っている。

　これまで彼が私のためにしてくれたことは嘘ではない。

　その気持ちが本当だったと私は信じている。

　真白は自分にそう言い聞かせるように強く念じた。

　彼は私が嫌がることを強要したことなんて一度もなかった。

　先ほどだってそうなのだ。

　彼女は、彼が未いまだに口にしなかった、彼の頼みごとを聞き出そうと強引に迫り、彼女がしつこく聞いたからこそ、彼はしかたなく口を開いたのだ。

　彼にもっと近づきたくて、自ら蓋を開けたのだ。

「……本当に、最低な女ですね」

　そう。悪いのは彼女なのだ。

「彼は何も悪くない」

　騙だまされたと喚わめく彼女がいて、そうではないと信じる私がいる。

　真ま白しらは鏡を見つめる。

　そこに映る彼女を蔑み、感情的な彼女を冷静に俯ふ瞰かんする私がいる。

　そんな鏡に映る彼女に向かって私は言う。

「彼を信じられなかったあなたが悪い」

　すると鏡に映る彼女が、私に向かって嘲笑を浮かべてこう言うのだ。

「目先の安息に囚とらわれて、本質を見ようとしない馬鹿な女。あいつは他人の心を盗み見る。お前がそうやってホイホイ従うように上う手まく操っていたんだよ」

「そんなことはない！」

　私は叫ぶ、鏡に映る彼女に向かって。

「いい加減、現実を受け入れろ。全ては仕組まれているんだよ」

「騙す彼が悪いというの？」

「逆だ、間抜け。騙されているお前が悪いんだよ。そうやって目の前にあるモノを都合の良いように解釈して、ただ盲目的に信じ続ける。疑わない理由はなんだ？　信じようとする理由はなんだ？　怖いからだろ？　当然だと思っていたことが全て偽りだったと認めた瞬間、残っているのが空っぽの自分しかいないと気付いているからだ。それが嫌だから縋すがりつく、それを受け入れたくないから気付かないフリをする。実に滑稽だよな、お前は」

　彼女の言葉は、彼に対する私の気持ちで。

　──だけどそれだけでは、決してなかった。





　　　＊＊＊






「……私はどうしたいのかしら」

　窓に映る彼女に真白は尋ねる。

　だが彼女は答えてくれない。

　私もまた答えられない。

　理由がないから答えられない。

　──空っぽなのだ。

　言われたことしかできず、決められた命令通りにだけしか行動できない。

　まるで人形ではないか。

　そんな自分が惨めに思えて、真白はふと昨日のことを思い出した。

　雉子きぎす優ゆ良ら希ぎが口にした自らの想おもい。

　人見知りで、礼儀作法もなっていない。『魔法』という自分のやりたいことばかりにかまけていて、学生としてきちんと学校に行くというやるべきこともやろうとしていない。

　彼女は真ま白しらに比べたら、まったくなっていない人間だ。

　それなのに、そんな彼女があの時、口にした言葉が頭から離れない。

　彼女の言葉には、彼女の純粋な想おもいが籠もっていた。

　紡がれた言葉には、彼女自身の魂とすら喩たとえられそうな尊い感情が籠もっていた。

　だから真白は思ってしまったのだ。

　あの子はとても魅力的なのに、私はなぜこうも醜いのかと。

　自分にないモノを持っていて、それを持たない自分が惨めとさえ思えた。

　羨む気持ちはある。でも妬む気持ちはない。素直に憧れたのだ。

　自分もあんな風になりたいと。

　窓の外に映る景色を眺めていた真白は、運転手に声を掛ける。

「予約の時間までまだ時間がありますし、気分転換をしたいので、少し散歩してきます」

　真白が車を降りたのは、森もり浜はま市北区にあるショッピングモールの前だった。

　あの子にそんな気持ちを抱いたからこそ、あの子のために少しでも何かしてあげたい。

　真白が動いた理由は、ただそれだけだった。





　　　２．最強格の《覚醒者》２人






　俺たちチームＡｓｈアツシユが現在担当している特殊偽世界事件。

　その発生から推定７日目の昼下がりとなる頃、俺と雉子きぎすと献こんの３人は《偽世界》に入ってすぐにある小高い丘の上にいた。

　そんな俺たち３人の前で睨にらみ合あっているのは２人の女性。

『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のクランマスター真まか鏡がみ焔ほむら。

『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』第三席・遊ゆ佐さ九く音おん。

　森林が広がるこの《偽世界》の入口とも言える『穴』のある丘の上、睨み合う２人に向かって俺は宣言する。

「それではこれより、焔さんと遊佐さんの勝負を始めたいと思います。ルールのおさらいですが、勝敗は単純に、偽世界事件を解決した者の勝利。つまりは『繭』を見つけて被害者を救出し、そこにある『穴』から現実世界に連れ戻した人の勝ちです」

　後ろにある空間のヒビ割れを指しながら俺は続ける。

「もし焔さんが勝ったら、遊佐さんは土下座」

「地面に頭こすり付けて」と焔さんが小声で言う。

「……えっと、地面に頭こすり付けてということで」

　焔ほむらさんの細かい指摘を付け加えつつ、俺は続ける。

「もし遊ゆ佐ささんが勝ったら、焔さんはカノープスで１日バニーガール」

「ポロリもあるよ」

「ねぇよ！　絶対にねぇよ！」

　遊佐さんの付け足しに、焔さんが憤慨する。

「と、とにかく罰ゲームについてはそういうことで。……では続きまして、最初の担当エリアを決めたいと思います」

　そこで焔さんと遊佐さんが、きょとんとした表情で俺を見る。

「おい、灰はい空ぞら。なんだよ、担当エリアって？」

「昨日あの後に思ったんです。もし２人がこの《偽世界》を自由に動き回れたら絶対にすぐ殴り合いの喧けん嘩かになりそうだなと。でも流石さすがにそれはマズいじゃないですか、なにせ《覚醒者》同士での私闘はご法度ですから」

　俺たち《覚醒者》が手にした《偽装》という力。それを向けるべき相手は敵である《偽ぎ獣じゆう》であって、仲間である同じ《覚醒者》に向けるなど断じてあってはならない。

　カリバーンが定めた鉄の掟おきてである。

「だから最初だけ、分かれて探索してもらった方がそういうトラブルは回避できるかなと」

　曲りなりにも《覚醒者》界かい隈わいにおける重要ポストに就く２人は、ご法度である私闘を持ち出されたことで渋い表情を浮かべる。

「それで初めだけ担当エリアを分けるってわけか。具体的には？」

「今、俺たちの立っている『穴』のある場所から、《偽世界》を真っ二つにするイメージで、左右にエリアを分けます。最初の１時間だけは、お互い自分のエリアしか調査できないとする。もちろん規定の時間を過ぎたら後は自由です」

「そうなると最初にどちらのエリアになるかが重要。『繭』があるポイントは、左右どちらかのエリアだけのはずだから、逆側になったら１時間は手出しできない」

　遊佐さんの見解は間違っていない。

「とりあえず、どっちのエリアにするかはじゃんけんで決めましょうか？」

　というわけでじゃんけんぽん。勝ったのは「グー」の焔さんだった。

「しゃあ！」

　女子高生とのじゃんけんに勝って本気のガッツポーズを決める女子大生のお姉さん。ちなみに負けた遊佐さんも、ムスッとかなり不機嫌だ。

「焔さん。右と左どっちにします」

「右だ」

　思いきりの良い性格そのままに、焔さんは迷うことなく指定した。

「では担当エリアも決まったので、さっそく始めましょう。……ああそれと、こう言っちゃなんですけど、見てもらって分かる通り、厳密に境界線を引くのは無理なんで、最初の１時間が終わるまではなるべく真ん中には寄らないでもらえると、ここから見ている俺たちとしても判断しやすいです」

　公平性を訴える俺の言葉を聞いて、焔ほむらさんと遊ゆ佐ささんが再び睨にらみ合あう。

「ズルするなよ」

「そっちこそ」

「灰はい空ぞら、きっちり見張っておけよ」

「同じクランとか、そういう贔ひい屓きはなし。公平なジャッジをお願いね」

「もちろん、そのつもりですよ」

　改めてお互いを睨んだ２人は同時に視線を切ると、お互いの担当エリアに目を向ける。

　そんな臨戦態勢に入った２人の背中に向かって俺は宣言する。

「勝負開始！」

　合図とほぼ同時に《偽装》を展開した焔さんと遊佐さんの姿が、その場から消える。

　そう錯覚するほどの速さで、両者はそれぞれのエリアに駆け出していた。

「お二人とも１人で大丈夫でしょうか？」

　２人が出発したところで、後ろから俺たちのやり取りを見ていた献こんたちがやってくる。

「『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』である遊佐さんもさることながら、焔さんも１人で問題ないだろう。なにせ焔さんには『劫ごう火か』もある」

　そんな話をしていると、さっそく右手側の森から、深紅の火の手と共に《偽ぎじ獣ゆう》たちの断末魔の悲鳴が木霊し始める。

　見晴らしの良い丘の上からそちらを窺うかがうと、ちょうど森の合間にある開けた場所で、自らの《偽装》である赤い刺突剣を手にする焔さんの姿が小さく見えた。

　焔さんを囲むように、次々と姿を見せる《偽獣》たち。

　そんな《偽獣》たちに向かって、焔さんはただ一振り刺突剣を振るう。

　それだけで刺突剣から細かな深紅の火種が舞い上がり、それらの火種が《偽獣》たちに触れた瞬間。

　──《偽獣》たちがあっという間に深紅の炎に包まれた。

　深紅の炎の正体こそ、真まか鏡がみ焔が手にする《偽装》の限定解放『劫火』。

《偽装》の限定解放とは、従来の《偽装》の枠組みを超えた、その《覚醒者》だけが使える固有能力レアスキル。

　焔さんのみが扱える『劫火』は、《偽獣》に燃え移った瞬間一気に燃え広がり、相手が絶命するまで決して消えることがない。

　さらにそこから容易に他の《偽獣》たちにも燃え移り、その被害は群がる《偽獣》を全て消し炭にするまで伝染する。

　まさに深紅の呪いである。

　現行《覚醒者》の中で、最強の一角とも称される『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』クランマスターの強さは絶大だった。

「！　瑠る宇うクン、あれは！」

「ああ、変異種だ」

　そんな焔ほむらさんの前に新たに現れたのは、黒い灰を纏まとった変異種３体。

　二足歩行する馬顔の巨漢の化け物たちは、雄たけびを上げながら焔さんに襲い掛かる。

　だがそんな変異種たちも、すぐに『劫ごう火か』の餌食になる。

　飛び広がる呪いの火の粉は、変異種に触れた途端、一気にその身を焼く。

　後はただ消し炭になるの待つだけ……のはずだった。

　しかし、実際にはそうならなかった。

「流石さすがは変異種ってところか」

『劫火』でその身を焦がしながらも、馬顔たちは倒れることはなく焔さんを睨にらみつける。

　従来の《偽ぎじ獣ゆう》であればすぐに燃え尽きるはずの、深紅の呪いにすら耐えきる段違いの化け物たちは、怒りの怒号を上げながら、再び焔さんに襲い掛かる。

　だがそれだけだった。

　炎を纏いながら突っ込んで来る《偽獣》たちに向かって、焔さんはゆっくりと刺突剣を構える。

　一瞬だった。

　焔さんの手の中で、刺突剣が閃せん光こうのように煌きらめいた途端、焔さんの目の前にいた馬顔の１匹が地面に両膝を突き、上体を仰のけ反ぞらせるようにして倒れた。

　そして燃える巨漢の体たい躯くから、まるで血のように噴き出す黒い霧。

「えっ、何!?　何が起こったの!?」

　隣で見ていた雉子きぎすが驚くのも無理はない。

「献こん、どれだけ見えた？」

「６回はなんとか。両膝と両肩、あとは首と額の一撃だけは……。瑠宇クンは？」

「10回……いやギリ11回かな？　献のヤツにプラスして、両目を潰したのと、胸と腹部に入れた３発かな？」

　そんな俺と献のやり取りを聞いてた雉子がきょとんとしている。

「？　それってなんの回数？」

「さっきの一瞬で、焔さんがあの変異種を刺突剣で貫いた回数だよ」

　それはまさに刹那の連撃。

　そんな焔さんに向かって、別の１匹が咆ほう哮こうしながら肉薄し、その太い腕を振り下ろそうとするも、それより先に顎下から脳天を貫くように繰り出された焔さんの一撃で、変異種の動きがピタリと止まる。

　そして刺突剣から吹き出した『劫ごう火か』の爆炎によって、その変異種の顔面が吹っ飛んだ。

　残った１匹もまた焔ほむらさんに突っ込むべく体を低く身構えようとする。

　だがそこで、焔さんと目が合った次の瞬間──

　焔さんは、馬面偽ぎじ獣ゆうの顔の上に乗っていて、音もなく「スッ」とその眉間に刺突剣を差し込んでいた。

　何が起こったか分からない。自分が死んだことにすら気付かない。

　そんな表情を浮かべる最後の１匹は、そのまま動かなくなり、焔さんが地面に着地したと同時に黒い灰となって霧散した。

　息一つ乱さない焔さんの圧巻の強さを目の当たりにし、雉子きぎすは無意識に俺の服をギュッと掴つかむ。

「……真まか鏡がみさんって、あんなに強かったんだ」

　時々いるのだ。『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』クランマスターである真鏡焔は、たまたま限定解放『劫火』という恵まれた能力を持つことができたからこそ、最強の一角などと称たたえられていると誤解しているヤツが。

　だがそんなものは、焔さんの強さを彩る要素の１つでしかない。

　そんな後から手にした能力に頼らずとも、目にも留まらぬ神速と華麗な剣捌さばきだけで変異種すら圧倒するだけの強さを持っているのだ。

「……綺き麗れい」

　赤き刺突剣を手に戦う凛りんとした焔さんの姿に、雉子がポツリと呟つぶやく。

　献こんもまた感嘆の息を吐き、俺自身もその芸術的な剣捌きから目が離せない。

　だからこそ思う。

「ホント、《覚醒者》としての実力と性格は関係ないよな」

　その一方で、反対の左側も騒がしくなってきた。

　眼下に広がる森林の中で、木々が次々と切り倒されて土煙が上がっている。

　目を向けた俺たち３人は、その土煙の中に立つ遊ゆ佐ささんの姿を捉えた。

　遊佐さんは、舞い上がる土煙から飛び出してくる《偽獣》たちをただ斬り捨てている。

　ただそれだけ、といった戦いぶりに、雉子がどこか不満そうに唇を尖とがらせる。

「……うーん、焔さんを見た後だからかな？　遊佐さん、全然普通に見えるな」

　雉子の感想は間違っていない。遊佐さんが振るう日本刀は、第三世代覚醒者の中ではポピュラーな部類に入るもので、こうして見る限り、特に目立った特徴は感じられない。

　遊佐さんは、襲い掛かってくる《偽獣》たちに向かって、ただ日本刀を振るっていく。

　そして斬られた《偽獣》たちが次々と地面に倒れ黒い灰になって消えている。

　俺たちの視線の先で起こっている出来事は、ただそれだけ。

　だがその現象の理由が分かると、起こっている出来事はまったく違って見えてくる。

「小耳に挟んだ話だと、遊ゆ佐ささんの日本刀は絶対に斬れるんだそうだ」

「？　絶対に斬れる、ってどういうこと？　刀なんだから斬れて当然なんじゃないの？」

「いや、そういうレベルの話じゃなくて、遊佐さんの《偽装》はその刀身に触れたものは必ず真っ二つになるんだそうだ。要はあの刀は、防御不能。文字通り一撃必殺の《偽装》らしい」

　それを知って改めて見てみると、遊佐さんは手にした日本刀を、ただ振るっているだけ。

　まるで軽く素振りをするかのように、片手で持った刀を振るっている。

　それだけで、次々と襲い来る《偽ぎじ獣ゆう》は切り捨てられ、怒号を上げて飛び掛かってきた変異種すらも同じ調子で真っ二つ。さらには、その背後にあった巨木までもが同じ調子で斬り倒され、気付けば遊佐さんの周囲は、見晴らしの良い平地になっていた。

「別に力が強いわけじゃなく、技が優れているわけでもない。ただ《偽装》のスペックが異常。振った先にあるモノはなんであろうと真っ二つにする。その通称は『斬鉄剣』」

「アレって遊佐さんの限定解放ってわけじゃないよね？」

「ああ。単なる《偽装》、それこそ遊佐さんのイメージ精度の話だ。……こう言っちゃなんだが異常だよ、アレは」

「なるほど、単なる最強だね」

　変異種も混じった《偽獣》たちが跋ばつ扈こするこの《偽世界》の中で、２人の《覚醒者ばけもの》が暴れまわる。

　目立つ２人に群がるように、《偽獣》たちは次々と襲い掛かるも、２人の歩みを止めることはまったくできない。

「なんだか強さの次元が違うって感じ。あれじゃ特殊偽世界事件とかもう関係ないじゃん」

　その姿を見守る雉子きぎすが驚きを通り越して、呆あきれたようなため息を吐つく。

　まさにその通り。実際のところ、昨日２人の勝負が決まった後の取り決めにおいて、俺たちがこれまで調査した内容を共有しようとしたら、２人に「いらない」と断られた。

　あくまでこれは勝負であり、余計な事前情報は別にいらない。

　２人がそのような我を通せる理由は単純明快。

　そんなことを知っていようがいまいが、関係ないからである。《偽獣》も変異種も『変質』もそれ以外の何もかもを、《覚醒者》としての己の強さで叩たたき伏せることができる。

　それだけの実力と自負を、あの２人は持っているからだ。

　そして両者共が、その《覚醒者》としての自負をもって、相手を叩き潰したいのだ。

「お二人ともまずは端の方に向かっているみたいですね」

　今回の取り決めでは、最初の１時間は中央の境界線を越えて自身の担当エリアから出られないルール。この２人の実力なら１時間もあれば、自分の担当エリアを見て回るだけなら可能であり、それはお互いに理解しているはずだ。

　であれば、探す順序として最も効率が良いのは、自身の担当エリアを端から中央に向かって探していくという手順だ。

　自身の担当エリアの中で『繭』を発見できればそれでよし。だがもしそうでなかった場合、移動解禁のタイミングで素早く逆エリアへ移動し捜索を開始する必要がある。

　そういった先のことを視野に入れるならば、自身の担当エリアを端から潰していき、１時間後には、なるべく中央寄りの位置にいる必要がある。

　単純な２分の１の運に勝敗を委ねるのではなく、実力によって確実な勝利をもぎ取ろうとする意識があるならば、それは当然の判断。

　両者の頭の中には、そのような想定がしっかりとあるのだろう。こうして見晴らしの良い丘から見ていると、２人が線対称に同じ動きをしているように見える。

　２人の移動に合わせるように、《偽ぎじ獣ゆう》たちもそちらへと群がっていき、どんどん左右へと離れていく。

　その様子を俺たちはただ見守るだけの傍観者。

　──否いな。

　俺たちは待っているのだ。

「……頃合いだな。そろそろ俺たちも動くとするか」

　ニヤリと笑う俺を見て、献こんと雉子きぎすも同じように頷うなずいた。





　　　３．チームＡｓｈアツシユは全てを掻かっ攫さらうべく奔走する






　最強格の《覚醒者》２人が暴れまわる様子を『穴』のある小高い丘から見守っていた俺たちは、移動を開始する。

　俺たちが進むのは、焔ほむらさんと遊ゆ佐ささんが暴れているエリアの間となる《偽世界》の中央ラインだ。

　森の中を真まっ直すぐに進んでいく俺たちの行程は、非常に安全である。

　なにせこの《偽世界》の両サイドに、派手に暴れる《覚醒者》２人がいるのだから。

　変異種を含めた《偽獣》たちは、群がるように２人の方へと流れていき、その隙間を縫うように身を隠す俺たちに気付く《偽獣》は、まったくと言っていいほどいない。

「雉子、調子はどうだ？」

「うん、しっかり見えてるよ」

「頼んだぞ、お前の『探知魔法』が今回のカギだからな」

　そのまま進んだ俺たちは、この《偽世界》のちょうど中心辺りに来たところで足を止める。

　俺と献こんが周囲を警戒する中、雉子きぎすはただジッと自身の『魔法』に集中する。

　雉子は、昨日俺の計画を聞いてから、この時のために従来よりもさらに広範囲を探知できる『広範囲探知魔法』を新たに作った。

　ただ情報量が多すぎて、他の『魔法』と併用するのにまったく向かないらしく、本当にただ広範囲で偽獣を探すこと以外には使えないらしい。

　だから雉子は、こうしてただジッと標的を探すことだけに集中している。

　──そしてすぐに、その時は訪れた。

「見つけた」

　その言葉に俺と献が目を向けると、雉子がコクリと頷うなずく。

「こっちに逃げてくる《偽ぎじ獣ゆう》の反応が２つあるよ」

「どうやら瑠る宇うクンの推測が当たっていたみたいですね」

　嬉うれしそうに献が微笑ほほえむ。

「雉子、どっちがどっちだか分かるか？」

「……たぶん、こっちの大きい方が本命だと思う」

「なら手て筈はず通り、そっちの繭偽獣は任せたぞ」

　──その可能性に気付いたのは昨日、人語偽獣が逃げたのを見た時だった。

《偽獣》の特性。見つかったら絶対に襲ってくる。群がってきて厄介。

　そんな《偽世界》での当たり前に、思考が染まりきっていた自分に気付いたのだ。

　この特殊偽世界事件を振り返ってみる。

　昨日までの６日間、この《偽世界》をどれだけ探し回っても、いつものように１ヵ所に留まる《偽獣》の群れは見つからず、安置されているはずの『繭』もまったく見つからない。

　可能性があるとすれば、探し忘れや見落とし、あるいは巧妙に隠されているか。

　──だがもしそうでなかったら？

　もし繭が隠されているのではなく、『繭』が俺たち《覚醒者》から逃げているとしたら？

　だが、それを確認することは非常に困難だ。

　見通しの悪い森林地帯が広がるこの《偽世界》の中、素性も分からずこちらから遠ざかる『繭』を運んでいるであろう《偽獣》を見つけるのは、骨が折れる。

　さらに状況の問題もあった。

　すでに６日目となり『変質』が進み難易度が跳ね上がってしまった《偽世界》では、ウチのチームだけでは戦力が足りず派手な立ち回りができないどころか、肝心の被害者を連れ帰ることすら難しい。

　気付きはできたが、俺たちだけでは打つ手がない。

　そう判断したからこそ、俺は割り切り、さっさと手を引くことを考え始めていた。

　……しかし全く想定していなかった、どこかの誰かの胸に秘めていた想おもいを知ってしまい、この考えを改める必要が出てしまったのだ。

　だから様々な状況を重ね、俺たちチームＡｓｈアツシユがこの特殊偽世界事件を解決する方法を見み出いだした俺は、今日こうして『釣り』をすることにしたのだ。

　焔さんと遊佐さんがこうして対決するように仕向け、２人がこういう立ち回りをするように誘導したことで、俺たちはこの場面に立っている。

　もし標的が普通の《偽ぎじ獣ゆう》たちとは真逆の行動をし、左右で暴れる２人の《覚醒者》から逃げようとするならば、向かう先は俺たちのいる中央しかない。

　非常に見通しの悪いこの森林地帯の中、そうして逃げてきた標的を、雉子きぎすの『探知魔法』で拾い上げた。

　見事に釣りを成功させた俺たちは、狙っていた獲物の存在を捉えた。

　なら、あとは仕上げに入るだけだ。







『見えました、凄すごい。本当に『繭』を背負った《偽獣》です』

『うわっ、あれって大きな蜘く蛛もじゃん』

　耳に付けたイヤフォンから、そんな話し声が聞こえてくる。

　すでに別行動をしている献こんと雉子がいる位置から少し離れた場所に、そいつは現れた。

　猿のように枝を渡り、周囲を観察するのは例の人語偽獣である。

　目を細め遠くを見据えるその視線の先にあるのは、繭蜘蛛とそれを狙う献と雉子の姿だ。

　人語偽獣のニヤリと気味悪く笑うその姿から、奇襲を仕掛けようとしているのが分かる。

　だが遠くで暴れる２人の《覚醒者》のせいで、周囲にめぼしい《偽獣》が見当たらない。ならこちらに呼び戻せばいい。

　大方そんなことを考えているのだろう。

　人語偽獣は、大きく息を吸い、声を発するモーションに入る。

　──さて、ここで問題。どうして俺は、こんな事細かく実況できるのでしょうか？

　答えは簡単。すぐ傍そばにある木の枝からその様子を伺っているからである。

「はいダメ」

　人語偽獣が叫ぼうとした瞬間、その喉元は何かによって思いきり叩たたかれ、人語偽獣は喉を詰まらせ、木の上から転げ落ちた。

　何が起こった分からずに身を起こした人語偽獣は、目を見開く。

　近くに誰もいないはずだったのに、気配を感じさせず急に俺が現れたことに狼狽していたようだった。

「犯人は俺です」

　タイミングを見計らい、人語偽獣の喉元目掛けて、離れた場所から衝撃を叩きつけた俺はそう告げる。

「ナゼ！　ナゼナゼナゼ！」

　不敵に笑う俺の姿に憤慨する人語偽ぎじ獣ゆう。

「説明してやろう。俺の《偽装》には幾つかの能力がある。半径30メートル以内の離れた場所に、自身の手を一瞬だけ展開できるのがまず１つ。それとは別に、条件さえ整えば、《偽獣》からほぼ完璧に気配を隠すことができるんだ」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

「その条件は、対象の《偽獣》が他の《覚醒者》に意識を向けていること。要はヘイトが他に向いているってやつだな。他に向く意識が強ければ強いほど、俺の隠おん密みつ状態の精度は高くなる。完璧な状態になれば、それこそ真横に突っ立ってたって、隣の《偽獣》は気付かない。もちろん攻撃したら俺の存在は気付かれる。さっきお前にやったみたいにな」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

「……あー」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

「俺っておっぱい星人なんだ」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

　そう叫び続ける人語偽獣は、俺から距離を取るようにして離れ、再び大きく息を吸う。

「だからダメ」

　俺は右手を叩くように思いきり振り払う。

　それだけで、声を発しようとした人語偽獣の喉元に衝撃が叩たたき込こまれる。

　発声失敗。さらにタイミングよく叩き込んだ一撃に、人語偽獣はよだれをまき散らし、もがき苦しむ。

「ナ、ナゼ！　ナゼナゼ！」

「納豆はお好きかい？」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

「そうか、俺は好きだけどな。というわけで、あっちが片付くまで。お前に他の《偽獣》を呼ばせるつもりはないから、覚悟しろ」

　と人語偽獣に宣言したところで、銃声が鳴り響いてきた。

　どうやら献こんたちが繭偽獣に攻撃を開始したようだ。

　それと同時に通信機のイヤフォンから声が響く。

『瑠る宇うクン、残念な報告です』

「どうした？」

『この繭まゆ蜘ぐ蛛も、変異種に変貌しています』

「……まあ、そりゃそうだよな」

　今回の特殊偽世界事件において、俺たち《覚醒者》を苦しめたのは、結局のところ２匹の《偽ぎじ獣ゆう》──今俺の目の前にいる人語偽獣と、献こんと雉子きぎすが戦っている繭まゆ蜘ぐ蛛もである。

　人語偽獣が《覚醒者》の位置を観察し妨害しながら、『繭』を運ぶ繭蜘蛛の位置をコントロールする。

　この連携により、俺たちは何日も棒に振り『変質』が起きる時期まできてしまった。

　人語偽獣が変異種へと変貌しているのは先日確認できていた。だから『繭』の運び手をしている偽獣もまた変異種へと変貌している可能性は十分に考えられた。

　ただこればっかりは運である。心の中で神様にお祈りしていたのだが、やはりダメだったらしい。

「だから嫌なんだよ。《白い花》が咲き始めた《偽世界》は」

　祈ってしょうがないなら、自分たちで上う手まくやるしかない。

　事前にこの可能性は考慮していたし、当初の予定通り、献と雉子の２人で対処することにもなっている。

　だが本音を言えば、可能な限り時間は掛けたくない。

　現在この《偽世界》にいる変異種を含む大半の《偽獣》たちの意識は、この《偽世界》の両サイドで暴れている焔ほむらさんと遊ゆ佐ささんに向けられている。

　俺がこうして人語偽獣を抑えていれば、すぐに他の《偽獣》を呼ばれることもない。

　だからと言って、このまま献と雉子の存在が最後まで気付かれないという理由にもならない。時間が掛かれば掛かるほど、気付かれるリスクは高くなる。

　結局そうなったら、俺たちだけで対処することはできないのだ。

　──手札が足りない。

　そう理解しているからこそ同時に思ってしまった。

　こんな時に、あいつがいてくれたら……。




『あー、私だけど、何かやることあるか？』




　通信機から響いた声に、言葉を失う。

　そしてすぐに腹の底から笑い声を上げてしまった。

　まったく、お前はホントに外さないよな。

「真ま白しら、すぐに《偽世界》の中心に全力で向かってくれ。今が一番楽しいところだ。そこで雉子と献が待ってるぞ」

『真白さん、お早く』

『大変だから、すぐ来てね、真白ちゃん』

　２人の呼びかけに、イヤフォンの向こうで戦闘狂が楽しそうに笑っている。

『まったくお前たちは、私がいないと何にもできないのかよ』

　そんな楽しそうな声を聞けたので、俺は安心して目の前の相手に集中できる。

「心配事もなくなった。後は時間まできっちり相手してやる」

「ナゼ！　ナゼナゼ！」

「そうか。嬉うれしいか。そいつはよかった」

　すぐにイヤフォンから真ま白しらたち３人が連携する声が聞こえてくるのと同時に、森の奥から戦闘音が響いてくる。

　こうなれば、この後の流れは決まっている。

　雉子きぎすたちが『繭』を抱えた繭まゆ蜘ぐ蛛もを倒す。そして持ち運べる形の『繭』を抱え、そのまま『穴』まで一直線。そうして『穴』の前で『繭』から被害者を引っ張り出すと同時にすぐさま現実世界へと脱出して、ミッションコンプリート。

　それでこの偽世界は終わり──




「！！！！！！！！！！！！」




「……まあ、そう上う手まくはいかないわな」

《偽世界》全土に鳴り響いたのは、耳をつんざくような不協和音。

　──《警戒音サイレン》。

　この《偽世界》の核とも呼べる人柱の被害者が『繭』から奪われたことを、《偽世界》中の《偽ぎじ獣ゆう》たちに知らせる緊急警報である。

「献こん、どういう状況だ？」

『想定外です。繭蜘蛛を倒した途端に「繭」が解けてしまいました』

「やっぱり倒した後に、そのまま『繭』を持ち運べるなんて都合の良い話はなかったか」

　どうやら繭偽獣自体が、通常の『繭』と同じ役割を担っていたようだ。その繭偽獣が倒されたことで、『繭』が解かれた時と同じ状況になってしまったらしい。

　こうなると、この《偽世界》にいる《偽獣》たちは、文字通り目の色を変えて《覚醒者》たちに奪われた人柱を奪い返すために殺到してくる。

　それは今、俺の目の前にいる人語偽獣も例外ではなかった。

　目をギンギンにさせた人語偽獣は、俺を無視して一目散に駆け出した。

　すぐさまその後を追いかけながら、思考を巡らせる。

　幸い、雉子たちのいるポイントから出口となる『穴』までの距離は遠くない。とはいえ変異種を含め殺到する、この《偽世界》の《偽獣》たちから逃げ切れるかは正直怪しい。

　だからこそ呼びかける。

「雉子、魔法を撃て！」

『分かってる！　被害者を運びながら《偽ぎじ獣ゆう》をやっつけるんだよね！』

「そうじゃない！　頭上にぶっ放せ！」

『えっ、なんで!?』

「合図だ！　自分たちがいる場所を知らせるんだよ！」

　それで伝わったのだろう。

　人語偽獣を追いかける先、森の中から眩まばゆい閃せん光こうが上空に打ち上げれる。

　これで《偽獣》たち、雉子きぎすたちの居場所がバレた。

　──否いな、《警戒音サイレン》が鳴り響いた時点で、《偽獣》たちは被害者の位置を察知している。被害者を抱える雉子たちの位置も当然筒抜けだ。

　俺が３人を見つけてほしかったのは《偽獣》たちにではない。

　そう考えながら人語偽獣を追いかけていた俺が、雉子たちを視界に捉えた時、すでに３人は多くの《偽獣》たちに取り囲まれていた。

　その中には、かなりの数の変異種も混じっている。

『繭』から救出した被害者を抱える献こんを守りながら、道を切り開こうとする真ま白しら。

　雉子も迫りくる《偽獣》たちに『魔法』を放って応戦しようとするも、強力な『魔法』を使うための準備をする時間が確保できず、勢いに負けている。

　──まずい、飲み込まれる。

　そう思った次の瞬間だった。

　その場にいた《偽獣》たちが深紅の炎に飲み込まれ、なんとか生き残っていた変異種たちの首も瞬く間に宙に刎はね飛ばされていく。

「面白いことやってるじゃねぇか、お前たち」

「というか新人の彼女。もしかして今のって魔法だったりしない？」

　不敵に笑う焔ほむらさんと、雉子に興味を示す遊ゆ佐ささんが、３人を守るようにして降り立った。

　そんな２人に俺は叫ぶ。

「話はあとで！　とにかく３人を援護してください！」

　そんなことは言われるまでもないと、新たに群がってきた《偽獣》たちの前に立ちはだかった最強格の２人は、その圧倒的な強さで《偽獣》の雪崩をあっという間に粉砕する。

　その背に守られるように被害者を抱えた献たちもまた、『穴』の丘に向かって再び駆け出し、森の中に消えていく。

「[image: ][image: ][image: ]！」

　俺の目の前を走る人語偽獣が甲高く吠ほえる。

　それに呼応するように、全ての《偽獣》が走り去った３人を追いかけようとするも、深紅の炎でその身を焼かれ、防げない斬撃に切り裂かれ、どんどん黒い灰になっていく。

　この惨状に「ナゼナゼナゼ！」と叫ぶ人語偽獣が、再び息を吸い込んだ。

「いい加減にしろ！」

　狙いを定め、高く構えた右の掌てのひらを思いきり振り下ろす。

　それだけで人語偽ぎじ獣ゆうは、頭を押さえつけられたかのように顔面から地面に突っ込んだ。

　──その直後だった。

《偽世界》が一気に静寂に包まれた。

　先ほどまで暴れ吠ほえていた《偽獣》たちが一斉にその動きを止めたのだ。

　この状況が意味するのはすなわち、『繭』に囚とらわれ人柱となっていた被害者が、この《偽世界》の外に連れ出されたということ。

　どうやら被害者を連れた３人は、無事に『穴』を通って現実世界に脱出できたらしい。

「……終わったか」

　そう安あん堵どしていると、こちらに向かって近づいてくる２人に気が付いた。

　もちろん、焔ほむらさんと遊ゆ佐ささんである。

　さてここからもうひと踏ん張り……。

　そう思ったところで、目の前でムクリと起き上がる存在があった。

　人語偽獣である。

　思わず身構えるも、他の《偽獣》たち同様、動く気配はない。

　ただ起き上がっただけか？

　そう思ったが、焔さんと遊佐さんの方に顔を向けた途端、急にケタケタと笑い始めた。

　あまりにも不気味なその姿に、２人は緊張した面持ちで足を止める。

　口角を上げる人語偽獣は、ギラつく両目を見開き、そして言った。

「オマエラ、イツカ呪ワレル。ソシテ、オマエラ死ヌ。死ネ、死ネ死ネ死ネ死ネ！」

　不快な声で叫び続ける人語偽獣に、焔さんは口を閉ざし刺突剣を構える。

　遊佐さんに至っては、目の前の化け物の悪意と不気味さに当てられたらしく、嫌そうな表情を浮かべ後あと退ずさる。

　そんな２人の姿を見て、愉快そうに嗤わらう人語偽獣は、ただただ「死ネ」を連呼する。

「ふーん、それって具体的にどうやるんだ？」

　だから俺は、そんな２人に向けられた悪意ある視線を遮るように人語偽獣の前に立つ。

　そしてピタリと叫ぶのを止やめた人語偽獣に向かって、ニヤリと笑ってやる。

「いつかじゃなくて、今やってみろよ」

　そんな俺に向かって、人語偽獣は歯をむき出しにすると、再び「死ネ」と連呼し始める。

　だがその慟どう哭こくに動じず、むしろ楽しそうに笑う俺の姿に、苛いら立だちすら見せている。

「……もしかして、そいつ。こっちの言葉が分からないの？」

　どうやら遊佐さんも気付いたらしい。

　確かに人語偽獣は俺たち人間の言葉を喋しやべり、言葉を選んで惑わしてきた。

　にも拘かかわらず、コイツは俺たちが喋しやべる言葉の内容をまったく理解できていないのだ。

　人語偽ぎじ獣ゆうが見ていたのは、俺たちの表情だった。

　自身が起こしたアクションに対して、俺たちが驚き恐怖すれば喜び、逆に余裕のある笑みを浮かべてやれば、こうして癇かん癪しやくを起こす。

《偽獣》とは、現実世界にいる生物を模した、まがい物の存在だ。

　コイツが何の生物のまがい物なのかは断定できない。

《偽世界》の『変質』によって変異種へと変貌し、操る言葉の種類が増えたようだが、それだけだ。

　ただ、相手が嫌がる言葉を知っている。それによって相手を陥れて、その嫌がる様を見てただただ喜んでいる。

　結局のところ、俺たちとは相あい容いれない化け物でしかない。

「まあ、こんなもんか」

　これ以上、相手をする意味も価値もないと冷めた気持ちになった俺は、喚わめき続ける猿さる真ま似ね偽獣から視線を切って背を向けた。

　それが気に入らなかったのだろう。

「コロス、コロスコロスコロスコロス！」

　人語偽獣が、背を向けた俺に向かって襲い掛かってきた。

　だが俺が手を下すまでもなく、次の瞬間、遊ゆ佐ささんの日本刀により人語偽獣の首が刎はね飛ばされ、首が飛んでいく先に立っていた焔ほむらさんが、その顔面に刺突剣を突き刺した。

　首だけになっても叫び続ける人語偽獣は、深紅の刺突剣の先で燃え上がり、黒い灰となったところでようやく静かになった。

　今度こそ落着。

「お見事。助かりました」

　そう拍手を送るも、なぜか２人は得体の知れないものを見るような目で俺を見ていた。

「……えっと、どうしたんですか、お２人とも？」

「単に灰はい空ぞらの所業にドン引きしてんだよ」

「あんな不気味なことを言っている化け物に平然と話し掛けるとか、普通に怖いんだけど」

　どうやらとっても引かれているらしい。

　まあそれで、２人の嫌な記憶が上書きされてくれるのなら悪くない。

「さて、それじゃあ改めて説明してもらうか、灰空？　これはどういうことだ？」

　そして静かな怒りを見せ始めるクランマスターに、俺は肩を竦すくめてみせる。

「別に難しい話じゃないですよ。この特殊偽世界事件を片付けて勝利したのは、俺たちチームＡｓｈってだけです」

「これは私とそこのガキとの勝負だったはずだ」

「２人が揉もめていたので『勝手に勝負すれば』と提案しただけで、俺たちは仕事を放棄するなんて言った覚えはありません」

「それで横取りか？」

「人聞きの悪いこと言わないでくださいよ、焔ほむらさん。この特殊偽世界事件の担当はまだ俺たちチームＡｓｈアツシユじゃないですか」

　俺の言葉に、もう遊ゆ佐ささんも黙っていない。

「つまり私たちは体よく利用されたってこと？」

「みんなで協力したってことでどうですか？　こうして遊佐さんの要望通り、今日中にこの偽世界事件は片付いたんですから」

「……まあ確かに」

「そしてこの偽世界事件を解決したのはクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』所属の俺たちチームＡｓｈ。『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』へ引き継ぐことなく、片が付いた。焔さん的にも文句はないのでは？」

「だったら最初から、そう説明すればよかったんじゃないのか？」

　ごもっとも。だがそれではダメだったのだ。

「焔さんに良いところを見せようとした結果ということで、今回は勘弁してください」

　そんな俺のはぐらかしを、焔さんが鼻で笑う。

「まあいい。こういうオチの付き方も嫌いじゃないしな。……だがそうなると、私たちの勝負の罰ゲームはどうなるんだ？」

「どちらかが勝ったら、という取り決めだったからナシでいいんじゃないですか？」

「納得いかない結末だな」

「なら両方罰ゲームにしますか？　俺は別に構いませんけど」

「いや、ナシでいい」

　焔さんは即答した。よほど恥ずかしい恰かつ好こうをしたくないらしい。

「……私が土下座すれば、真まか鏡がみさんはバニーガール……」

　遊佐さんがなんとも不穏なことを言い出したのを聞いて、焔さんが慌て始める。

「いい！　やるな！　絶対にやるな！」

　こうして焔さんたっての強い要望で罰ゲームはナシになった。

「それじゃ戻りましょうか」

　そうして出口となる『穴』まで戻ってきたところで、遊佐さんが不意に口を開いた。

「真鏡さん。あの人語偽ぎじ獣ゆうのこと、知ってたんじゃないの？」

　焔さんが足を止めて振り返る。

「あん？　当り前だろ。灰はい空ぞらたちから聞いていたからな」

「そうじゃない。以前からこのタイプの変異種が存在することを知っていたのでは？」

　焔さんが口を閉じる中、遊佐さんは言葉を止めない。

「さっきの人語偽ぎじ獣ゆうに対する真まか鏡がみさんの反応は、予あらかじめ知っている人間のそれに見えた」

　思い出してみると、確かに焔ほむらさんは、被害者脱出後に即座に動き出した人語偽獣に対してもどこか冷静で、あの言葉にも遊ゆ佐ささんとは対照的にまったく動じる様子はなかった。

「ビビりのお前とは違うだけだ」

「あれは、北区で発生した《偽ぎ世せ界かい》にのみ出現する《偽獣》の固有のタイプじゃないの？　もしそうなら情報が共有されていない。重要な気付きはちゃんと共有してくれないと困る」

　そう指摘する遊佐さんを、焔さんが鼻で笑う。

「仮に私が知っていたとしてだ。なんで私がテメェらのために、そんな面倒なことしてやる必要がある？」

　挑発的な焔さんの笑みに、遊佐さんが「むっ」となる。

「『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』の席に座って活動しているから思うことがある。幾つかのクランは私たちに隠し事をしていて、この現状をどうにかしようという意思をまるで感じない」

　この現状──それが示すものを、当然理解しているであろう焔さんが不敵に笑う。

「逆に聞いてやるよ。テメェらこそ、カリバーンの命令で何をコソコソやっているんだ？」

　そう聞き返されて、遊佐さんは何も答えない。

　まるでそれが分かりきっていたように、焔さんはこちらに背を向けた。

「振られた仕事はやっている。だがそれ以外でとやかく言われる謂いわれはない」

　そう吐き捨て焔さんは、ひとり『穴』から先に現実世界に出て行ってしまった。

　残された遊佐さんは、ため息を吐つく。

「……やっぱりこうなった。一筋縄ではいかない」

「そりゃ最初からあれだけ煽あおること言っていれば、そうなりますって」

「だって悔しかったから」

　そうむくれる遊佐さんは、俺に近づくと俺の肩に手を回した。

「でもホント妙な決着。昨日、瑠宇ちんから連絡が回ってきた時には、私がこの特殊偽世界事件を引き継いで片付けるはずだったのに、なんで瑠る宇うちんに一杯食わされた形になっているのかな？」

　そりゃ戦力増強＋盛り上げ演出で参加させたかったから、というのはもちろん言わない。

「そんな風に言わないでくださいよ、九音さん。今回の特殊偽世界事件を上手に紐ひも解とくのにどうしても必要だったんですよ」

「さっきの人語偽獣を完全に罠わなにハメるために、囮役の私たちが事情を知らない方がよかったってこと？」

「そういうことにしておいてください」

　俺がそう答えると、九く音おんさんが「やれやれ」といった表情になる。

「どうせまた誰かのためだったんでしょ？　別に構わない。私も損したわけじゃないし」

「そいつはどうも」

「貸し１つだから。今度また久く我がちんを通してお願いするから、きちんと手伝ってよね」

「はいはい」

「あと今度、あの新人ちゃんの『魔法』についても教えてよね」

　そう俺から離れた九く音おんさんは『穴』の手前で振り返り、最後にこう言った。

「それじゃあ引き続き、『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』で結果を出して、真鏡さんに信頼されるようにしっかりと頑張ってね」







「いやー、ご苦労さまです。今回もお手柄でしたね！」

　最後に《偽世界》から戻った俺を郁いく人とさんが両手を広げて待っていた。

「お褒めに与あずかり光栄です。……それにして凄すごい光景ですよね」

　改めて目の前の光景を見回し、ただただ驚く。

　本日は日曜日。時刻は昼過ぎ、ショッピングモールの利用客も増える時間である。

　にも拘かかわらず、今いる大型書店には、俺たち以外誰もいない。

　今回の被害者救出に伴い、焔ほむらさん、遊ゆ佐ささんを含む俺たち全員が入る前から、カリバーンの根回しによって臨時閉店中なのである。

　店員さんも全員退去させられ、俺たちとカリバーンスタッフしかいない。

　周囲は遮られ、外から書店内を覗のぞき見みることはできない。

　これだけのことをやってしまえる秘密結社の権力には、ただただ驚かされるばかりだ。

「とはいえ、ずっとこうしているわけにはいきませんし、さっさと撤収を始めるので、最後の締めはお早めに」

　そんな郁人さんと入れ替わるように、先に脱出していた献こんと雉子きぎすがこちらにやってくる。

「お疲れ様でした、瑠る宇うクン。被害者の引き渡しは無事完了しました」

「真ま白しらは？」

「真白ちゃん、気が済んだから帰るって。やっぱり忙しいみたい」

「そうか」

　そんな話をしながら、俺たち３人は今回、何度も通った《偽世界》へ続く『穴』に目を向ける。空間にできたヒビ割れは、まるで欠けたピースがハマっていくように端から消えていき、ついには完全に消えてなくなった。

　それと同時に、その周囲で咲き始めていた《白い花》たちもまた、空気に溶け込むように次々と消えていき、その痕跡を一切残すことなく完全に消え去る。

　その様子を見届けた雉子が、嬉うれしそうに俺と献に向かって手を差し出してくる。
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　顔を見合わせた俺と献こんもまた、それと合わせるようにして手を出した。

「イエーイ、やったね！」

　雉子きぎすの嬉うれしそうな声に合わせ、俺たち３人は笑顔でハイタッチを決めたのであった。





　　　４．これが『私』と『彼女』の理由






　飛び込みで特殊偽世界事件の手伝いを終えた真ま白しらは、急ぎ『日常』へと戻った。

　予約していた美容室に遅れて到着することになったが、その遅れを取り戻すように準備を進め、選ばれたドレスに着替えた真白は、父親と共に中央区の高級ホテルへと訪れた。

　森もり浜はま市の夜景を一望できるホテル上階の展望レストラン。

　そこが婚約者との顔合わせの場だった。

　すでに相手は両親と席におり、真白を連れた父親の姿を見ると、立ち上がり頭を下げた。

　その日、真白が初めて会った婚約者は好青年といった感じの男性だった。

　年齢は25歳。現在は父親の会社で働いているらしい。

　料理が運ばれる中、話をするのは父親同士。話題は大井工業の近年の業績について。

　大井工業は、森浜市にあるアマツヒ関連会社との取引に力を入れており、順調に業績を伸ばしている。今後も多くの受注が見込めるため、近隣に生産ラインを確保したい。

　逆に地元の名士でもある妃ひい泉ずみ家は、アマツヒと有利に絡むためのパイプ役を探している。

　父親同士の会話は、そんな両者の思惑が一致しているというすり合わせのように感じた。

　小一時間ほどの会食が済むと「あとは若い者同士ということで」と言い残し、真ま白しらと婚約者を残して、父親たちは帰っていった。

「真白さん、よければラウンジでお話しませんか？」

　婚約者のエスコートを受けて、場所を移動した真白は彼と２人で話をした。

　しっかりとした大人の男性。気さくな人で真白が飽きないように会話も振ってくれる。

　真白も笑顔で受け答えし、問題なく時間は過ぎていく。

　最初の顔合わせとしては、悪くない内容ではないだろうか？

　そんな風に感じていた真白に、婚約者が妙なことを言い出した。

「両親はこのまま地元に帰るけど、僕には真白さんのお父さんが部屋を取ってくれてね」

「そう、なんですか」

「よければもう少し僕の部屋で話さない？」

　微笑ほほえむ彼に手を握られた。

　それが何を意味するのか分からない真白ではなかった。

「……すみません、一度化粧を直してきます」

　失礼にならないように、笑顔でそっとその手をどかした真白はひとり、席を立った。

　ホテルのレストルームに入った真白は、化粧台の鏡に映る自分を見ていた。

　真白はそんな話は聞いていなかった。

　だが父親の段取りということは、そうしろということなのだろう。

「……」

　父親の考えはなんとなく予想できる。

　相手社長の気持ちが変わらぬうちに、さっさと既成事実を作って家同士のパイプを固めてしまいたい。婚約した本人同士が気持ちを深める時間を待つなど無駄。むしろそんな時間は煩わしいだけで不要だとすら思っているかもしれない。

　きっとそれは、妃ひい泉ずみ家のためには必要なのだろう。

　でもその考えはあまりにも真白の気持ちを無視したもので、思わず考えてしまう。

「私は……いったいなんなのだろう？」

　真白の胸の中には、霞かすみが掛かったように迷う気持ちがある。

　だがそれは単なるワガママで、正しくないと感じる私がいる。

　理由がないのだ。今この状況を撥はね除のけるだけの想おもいも気持ちも、真白にはない。

　ただ父の意向に従い、妃泉家の一員として役目を果たす。

　それ以外に正しいと思えることが何も思い浮かばないのだ。

「……結局、これが私なのですね」

　目の前の鏡に映るのは、強気で傍若無人、自分の気に入らないことは絶対にやらない彼女ではない。

　自らの中にある当然から抜け出せない、魂のない人形のような私だ。

　結局、これが私の運命だったのだ。

　真ま白しらはそう考えてしまう。

　婚約者は悪い人ではなさそうだった。彼もまた自分と同じく、親に言われるがまま自分と結婚するのだ。まったく同じ境遇。彼なら自分のことを分かってくれるかもしれない。

　そんな縋すがるような気持ちで、彼の待つ席に戻ろうとした。

　でも真白は動けなかった。ふと頭に、彼の顔が浮かんだからだ。

「……あの人がこんな私を見たら、なんて言うのかしら？」

　ガチャリ。

　背後に並ぶ個室の扉が開いたのは、その時だった。

　鏡越しに、そこから出てきた相手を見てしまう。

　自分より少し年上の女性。ただその格かつ好こうは、このホテルの利用客には似つかわしくない。

　ピアスまみれで妙に露出度の高い格好をした、天然の美人といった風貌の女性。

　そんな女性は、真白の隣にやってくると、真白に笑顔を向けてこう言った。

「あなたにお届け物よ」

　唐突過ぎる女性の言葉に、真白は戸惑う。

「……それは、誰からの届け物ですか？」

「それは内緒。どうやら送り主の彼はちょっと恥ずかしがり屋みたいなの」

　真白の頭の中に浮かんだのは、彼の姿だった。

　目の前の女性は真白にこう続ける。

「この届け物を受け取るか受け取らないかはあなたが決めていいそうよ。どうする？」

　そう尋ねられるも、どうしたらいいか分からず迷う真白に、彼女はくすくすと笑う。

「もし、そうやってあなたが迷った様子を見せた場合に限り、伝言を預かってるわ」

　まるで真白のことを見透かしたような送り主からのメッセージを、女性は告げる。

「『俺は何もしない。でももし理由が必要なら受け取るといい』ですって」

　その瞬間、真白の胸が温かくなった。

「どうする？」

「お願いします」

「オッケー。ならお届け物をあなたのスマホに送らせて。私が彼から依頼を受けて、頑張って集めた映像やら写真やらのデータだから。上う手まく使ってよね、お嬢様」







「すみません、お待たせしました」

　真ま白しらが戻ると、婚約者は笑顔で迎えてくれた。

「突然のことで動揺する気持ちは分かるよ。でもここに誓う。僕はキミを誰よりも大切にするから」

　熱が籠もったとても素敵な言葉だ。

「──誰にでも言っているんじゃないですか？」

　真白がそう笑ってみせると、婚約者は少し驚いた表情を浮かべたが、すぐに笑った。

「真白さんもそういう冗談を言うんだね。安心して、キミにしか言っていないよ」

　そう微笑ほほえむ彼に向かって、真白は首を傾かしげる。

「でも２日前、あなたはお付き合いしている女性に同じことを言ったじゃないですか」

　婚約者の表情は凍り付いた。

「な、なにを……」

「お名前は秋あき葉はさん。とても綺き麗れいな方ですね。大学時代からのお付き合いとか。今回の婚約話では随分と文句を言われたようで」

「い、いったいなんのことだい？」

「『親に言われて体裁だけ』『ガキ臭い小娘に夢中になるわけがない』『上う手まくやったらパパが特別ボーナスをくれるって』『愛しているのはキミだけだよ』。昨夜も随分と熱烈なメッセージを交わされていましたね。それを読んで、私も恥ずかしくなりました」

「……いったい、どこから……」

「どこでもいいじゃないですか」

　そんな微笑む真白に向かって、婚約者は立ち上がり捲まくし立たてる。

「こ、今回の婚約話は、キミのお父さんから持ち掛けたことだ！　キミに拒否権はない！　僕たちは結婚するしかないんだよ！」

「そうかもしれません。たぶん私がどう言っても父は納得してくれないでしょうし、許しはしないでしょう。ですから私は、少しズルい方法を取ろうと思います」

　真白の言わんとしたことが伝わったのだろう。

「僕を……脅そうっていうのかい？」

「そんな人聞きの悪い。両者にとって得のある取引をしようというご相談です」

「と、取引？」

「間違いなく明日、父親から連絡があると思います。その時、私と今夜一夜を共にしたと嘘うその報告をしてください。そこからしばらくの間は形式上の婚約者になっていただき、その上で半年後、婚約解消を口にしてください。あなたが私を振るんです」

「で、できるわけないだろう！　そんなこと！」

「人間、死ぬ気でやればできないことなんてありません」

「ぼ、僕にメリットがない」

「愛する人と一緒になる以上のメリットがあるでしょうか？」

　そう微笑ほほえんでみせたら婚約者は苦笑した。

「笑わせないでくれ、僕たちはもう子供じゃないんだ」

「ええ、そうですね。ですから、あなたがしている浮気をバラすつもりはありません」

　婚約者の顔が青くなる。

「しかもお二人もですか。英雄色を好むと言いますが、あまり褒められた話ではありませんね」

「で、デタラメだ！　そこまで言うなら証拠を……」

「もちろん提示しますよ。私が気の向いた時、あなたの彼女さんに教えてさしあげます」

　今度こそ彼は黙り込んだ。だからここぞとばかりに真ま白しらは追撃する。

「先に言っておきます。半年後までに女性関係を清算すれば私の提案を飲む理由がなくなるとは思わないでください。私はあなたのことを他にも色々と知っていますから」

　婚約者の目がせわしなく動く。どれのことか、思い当たる節がいくつもあるのだろう。

　そう相手を翻弄するからこそ、真白は思う。

　なぜ私はこんなに上う手まく駆け引きをすることが出来るのだろうか？

　決まっている。ずっと彼のことを見ていたからだ。

　迷いを見せる相手に、真白はトドメとばかりにスッと手を差し出す。

「貴方あなたにも損はさせません。ですから私と共犯関係になっていただけませんか？」







　ホテルの入口でタクシーを拾った真白は、運転手に行き先を告げる。

「北区郊外の廃工場近くまで」

　運転手がギョッとしていたが、すぐにタクシーは動き出す。

　おそらく明日の朝、父親が迎えの車を寄よ越こすだろう。だから朝にもう一度このホテルに戻ってくればアリバイ工作は問題ない。

　あとは朝までどこで夜を明かすかだ。

　だから真白は、クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のアジトに向かうことにした。

　あそこなら一晩くらいどうにかなるだろう。

　それにもしかしたら……。

　そうして到着したアジト内の静かな廊下を進んだ真白は、いつもの部屋の扉を開いた。

「見違えたな、どこからどう見てもお嬢様だ」

　予感とでも言うのだろうか？　不思議と感じていたのだ。

　きっと彼はここにいると。

「もっと他に言いようはないのか？」

　ソファに腰掛けスマホを弄いじっていた彼に向かって、彼女が皮肉を口にする。

「綺き麗れいだよ。見み惚とれるくらい」

「素直でよろしい」

　そんな彼の隣に腰掛け、そのまま彼女は彼の体に寄りかかる。

「契約違反じゃねぇのか？」

　彼の体温を感じながら文句を言ってやると「なんのことか分からないな」と惚とぼけられた。

「それで？　パーティーのお相手はどうだった？」

「小物過ぎて、私の相手は務まらなかった。私くらいの美人を相手にしたいなら、もっと悪党じゃないとダメだ」

「そうか」

　彼はそう笑うだけで、こちらを見ようとしない。

「映画みたいに颯さつ爽そうと現れて、花嫁を攫さらっていくくらいあってもよかったんじゃないか？」

　そういうシチュエーションも嫌いではない真ま白しらが、そう文句を言う。

　そんな真白に向かって、彼は言った。

「それで何か変わるのか？　俺たちは変われるのか？」

　分かっている。それでは何も変わらない。

　確かにその瞬間だけならいいかもしれない。でも所詮、その時だけだ。

　たった一度、ほんの一いつ時とき、誰かに助けてもらえたとしてもダメなのだ。

　それでは何も変えられないのだ。

　それほどまでに真白と彼の『日常』は染まりきっているのだ。

「なあ瑠る宇う助すけ、アイツの欠点ってなんだと思う？」

　ずっと私が聞けなかったことを、彼女はズケズケと尋ねる。

「特にないんじゃないか」

「今更すっとぼけるのかよ？」

「理由がないと動けない。それは確かに見方によっては欠点かもしれない。でも理由さえあれば、なんだって完璧に熟こなせるのが真白の凄すごいところだと俺は思っている」

「そう、かな？」

「ここにいるお前を見れば、そう思える。初めて見た時、俺は本気で驚いたんだぜ。《偽装》だってそうだ。あれだけ徹底したイメージ作りはそうそうできるモノじゃない。きっとこんな風に言ったらお前は当然だって言うだろうけど、それが当然にやれてしまうから、俺は真白のことを凄いと思うよ」

「……私のこと、よく見ているんだな」

「伊だ達てに真白の師匠役はやっていないからな」

「なんだよ、偉そうに。まるで達観したような物言いしやがって」

「達観してはいない。もう悩み終わってるだけだよ」

　そんなことは知っている。

　真ま白しらは、彼の『日常』における目たく的らみに加担しているのだから。

「瑠る宇う助すけは、私とアイツ、どっちが好みだ」

　ここいる彼女か、それとももう一人の私か？

「お前だよ」

　前にもどこかで聞いたセリフである。

「誰にでも同じことを言ってんだろ？」

　スマホから顔を上げた彼は、真白に向かって言う。

「まさか、こんなこと真白にしか言ったことはない」

　どちらでもないのだ。

　最初から灰はい空ぞら瑠宇は、妃ひい泉ずみ真白としての私１人だけしか見ていない。

　理由がなければ動けない本物の自分も、仮面をつけて傍若無人に振る舞う偽りの自分も、その全てを見て彼は、お前だと言ってくれている。

　そう感じてしまったからこそ。

　──気が付けば真白は、彼をソファの上で押し倒していた。

「なんだよ、狂暴なお嬢様。俺を襲う気か？　悲鳴を上げるぞ、キャーってな」

　上に跨またがる真白の行動にもまったく動じた様子はない。

　自分の下でそんなくだらない冗談を言ってみせる彼の顔を覗のぞき込こむ。

「叫びたきゃ叫べばいい。でも私は止やめない。私は、私のやりたいようにするからな」

　彼は嘘うそ吐つきだ。さっきの言葉もきっと嘘で、どうせ本気で思っていない。そうやってこの男はずっと誰かを騙だまし続け、ずっと真白に嘘を吐き続ける。

　そんな彼を、真白はもう信じきることができない。

　──でも、だからなんだというのだ。

　そんな彼だから、彼女は目を離せない。そんな彼だから、私は求めてしまう。

　彼の言葉も優しさも、全てが嘘だったとしても、真白の胸にあるこの気持ちだけは正しいことを、彼女と私は知っている。

　胸の鼓動を高鳴らせる真白は、目を薄く閉じるようにして彼に顔を近づける。

「他のヤツに見られ……」

　そんな彼の言葉を、彼の唇に伸ばした指で優しく塞ぐ。

「女みたいなこと言ってんじゃねぇよ。見られるなら見せつけてやればいい。これから私たちがすることを全部」

　もう止まることはできない。……いや、もう止まるつもりはない。

　そうして唇を重ねようとして。




　ガチャリ。




「……」

　ドアを開けて入ってきた優ゆ良ら希ぎが目の前の光景に硬直していた。

「る、瑠る宇うが！　知らない綺き麗れいなお姉さんに押し倒されている！」

　悲鳴を上げる優良希を見て、真ま白しらは思った。

　あっ、人間ってこんなに一瞬で冷静になれるんだ。

　この状況にパニックになった優良希は「あわあわ」しながら部屋の中を走り出し、何を思ったのか、ロッカーを開けて中に隠れようとした。

　ガチャ。

「あっ、入ってます」

「すみません！」

　慌ててロッカーを閉めた優良希は、そのまま隣のロッカーを開けて中に隠れた。

「って、待て待て！　なんか今、変な奴やつがロッカーに入ってた！」

　慌てる真白は、勢いよくそのロッカーを開けた。

「ですから入ってますって」

　そこには微笑ほほえむ狛こま芽め献こん（撮影中のスマホカメラ装備）がいた。

「お、おい、おコマ。お前そんなところで何をやってんだ？」

「『何』と聞かれても困ってしまいます。これが私の普段のルーティンなので」

「どんなルーティンだよ！」

「というか真白さん。逆になのですが、なんで急にやってきて瑠宇クンとラブシーンを始めてるんですか？　思わず興奮してカメラを向けてしまいましたよ」

「ら、ラブって……そ、そんなことはしていない！」

「声が小さくて聞き取れませんでしたけど、どこからどう見ても欲情したメスが情熱的に男を襲っていたようにしか見えませんでしたけど？」

「してねぇ！　あと、そのスマホ没収！　データ削除しろ！」

　献とそんなやり取りをしていると、ガチャっと隣のロッカーが開く。

「……真白ちゃん、なの？」

「そ、そうだぞ、雉子きぎす。私だからな。知らない人じゃないぞ。だから何もないし、何もしてないから安心しろ！」

「いや、目の前で瑠宇クン襲っておいて、何もしてない、は苦しくないですか？」

「おコマは黙ってろ！」

「……真ま白しらちゃんって、瑠る宇うのこと……」

「違います！　絶対違います！　私はそんな破廉恥ではしたない感情は持ち合わせおりません！」

「おーい、真白。素になってるぞ」

「うっせ！　黙れ、瑠る宇う助すけ！　それどころじゃない！　……っていうか、もしかして、もしかしなくても、おコマたちのこと、分かってたのか！」

「だから言っただろ、見られるって」

　真白はこの状況に混乱する。

　ニヤニヤ笑うカメラを止めない献こん。

　この状況に慌てる様子なく動じてもいない、瑠宇。

　何より、見てはいけないモノを目撃してしまい、どうしていいか分からずオドオドしてしまっている優ゆ良ら希ぎ。

「と、とにかく違うんだ！　さっきのあれはえっと……つまり……」

　そして真白は叫んだ。

「実は私、お酒を飲んじゃったんだ！　酔っ払って何がなんだか分からなくなっちゃったんだ！　だから別に、瑠宇助のことなんてなんとも思ってないんだからね！」

　それは妃ひい泉ずみ真白が口にした、あまりにも苦しすぎる嘘うそだった。
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エピローグ






　放課後の廊下を、１人の見目麗しい女子生徒が歩いている。

　彼女の名前は妃ひい泉ずみ真ま白しら。

　その姿を見れば誰もが立ち止まり、憧れと羨望の眼まな差ざしを向ける良家のお嬢様。

　だが今日の真白の表情は優れない。理由は、先日しでかした失態を忘れられないからだ。

　いや、あれは私じゃなくて彼女のしでかしたことで、だから私がやったことじゃ……。

　そう自分に言い聞かせるも、彼に覆いかぶさったことや眼前まで近づいた彼の顔を思い出し、真白の顔は一気に真っ赤になる。

　忘れろ！　忘れろ！　忘れろ！

　壁に手をつき、必死に念じる。

　アレは彼女がやったこと！　私だったらあんなことはしない！　そう、自分だったらあんな失態は起こさない。

　そう考えたところで、ふとした疑念が頭を過よぎる。

　……なら彼女ではない私は、決して彼に触れることはできないのではないだろうか？

「それは……嫌だな」

「何がですか？」

「きゃ！」

　驚いて振り返ると、そこには、にこやかに笑うクラスメイトが立っていた。

「真白さんの可愛かわいい悲鳴、頂きました」

「もう、驚かせないでください、イチカさん」

「珍しいですね。こんなところでぼーっとしていて。何かありましたか？」

　もちろんあった。

「いいえ、特に何もありません」

　真白は乱れた気持ちを覆い隠すように表情を整え、微笑ほほえみ返す。

「ところで真白さん、この後のご予定は？　よければ生徒会室にお茶をしにいらっしゃいませんか？」

　こうして誘ってくれるのも、これで６回目。そろそろいいタイミングだろう。

「いつもお断りしては申し訳ないですし、今回はお言葉に甘えさせていただきます」

　真白がそう答えると、彼女は嬉うれしそうにはしゃぎはじめる。

「ホントですか、嬉しいです。実はここだけの話、お茶菓子などもあるんですよ」

「それは校則違反ですよ？」

「心配はいりません。生徒会室は治外法権、ちょっと悪いことしても許されるのです」

「誰が決めたんですか、そんなこと」

「それはもちろん、生徒会長である私です」

　堂々と胸を張る彼女に向かって、真ま白しらは微笑ほほえむ。

「イチカさんは悪い人ですね」

　そんな会話をしていると、廊下の向こうから歩いてくる２人の女子生徒が見えた。

　彼女たちには見覚えがあった。先日、挨拶してくれた１年生たちだ。

　２人は真白たちに気付くと、背筋を伸ばし綺き麗れいなお辞儀をしてきた。

「真白様、さようなら」

　先日の指摘通りに挨拶を直した１年生たちに、真白も「さようなら」と挨拶を返す。

　２人は嬉うれしそうに顔を上げ、真白の隣にいるクラスメイトに向かっても頭を下げた。

「さようなら、灰空生徒会長」

　彼女がピクリと反応する。その異変を真白はすぐに察知した。

　しかし挨拶をした１年生たちは、頭を下げていて気付いていない。

　だから顔を上げたところで、「ひっ！」と声を漏らした。

　後あと退ずさる２人を、そのまま壁際まで押しやった彼女は、震える後輩たちの顔を覗のぞき込こむ。

「あなたたち１年生よね？　真白さんを名前で呼ぶのはなぜ？」

「そ、それは……そういう習わしで……」

「なら私を苗みよ字うじで呼んだのはなぜ？」

「あ、あの……名前で呼ぶのは失礼なのではないかと……」

「矛盾しているわよね？」

　冷たい表情を向ける上級生の変貌に、彼女たちはガタガタと震え出す。

「私がこの学園が好きな理由の１つが、相手のことを名前で呼ぶ伝統なの。これがどういう意味か分かる？　私はね、その苗字で呼ばれることが死ぬほど大嫌いなのよ」

　恐怖で声すら出なくなった１年生に彼女は、冷徹に告げる。

「私はね、私のことをそう呼んだ相手を許す気はない」

「イチカさん。その辺りにしてあげてくれませんか？」

　静かな怒りを見せる彼女に、真白は声を掛ける。

「なぜ？」

「その子たちに非があったのは確かかもしれません。ですが最初の過ちでそこまで責めてしまっては、直せるものも直せません。今後このようなことがないよう気を付けさせます。ですからどうか、私に免じてこの場は許してあげてくれませんか？」

　そう頭を下げる真白の姿に、彼女はため息を吐つく。

「あの真白さんにそう言われたらしょうがないですね」

　振り返った彼女は、いつもの笑顔に戻っていた。

　そして寄り添うように震え俯うつむく後輩たちの耳元で囁ささやく。

「次はないから。周りのお友達にもしっかり教えて差し上げてね」

　２人は「申し訳ありませんでした」と頭を下げ、逃げるようにその場からいなくなった。

「あーあ、せっかく楽しい気分だったのに、台無しです」

「では、今日のお茶会は中止にしますか、イチカさん？」

「まさか。だからこそお友達としてお付き合いいただけるのではないですか？　真ま白しらさん」

「ええもちろん、そのつもりですよ」

　真白は親しみの笑顔を作って、標的に向かってそう答えた。




　妃ひい泉ずみ真白は、とある人物たちの情報を集めている。

　明確な目標が定められているわけではない。彼女たちと接し、言葉を交わし、彼女たちを探る。会話の内容や学園での様子を事細かくまとめて書類にし、定期的に彼に渡すだけ。

　真白の標的にして最重要人物は、今こうして目の前にいる。

　彼女の名前は、灰はい空ぞら一いち華か。

　真白のクラスメイトにして、妃泉学園の生徒会長。




　──灰空瑠る宇うの義姉である。






あとがき






　自分で自分が分からなくなる。

　誰しもがそうなる可能性があり、鳳おおと乃りのに至っては常に迷子になりっぱなしです。

　もしそうなったら、よかった時の自分を思い出すための何かを探す必要がある。

　誰かでもいいし、場所でもいいし、言葉でもいいし、文章でもいい。

　もちろん新たにゼロから作るのもアリ。

　鳳乃が昔、「マジでヤベぇ」となった時に試したのが『自分マニュアル』というモノ。

　やり方は簡単で、ノートに自分が今やりたいことを書くだけ。

　それ以外はやらない。誰に何を言われても、やらないし断る。理由は「自分にはその機能が備わっていないから」。あとはそこから徐々にやれると思ったことを書き足して、ダメだったら消す（後で再チャレンジ可。何よりいったん消すのが重要）を繰り返す。

　小説家のお仕事を続けさせていただき、悲しいかな気付いてしまったのは、今自分の中にある大切な想おもいも気持ちも考えも、いずれ消えてなくなる可能性があるということ。

　だから素敵だと思ったことほど、どこかに書いて残して、誰かに伝えたいと思ってます。

　最後に謝辞を。この本に携わってくださった全ての皆様に心から感謝です。


鳳乃一かず真ま







電子書籍特典　書き下ろしＳＳ

『狛芽献の観察日記２』





※このＳＳは本編のネタバレを含みます。本編を読んでからご覧になることをお勧めします。







　これは常日頃から灰空瑠宇をストーキングする狛芽献の日記を一部抜粋したモノである。







・６月×日

　今日、瑠宇クンが真白さんに対して説教をすると言い出した。

　原因は明白で、偽世界事件における真白さんの暴走だ。

　今日の真白さんはどこか機嫌が悪く、普段以上に《偽獣》相手に暴れることに没頭し、瑠宇クンの言うことすら聞く耳を持たないといった感じだった。

　その事に対しての説教ということだったが、私から見れば、瑠宇クンは真白さんの気分を良くするために、わざとやられ役を演じているようにしか見えなかった。

　結局今日のあの行動は全て真白さんのため。




　私が真白さんと初めて出会ったのは、チームＡｓｈの立ち上げの時だ。

　当時瑠宇クンが連れてきた新人は、なんだかオラついたお嬢様。

　そんな真白さんの師匠役を務めることもあって、瑠宇クンはクランマスターである焔さんに新チームの立ち上げを許可された。

　ある意味、真白さんの参加がチームＡｓｈ創設のきっかけと言ってもいいだろう。

　瑠宇クンは真白さんに、自身が持つ覚醒者のノウハウを教え、真白さんも口では、面倒だなんだと言いながらしっかりと学んでいた。

　そんな瑠宇クンと真白さんには何かある。

　２人はそれを巧妙に隠しているようだが、半年も一緒にいれば、それなりに見えてくるものもある。

　やはり、真白さんには要注意である。







・６月△日

　今日は優良希さんと一緒にアイスを食べた。

　なぜそうなったかと言えば、特殊偽世界事件の調査終わりに、瑠宇クンが優良希さんにアイスのタダ券をあげたからだ。

　それは明らかに、瑠宇クンが私に後を付けさせないための工作だった。

　事前に「優良希さんのことを頼む」と念押ししてきたのも、その一環だったに違いない。

　私が瑠宇クンの考えを理解しながらも、裏しそうな優良希さんを前にして、あえて騙されることまで計算にいれていた。

　瑠宇クンと言えば、誰かを騙してなんぼ。

　そこが瑠宇クンのチャームポイントと言っても過言ではないだろう。




　ただ、今回のように喜ぶ優良希さんをダシにしたことについては、少々思うところがある。

　とはいえ、優良希さんと楽しい時間が過ごせたので許してもいいと思った。

　……と、結局騙された私もそんなに悪い気がしていないのも、瑠宇クンの術中にハマっているということなのだろう。

　やはり瑠宇クンは侮れない。

　そして、とても素敵である。







・６月□日

　やっぱり瑠宇クンは最高だ。

　まさかこんな計画を企てるなんて。

　今日、逃げる人語偽獣の姿を見た瑠宇クンは、何かに気付いた節がある。だから瑠宇クンが動きやすいように少しフォローに回ったりもした。

　このまま何をするのかとワクワクしていたが、優良希さんの口にした言葉で考えが一変した。

　瑠宇クンは優良希さんのために何かを画策し、『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』のメンバーに働きかけた様子がある。

　瑠宇クンは、誰と繋がっていて、どこまで手を回せるのか？

　想像しただけでワクワクは止まらない。

　そんな瑠宇クンの思惑が明日どうなるのか、今から楽しみだ。







　非日常で誰かのために彼は戦う。

　でも日常での彼が違うことを私は知っている。

　私だけが知っている。

　──彼が怪物であることを、私が一番よく知っている。
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